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「世界史講義」について

☆講義について

①授業用ノートと宿題用ノートと復習用ノートの３つを用意すること。授業中配布する“今日の

要点”プリントは、授業用ノートに貼り付けるかファイルに閉じることを強く勧める。プリントがど

こにあるのか分らないというようなことは絶対に避けること。

②授業中に必ず確認問題を一定時間で行い、回収する。Ａtype がそれまでの世界史の範

囲からの抜き打ち問題（基本問題・センターレベル）で、Ｂtype は前回の授業内容の復習

として出題される。両タイプとも授業中に行うとは限らない。一定の点に足りない者には特

別課題（Penalty）が課さられる。Ａtype は毎回行うとは限らない。

③授業中では、主に講義や例題を取り上げる。その他に宿題として課題を出す。それらの取

り扱いについては別途指示する。

④各回の宿題は、一週間の中でうまく調節してやること。また宿題は、指定された解答用紙

及び、ノートにおいて行う。

⑤解説・解答を参照すれば済む話については、授業中必ずしも説明したりはしない。授業中・

授業外に解かせる全ての問題に対して解答を配布する。自宅などで自己採点し復習する

こと。

⑥ただ、以上はあくまでも予定であるので、その都度講師の指示に従うこと。

☆略語について

授業で使用する記号は以下の通りである。

cf. …参考・参照 ＜ラテン語の confer＞

ℓ. …例題 ＜ローマ字読みの reidai の“r”を“ℓ”にしただけ＞

Ex. …練習問題 ＜英語の exercise＞

☆復習ノートについて

授業 or 宿題でやった問題のうち、間違えた問題の重要箇所をノート一冊決めて丁寧にま

とめる。間違えた問題を復習もせず放置するのは愚かしい。また、一度答え合わせしてちょっ

と復習したぐらいで抑えられることなどほとんどないのだから、このノートを作成することで、復

習が確固たるものとして自分自身に定着されることを願う。また、他の必須とさていない授業

でも、向上心が少しでもあるならば、自主的に作成すべきであろう。
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世界史の授業方針について

世界史担当 河野愛一朗

１ 世界史の入試実態

ａ）国公立入試

＜センター試験＞

・・・科目数；５教科７科目など

【特徴】

①基本知識を問う問題／但し、“ヨコ”の見方ができるかどうかが重要（本年度）

②全てマーク

③世界史に関していえば、時間余裕

＜二次試験＞

・・・英数国地歴による２教科から４教科５科目まで。

【特徴】

①＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

②記述式（難関大では論述）

【対策】

・・・科目数が多いので、意外と正答率は高くない。論述はそれなりの対策をすれば、それ

ほど難しくない。

ｂ）私立入試

・・・基本的に英・国・社（・数・小論文）などによる３科目。英語の配点が高く、それに比し

て地歴・公民の社会は配点が低い。

【特徴】

①＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

②単一式

【対策】

・・・難問（悪問）は、合格者でもあまり出来ていない。但し、社会という科目の性質上、そ

れなりに準備してくる受験生たちは、皆、ある程度は出来る。すなわち、差がつかない＝世

界史で合格が決まることはあまりない。よって、英数国（差がつきやすい科目）には存分に

時間を投資して実力を伸ばすべきだが、世界史に関しては効率的な勉強法（時間をかけ

すぎず、合格する水準を着実に押える。
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２ 授業方針

１を踏まえたうえで私の世界史の授業方針は、マニアック極まりないものを網羅するよう

なことはしない。

【理由】

① きりがない

② 覚えられない

③ そうでなくても十分受かる

④ 忘れてしまう可能性が大。基礎的な部分が抜けていく恐れがある。

効率的な勉強法ができるよう入試における頻出事項を授業で取り上げる。すなわち、現

実の入試を最大の着眼点とした授業を行う。その内容をまとめたものが、私のプリントであ

り、それを毎週、復習することによって、確実に習得していってほしい。また、忘れそうな内

容は、模試の勉強の一環で再度、復習することを強く薦める。

３ その他

【必須書籍】

● 山川用語集（世界史Ｂ）を各自購入すること。

【強く薦めるもの】

● 山川出版社／よくでる世界史Ｂ一問一答

● 浜島書店／ニューステージ 世界史詳覧
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☆入試問題研究

４ 国公立入試問題より

ａ)２００６年度センター試験
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ｂ）国立入試問題より

①２００５年度東京大学前期
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②２００５年度一橋大学前期
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５ 私立大学入試問題（一般）より

①慶応 法学部（Ｂ） ２００５年
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②早稲田 商学部 ２００５年
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よく出る世界史 Ｃｈａｐｔｅｒ．１ 『古代西洋史』

１．１ 先史・オリエント

１ 先史の世界

・・・文字発生以前の時代。（⇔歴史時代）

ａ） 人類の発生

猿人；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＜400 万年前＞（アフリカで発見）

↓ ・・・直立二足歩行→（脳の発達）→言語・道具

原人；＿＿＿＿＿＿＿や＿＿＿＿＿＿＿＿（周口店で発見）・・・火の使用・打製石器

↓

旧人；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・埋葬の習慣

↓

新人；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＜４万年前～１万年前＞

ｃｆ；洞窟美術

・・・フランス→＿＿＿＿＿＿＿＿・スペイン→＿＿＿＿＿＿＿＿

ｂ） 文明への歩み

＿＿＿＿＿＿時代・・・＿＿＿＿石器を使用。狩猟・採取の生活。（獲得経済）

↓

中石器時代・・・細石器

↓

＿＿＿＿＿＿時代・・・＿＿＿＿石器や＿＿＿を使用。農耕・牧畜の開始。（生産経済）

ｃｆ１；原始的農法の変化

・・・＿＿＿＿＿農法→＿＿＿＿＿農業

ｃｆ２；多産豊穣を願って作られた像・・・女性裸像

ｃｆ３；銅・錫の合金で作られた道具・・・＿＿＿＿＿器

→＿＿＿＿力の上昇→＿＿＿＿＿＿＿の発生・余剰労働力

→＿＿＿＿＿や＿＿＿＿の差の発生→＿＿＿＿＿の発生

→＿＿＿＿＿国家の成立（国家の始まり）

→領域国家化
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☆人種・・・人類を皮膚の色で体系的に分類

①白色人種（コーカソイド）・・・注；アラブ人は白色人種

②黒色人種（ネグロイド）・・・サハラ以南やインド南部

③黄色人種（モンゴロイド）・・・アメリカ大陸原住民やトルコ人も含む

☆語族・・・同系統の言語を話す人間集団

主なもの；

①＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿語族・・・ヨーロッパ・イラン・インドに分布など

②＿＿＿＿＿＿語族・・・アラブ諸国など

③＿＿＿＿＿＿語族・・・古代エジプト・アルジェリア北部

④＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿語族・・・ハンガリー人・トルコ人・モンゴル人・朝鮮人・日本人

⑤＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿語族・・・漢民族など

☆文明・・・ｃｉｖｉｌｉｚａｉｔｉｏｎ（都市化）

四大文明；メソポタミア・エジプト・インダス・黄河

＝ＭＥＭＯ＝
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２ オリエント

エジプト

シリア

パレスチナ

メソポタミヤ

小アジア

ペルシア

ＢＣ3000 ＢＣ2000 ＢＣ1500 ＢＣ１000 ＢＣ600 ＢＣ500

ａ） メソポタミア ・・・現在のイラク

①最古の文明

②「＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

③古バビロニア王国

・・・＿＿＿＿＿＿＿王の＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿法典

ｃｆ；「目には目を、歯には歯を」

④＿＿＿＿＿＿＿＿叙事詩

⑤文化・技術

・太陰暦・占星術

・＿＿＿＿＿＿＿（聖塔）

・＿＿＿＿文字の使用・・・粘土板に書込。
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ｂ） エジプト

①最古の農耕文明

・・・ヘロドトス「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

②＿＿＿＿＿＿・・・王の称号

③多神教の文化

守護神；＿＿＿＿・太陽神；＿＿＿＿

④古王国

・・・クフ王のピラミッド

都；＿＿＿＿＿＿＿

⑤中王国

・・・＿＿＿＿＿によって滅亡。

都；＿＿＿＿＿＿＿

⑥新王国

都；主に＿＿＿＿＿

◎ トトメス３世時に最盛

◎ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿に改名。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に遷都。

・・・唯一神；＿＿＿＿＿＿を信仰。

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿美術の発展。

◎ ＿＿＿＿＿＿＿（・・・鉄器発明）と係争。ＢＣ1286 カデシュの戦い。

⑦文化技術

・＿＿＿＿の書・・・ミイラとともに埋葬。

・＿＿＿＿暦の開発

・＿＿＿＿文字（ヒエログリフ）→＿＿＿＿＿＿＿＿（ナポレオン遠征軍が発見）

←＿＿＿＿＿＿＿＿が解読

・＿＿＿＿＿＿＿＿紙

・測地術・・・ナイル氾濫後の耕地復元
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ｃ） 地中海東岸

①“＿＿＿＿＿”

・・・東地中海で活動。最強無敵。ヒッタイトを滅ぼす。

②交易民族

（ア）＿＿＿＿＿＿人

・・・内陸中継交易

中心都市；＿＿＿＿＿＿＿

言語；＿＿＿＿＿語→交易語／文字；＿＿＿＿＿＿文字→多くの文化に大影響

（イ）＿＿＿＿＿＿人・・・

・・・地中海交易。植民市の建設（eg;カルタゴ）

中心都市；＿＿＿＿＿＿＿・＿＿＿＿＿＿＿

文字；＿＿＿＿＿＿＿＿文字→アルファベットの起源

③パレスチナ

・・・＿＿＿＿＿＿＿人→＿＿＿＿＿＿＿人／＿＿＿＿＿＿＿語

１． 出エジプト

・・・指導者；＿＿＿＿＿＿＿。唯一神＿＿＿＿＿＿から十戒→ユダヤ教の起源

２． ＿＿＿＿＿＿＿王国時代

・２代＿＿＿＿＿＿＿＿王・・・最盛

・３代＿＿＿＿＿＿＿＿王

・・・死後、＿＿＿＿＿＿＿（北）と＿＿＿＿＿＿＿（南）に分裂

３． ＿＿＿＿＿＿＿＿←新バビロニアによる。

４． ユダヤ教の成立

唯一神；＿＿＿＿＿＿＿・＿＿＿＿思想。

救世主＿＿＿＿＿＿＿や預言者の存在。

←旧約聖書の成立。
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ｄ） オリエント統一

①＿＿＿＿＿＿帝国

都；＿＿＿＿＿＿

・・・一時期統一。過酷な支配。諸民族の反感。

②４王国分立

（ア）＿＿＿＿＿

・・・小アジアに建国。世界最古の鋳造貨幣。

（イ）＿＿＿＿＿

・・・ペルシアに建国。アケメネス朝が独立。

（ウ）＿＿＿＿＿＿（カルデア）

・・・メソポタミアに建国。都；バビロン。

・・・最盛期の＿＿＿＿＿＿＿＿＿がバビロン捕囚を実施

（エ）エジプト新王国

③＿＿＿＿＿＿＿＿による統一

・＿＿＿＿＿＿＿＿が独立。メディア・リディア・カルデアを征服。都；＿＿＿＿

・カンビュセス２世によりオリエント統一

・＿＿＿＿＿＿＿＿（最盛期）

（１） 領土を拡大

（２） 都；＿＿＿＿＿＿＿＿

（３） 知事・・・＿＿＿＿＿＿＿＿ ←巡察官；“＿＿＿＿＿＿＿”

（４） 王の道

（５） ＿＿＿＿＿＿＿＿碑文（楔形文字）・・・＿＿＿＿＿＿＿＿が解読

（６） ＿＿＿＿＿＿＿＿教（拝火教）

・・・善悪二元論。善心；＿＿＿＿＿＿＿＿・悪心；＿＿＿＿＿＿＿＿
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１．２ ギリシア・ヘレニズム

１ 古代ギリシア

ａ） エーゲ文明

利器；青銅器

① ＿＿＿＿＿＿文明（ＢＣ2000～ＢＣ1400）

民族；アジア系

中心地；＿＿＿＿＿＿＿＿（＿＿＿＿島）

文字；線文字Ａ

発掘者；＿＿＿＿＿＿＿＿（英）

（特徴）

・写実的な美術。平和。専制政治。

・＿＿＿＿＿＿＿＿人の南下により滅亡。

② ＿＿＿＿＿＿文明（ＢＣ1400～ＢＣ1200）

民族；＿＿＿＿＿＿＿＿人

中心地；＿＿＿＿＿＿＿＿＿・＿＿＿＿＿＿＿＿＿

文字；＿＿＿＿＿＿＿（←＿＿＿＿＿＿＿＿が解読）

発掘者；＿＿＿＿＿＿＿＿（独）

（特徴）

・戦闘的 ・＿＿＿＿＿＿＿＿人の南下

により滅亡。

③ ＿＿＿＿＿＿文明

（ＢＣ2600～ＢＣ1200）

中心地；トロヤ

発掘者；＿＿＿＿＿＿＿＿（独）

（特徴）トロヤの木馬

④暗黒時代→ポリスの形成
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ｂ） ポリス（＝都市国家）

◎ポリスの成立

・・・城山（＿＿＿＿＿＿＿＿）に集住（＿＿＿＿＿＿＿＿）して形成。

中心に広場（＿＿＿＿＿＿＿）がある。対外への侵略で奴隷を獲得。民主政を行うところも

現れた。また、交易も盛んに行い、各地にその拠点の植民市を建設。

ｅｇ；よく出る植民市

・マッシリア（現マルセイユ） ・ビザンチオン（後のコンスタンティノープル、現イスタンブール）

・他に、ネアポリス(現ナポリ)・黒海北部・キプロス・シチリア（シラクサ）など

① アテネとスパルタ

ｃｆ；ポリスの同朋意識

１．自民族；＿＿＿＿＿＿＿・異民族；＿＿＿＿＿＿＿

２．ギリシア神話の神々・・・＿＿＿＿＿＿＿＿12神

３．＿＿＿＿＿＿で古代オリンピック

アテネ スパルタ

＿＿＿＿＿＿＿＿人 民族 ＿＿＿＿＿＿＿＿人

市民 12 万

奴隷 8万
構成

市民 5千

＿＿＿＿（劣格市民）2 万

＿＿＿＿＿＿（隷農）5 万

貴族政→民主政 政治 ＿＿＿＿＿＿による政治

海軍主体 軍事 陸軍主体

商業発展 経済 農業主体

発展（文化人輩出） 文化
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②アテネの興亡

[貴族政治] ＿＿＿＿＿＿＿の立法制定

・・・法の成文化。貴族に有利な法解釈を防ぐ。

↓

[＿＿＿政治] ＿＿＿＿＿＿の改革（前６Ｃ初）

１．債務帳消し（＿＿＿＿＿＿＿の防止）

２．財産によって市民を４等級に分ける。それに応じ、参政権と徴兵義務。

↓

[＿＿＿政治] ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の独裁

・・・貴族政治を打倒。無産市民に土地分配。

ｃｆ；僭主・・・民衆の不満を利用し、その支持を得て、非合法に政権を握った独裁者。

↓

[＿＿＿政治]

◎＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の改革（前６Ｃ末）

・・・＿＿＿追放制度(オストラシズム)→僭主出現を防止

◎＿＿＿＿＿＿＿戦争（前５Ｃ）

１．＿＿＿＿＿＿＿＿植民市の反乱

２．＿＿＿＿＿＿＿＿の戦い

３．＿＿＿＿＿＿＿＿の海戦・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の活躍。

４．＿＿＿＿＿＿＿＿の戦い → ギリシア勝利

☆商工業の発達 → 武器安価

→三段櫂船の利用・重装歩兵の活躍 → 平民の政治的地位の上昇

◎＿＿＿＿＿＿同盟（＿＿＿＿＿盟主・隆盛）

→やがて腐敗し、資金がアテネによって不正に使われる。→＿＿＿＿＿＿＿＿の建設。

◎＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿時代

・＿＿＿＿＿＿＿・・・最高決議機関

・官職は抽選。（任期 1 年・再任禁止）

・参政権は成年男子市民に限定。（←現代の民主主義政治とは違う）

↓



- 22 -

[＿＿＿政治]

◎＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争の発生

◎アテネ；＿＿＿＿＿＿＿＿により衆愚政治。（民衆を扇動）

◎＿＿＿＿＿＿＿（指導者；＿＿＿＿＿＿＿＿＿）の最終勝利（前４Ｃ）

↓

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦いでマケドニアに占領。

ｃ） ギリシア文化

特色 ◎人間中心の合理的な文化

文学

叙事詩
ホメロス 『イリアス』『オデュッセイア』

ヘシオドス 『労働と日々』

叙情詩 サッフォー 女性詩人

悲劇

アイスキュロス

ソフォクレス

エウリピデス

喜劇 アリストファネス 『女の平和』『女の議会』

哲学

自然哲学

ターレス 万物の根源を水とする

ピタゴラス 万物の根源を数とする

ヘラクレイトス 万物の根源を火とする 「万物は流転する」

デモクリトス 万物の根源を原子とする

ヒッポクラテス 医学

ソフィスト プロタゴラス 真理の主観性を説く 「人間は万物の尺度」

アテネ哲学

ソクラテス 客観的真理を追究 「無知の知」を説く

プラトン イデア論 『国家論』

アリストテレス アレクサンドロス大王の家庭教師

歴史 歴史学
ヘロドトス ペルシア戦争について

トゥキディデス ペロポネソス戦争について

美術

彫刻 フェイディアス パルテノン神殿

建築様式

ドーリア式 （初期）太く短く質素な柱 パルテノン神殿

イオニア式 （中期）上品で優雅

コリント式 （後期）複雑で細長く繊細
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２ ヘレニズム

・・・地中海東岸の港町を中心に、西アジア一帯にギリシア文化が流入し、オリエント文化と融

合した東西融合文化が形成。

ｃｆ；世界市民主義（cosmopolitanism）

・・・人類は普遍的な理性によって結びつけられていて、みな平等で同胞。

ａ） 北部ギリシア系；＿＿＿＿＿＿＿王国の興亡

（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の時代）

◎ＢＣ338＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦い・・・ギリシアを制圧

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿同盟を結成。

・・・その後、暗殺。

（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の時代）

・・・＿＿＿＿＿＿を実施。

①アケメネス朝ペルシアを滅ぼす

←＿＿＿＿＿の戦い・＿＿＿＿＿＿の戦いで勝利。

・・・アケメネス朝最後の皇帝＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿は暗殺される。

②エジプトや西インドまで遠征。

③各地に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿市を建設

・・・ギリシア風の文化様式

（分裂時代←ディアドコイ戦争）

① ＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝エジプト

都；＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・文化・学術が発展。＿＿＿＿＿＿＿＿（大研究所）が設置。

② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝シリア

都；＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が分離

③ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝マケドニア



- 24 -

ｂ） ヘレニズム文化

特色

◎ギリシア・オリエント文化の融合

◎ポリス崩壊による世界市民主義（コスモポリタニズム）

◎個人の幸福を目指す個人主義

◎自然科学の発達

◎アレクサンドリアなどが文化の中心地

◎インドのガンダーラ美術、中国の石窟、日本の正倉院、法隆寺に影響

自然科学

エウクレイデス （ユークリッド）幾何学の研究

アルキメデス 浮力、てこの原理

アリスタルコス 地球の自転と公転説

エラトステネス 地球球体説、地球の自転

ムセイオン アレクサンドリアの王立研究所のこと

哲学
ゼノン

ストア派の代表 禁欲主義 セネカ、マルクス＝アウレリウス

＝アントニヌス帝に影響

エピクロス エピクロス派の代表 快楽主義

美術 ミロのビーナス、ラオコーンの群像
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１．３ 古代ローマ

１ 共和政ローマ

①貴族と平民の身分闘争時代

509 ＿＿＿＿＿＿系の王の支配から独立

494 ＿＿＿＿事件・・・＿＿＿＿＿（平民＝プレブスの利益と権利を守る役職）

471 ＿＿＿＿会設置

451 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿法

・・・最初の成文法。貴族＝パトリキによる法の独占を打破

367 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿法

① ＿＿＿＿＿官=コンスルの１名を平民に開放。

② 公有地の占有制限

③ 借金利息の棒引き

→新貴族＝＿＿＿＿＿の台頭。

287 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿法

・・・平民会の議決は元老院の承認がなくても法律になる。

②拡大

272 イタリア半島統一

→地中海交易で繁栄していたフェニキア

人のカルタゴが次の標的。

ｃｆ；重装歩兵・・・平民の構成

264～241 第１回ポエニ戦争

・・・＿＿＿＿＿＿島を獲得。初めての属州（海外領土）。

218～201 第２回ポエニ戦争

１．カルタゴの＿＿＿＿＿＿がイベリア半島方向よりアルプスを越えてイタリアに侵入。南下

し、＿＿＿＿の戦いでローマ軍に圧勝。

２．その隙にローマの＿＿＿＿＿＿＿が、カルタゴ本土に侵入。急いで戻った＿＿＿＿＿

＿＿を＿＿＿＿＿の戦いでカルタゴ軍を撃破。

149～146 第３回ポエニ戦争 → カルタゴ滅亡

146 マケドニア・ギリシアを征服
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③内乱の一世紀

133～121 ＿＿＿＿＿兄弟の改革

・・・大土地所有の制限と無産市民への土地分配 → 失敗

107～101 ＿＿＿＿＿の軍政改革

・・・職業軍人制の確立

９１～８８ ＿＿＿＿＿戦争 → 市民権獲得

☆ローマの分割統治

・・・服属都市に差をつけて、団結を防ぐ。

＿＿＿＿市・・・ローマ人の植民により建設。完全な市民権。

＿＿＿＿市・・・自治権は持つが、参政権はなく、不完全な市民権。

＿＿＿＿市・・・市民権なし。→戦争闘争へ。

８８～８２ ＿＿＿＿＿（平民派）と＿＿＿＿＿（＿＿＿派）

７３～７１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿の反乱 （剣奴の反乱）

６０～５３ 第１回三頭政治

・・・＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿

→この間、シリア・パレスチナを征服。

→＿＿＿＿＿＿＿・・・ガリア遠征。ポンペイウスを破り、独裁を開始。終身独裁官に就任。

４３ 第２回三頭政治

・・・＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿

→＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿を＿＿＿＿＿＿＿＿の海戦で破る。

→プトレマイオス朝エジプト、滅亡。

２７ ＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿＿の称号を獲得。

→元首政（＿＿＿＿＿＿＿＿）を開始。



- 27 -

２ 帝政ローマ

①パックス＝ロマーナ（ローマの平和）

２７ アウグストゥス（初代）

→＿＿＿＿＿＿＿＿（元首）としてプリンキパトゥスを開始。

６４ 暴君＿＿＿＿のキリスト教迫害

←キリスト教徒は＿＿＿＿＿＿＿＿にこもって抵抗。

７９ ヴェスヴィオ火山の噴火 → ポンペイ埋没

９６～１８０ 五賢帝時代

・２代 ＿＿＿＿＿＿＿＿・・・ダキアを征服。帝国領最大。

・３代 ハドリアヌス・・・ブリタニアに城壁建設。

・５代 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・ストア派の哲人皇帝。

→「大秦国安敦の使者が日南郡に到達」

②動揺と衰退

２１１～２１７ ＿＿＿＿＿＿＿帝

・アントニヌス法で、属州の全自由民にローマ市民権を賦与。

←ストア哲学の影響／自然法思想

・カラカラ浴場の建設。

２３５～２８４ ＿＿＿＿＿＿時代

・・・各地に次々と皇帝が廃立。

・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿帝がササン朝のシャープール１世と抗争し捕虜になる。

２８４～３０５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿帝

・東方的＿＿＿＿＿＿＿政（ドミナートゥス）を開始

・４分統治体制採用

・キリスト教徒大迫害

３０６～３３７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿帝

・＿＿＿＿＿＿＿＿でキリスト教公認。

・＿＿＿＿＿＿公会議で＿＿＿＿＿＿＿＿派を正統。＿＿＿＿＿＿派は異端。

・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に遷都。
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３７５ ゲルマン民族の大移動開始

３９２ ＿＿＿＿＿＿＿帝がキリスト教を国教化。（他教禁止）

３９５ 東西に分裂

４７６ 西ローマ帝国滅亡（ゲルマン人の傭兵隊長＿＿＿＿＿＿＿による）

３ ローマ時代の土地制度・文化

① ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿から＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の進展

都市の没落

軍隊の質低下軍隊の経費増大

都市への重税

軍人の横暴

治安の乱れ

募兵制

←無産者や属州

民

ゲルマン民族

の侵入

商業の衰退

コロナートゥスの進展

（隷属的小作人による自給自足生産）

←解放奴隷、平和的移住によるゲルマン人

作物：穀物

自給自足的大所領の独立化

中世封建制度の開始

文化の衰退・自然経済・地方分権

ラティフンディア

（奴隷制大土地経営）

作物：果樹

中小土地所有農民

（重装歩兵）の没落

→無産者として都市へ流入属
州

共
和
政
期

帝
政
期

奴隷労働力

の流入

安価な穀物・オリーブ油などの流入

「ローマの平和」により

奴隷供給が途絶える

非能率による

生産停滞
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② ローマの文化

特色 ●ヘレニズム文化の継承 ●法律・建築などの実用面における独自性

文学

キケロ 雄弁家・政治家。カエサルの天敵。

ヴェルギリウス ローマ建国の叙事詩『アエネイス』

ホラティウス ギリシア文学『叙情詩集』

哲学

セネカ ネロ帝の師。自殺を強要される。

マルクス＝

アウレリウス＝ア

ントニヌス

「哲人皇帝」、『自省録』、ストア派

地歴

ポリビオス 政体循環史観／『ローマ史』

ユリウス＝

カエサル
『ガリア戦記』

ストラボン 『地理誌』

リヴィウス 『ローマ建国史』

プルタルコス 『対比列伝』

タキトゥス 『ゲルマニア』

自然科学

プリニウス 『博物誌』（百科事典）

プトレマイオス 地球中心の天動説

ユリウス＝

カエサル
ユリウス暦制定（エジプト太陽暦を改良）

宗教 アウグスティヌス 『神の国』、『告白録』（マニ教からの回心）

土木
コロッセウム・ガール水道橋・凱旋門・公共浴場

（アーチ・円蓋の使用が特色）
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４ キリスト教の成立

ａ）ユダヤ教

・唯一神；＿＿＿＿＿＿＿・ヘブライ人に対する＿＿＿＿思想。

・救世主＿＿＿＿＿＿＿や預言者の存在。

・形式的＿＿＿＿主義（パリサイ派）

ｂ）イエス＝キリスト（Ｊｅｓｕｓ Ｃｈｒｉｓｔ）の布教

・神の前の＿＿＿＿ ⇔ ＿＿＿＿思想

・神の愛（＿＿＿＿）による救済と＿＿＿＿愛を解く

→ローマ帝国により、イエスは処刑（３０頃）

ｃ）キリスト教の成立と迫害

（成立）イエスの復活を信じ、イエスこそ救世主（ギリシア語でキリスト）とする。

・・・イエスの示した＿＿＿＿に助けを求める。

（拡大）＿＿＿＿・＿＿＿＿による伝道。下層民から貴族まで普及。

・・・教会の成立。「＿＿＿＿＿＿」の形成

↑（ギリシア語の＿＿＿＿＿＿＿で書かれた）。

（迫害）

① ＿＿＿＿＿＿帝による迫害

② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿帝による迫害

・・・皇帝崇拝政策を採っていた。

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・隠れ家に利用。

＝ＭＥＭＯ＝

�
�
�
�
�
�
舞
台
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ｄ）キリスト教の公認

①＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿帝による公認・・・＿＿＿＿＿＿勅令（３１３）

②＿＿＿＿＿＿＿＿公会議

・＿＿＿＿＿＿＿＿＿派・・・＿＿＿＿＿＿＿説（イエスを神格化） → 正統

☆＿＿＿＿＿＿＿＿説・・・神・キリスト・聖霊を同一視

・＿＿＿＿＿＿＿＿＿派・・・イエスの人間性を強調 → 異端 → 異民族に布教

③＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿帝によるキリスト教国教化（他教禁止）

→直後にローマ帝国は分裂

④キリスト教神学の成立

・・・教父＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿による

主著；「＿＿＿＿＿＿＿」・「＿＿＿＿＿＿＿」

⑤＿＿＿＿＿＿＿＿公会議（４３１）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿派（イエスは神でも人でもあるとする論）を異端。

→ササン朝ペルシアや中国に伝来（中国では＿＿＿＿教と呼ばれる。）

⑥＿＿＿＿＿＿＿＿公会議（４５１）

・・・＿＿＿＿＿＿＿論を異端とする。

＝ＭＥＭＯ＝
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年表 『古代』

＜ＢＣ＞

６０００ 黄河文明

５０００ 仰韶文化

４０００ ノモス成立

３５００ メソポタミヤ都市国家

３０００ 竜山文化

２７００ エジプト古王国成立 クフ王のピラミッド

２５００ ハラッパー モヘンジョ＝ダロ

２１３３ エジプト中王国

２０００ アーリア人、インド侵入 ギリシア人の南下開始

１７２８ ハンムラビ王

１６００ クレタ文明全盛

１５６７ エジプト新王国

１５００ 殷王朝成立 ミケーネ文明（アカイア人）

１３７９ アメンポテプ４世

１３００ シドン全盛

１２００ ドーリア人南下

１１００ ティルス全盛

１０５０ 周王朝成立

７７０ 東遷

７２２ アッシリアによるオリエント統一

５２５ アケメネス朝によるオリエント統一

５００ ペルシア戦争

４３１ ペロポネソス戦争

４０３ 戦国時代

３３８ カイロネイアの戦い

３１７ マウリア朝成立

３０１ イプソスの戦い

２６４ 第１次ポエニ戦争
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２５６ 周王朝滅亡

２２１ 中国統一

２０２ 漢王朝成立

１４６ カルタゴ滅亡

１４１ 武帝

６０ 第一回三頭政治

４３ 第二回三頭政治

３１ アクティウムの海戦

２７ アウグストゥスのプリンキパトゥス

＜ＡＤ＞

８ 王莽即位

２５ 後漢成立

４５ クシャナ朝

５４ ネロ帝

９６ 五賢帝時代 （～１８０）

２２６ ササン朝ペルシア建国 アルデシール１世

２３５ 軍人皇帝時代 （～３０５）

２８０ 晋による中国統一

３２０ グプタ朝成立

３３０ コンスタンティノープルに遷都

３９５ ローマ分裂

４７６ 西ローマ帝国滅亡 オドアケル

６０６ ヴァルダナ朝成立
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よく出る世界史 Ｃｈａｐｔｅｒ．２ 『古代イラン・インド』

１ 古代イラン

基本知識 ペルシア地域

・＿＿＿＿＿＿＿語 ・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿語族

・宗教；＿＿＿＿＿＿＿＿＿教 → ＿＿＿＿＿＿＿＿＿教＿＿＿＿＿派

→アラブとペルシアは違う。

ａ）パルティア（安息）（ＢＣ248～ＡＤ226）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝シリアから独立

始祖；アルサケス（遊牧民が起源）

体制；＿＿＿＿＿＿＿＿制

都；＿＿＿＿＿＿＿＿に遷都

文化；イラン文化の成立

抗争；ローマ帝国との戦いで疲弊

ｂ）＿＿＿＿＿＿朝ペルシア（226～651）

・・・パルティアを滅ぼす

始祖；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

体制；アケメネス朝を模範。週に分け監察官を派遣。

都；クテシフォン

文化；イラン文化＋ヘレニズム文化＝国際文化 → ササン朝美術 → 東方伝播

ｃｆ；日本の＿＿＿＿＿院

☆ 宗教

・ ＿＿＿＿＿＿教 ・・・いろいろな宗教を統合

・ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿派キリスト教が伝わる

・ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿教が国教化

・・・経典「＿＿＿＿＿＿＿＿」、善神＿＿＿＿＿＿＿＿・悪神＿＿＿＿＿＿＿＿
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抗争；

①ローマ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿帝 ＶＳ ササン朝＿＿＿＿＿＿＿＿＿

②東ローマ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿帝 ＶＳ ササン朝＿＿＿＿＿＿＿＿

③＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿でイスラム勢力に滅ぼされる。

３ 古代インド

ａ）インダス文明（ＢＣ2500 頃）

・・・＿＿＿＿＿＿＿人の文明

文字；インダス文字

遺跡；インダス川

（中流）＿＿＿＿＿＿＿＿＿

（下流）＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・計画都市、青銅器文明

ｂ）＿＿＿＿＿＿＿人（＿＿＿系）の進入

・・・ＢＣ1500 頃、＿＿＿＿＿＿＿峠を通過

し、インド北部（パンジャブ地方からガンジス

川流域）に定住。

→＿＿＿＿＿＿＿＿人は南下。

・・・農耕開始。鉄器文明。

ｃ）古代宗教形成期

①＿＿＿＿＿＿＿＿教と＿＿＿＿＿＿＿＿制度の成立

・種姓：＿＿＿＿＿＿＿

・・・バラモン、クシャトﾘヤ、ヴァイシャ、シュードラ

・聖典；ヴェーダ（最古のものが「＿＿＿＿＿＿＿＿＿」）
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②分裂期

国；＿＿＿＿＿国やコーサラ国など

◎新宗教の成立

・・・形式を重んじるバラモン教が批判され、

思索を重んじる＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿哲学が隆盛。

・・・大宇宙の本質の梵（＿＿＿＿＿＿＿）と個人の本質の我（＿＿＿＿＿＿＿）が一致

→仏教（始祖；＿＿＿＿＿＿＿＿）や、

＿＿＿＿＿＿教（不殺傷主義、始祖；＿＿＿＿＿＿＿＿） の成立

・・・商人に人気

ｃｆ；＿＿＿＿の観念の形成、各地に＿＿＿＿＿＿＿＿（仏塔、サーンチーなど）の建設

ｄ）統一王朝時代

①＿＿＿＿＿＿＿朝（ＢＣ317 からＢＣ180）

都；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

建国；＿＿＿＿＿＿＿＿＿

最盛期；＿＿＿＿＿＿＿＿王

・ ダルマ（法：人間の普遍的倫理）による統治

・ ＿＿＿＿、＿＿＿＿の設置 ｃｆ；法輪

・ 第３回＿＿＿＿＿＿＿の実施 → ＿＿＿＿＿＿＿仏教

崩壊；イラン系による

②＿＿＿＿＿＿＿朝（イラン系）（ＡＤ45 から 240）

都；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

最盛期；＿＿＿＿＿＿＿＿王

・ ＿＿＿＿＿仏教が成立 （＿＿＿＿＿＿＿＿；竜樹）の仏教研究

・ ＿＿＿＿＿＿＿＿美術

崩壊；ササン朝ペルシアによる
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③＿＿＿＿＿＿＿朝（ＡＤ320～550）

都；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

建国；＿＿＿＿＿＿＿＿＿

最盛期；＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・ 中国（東晋）の＿＿＿＿＿が来印

・ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿文学の発展 ← ＿＿＿＿＿＿＿＿文字（梵語）

戯曲；カーリダーサ「シャクンタラー」「メーガドゥータ」

叙事詩；「マハーバーラタ」「ラーマーヤナ」

・ ＿＿＿＿＿美術・・・純インド的美術

ｃｆ； ＿＿＿＿＿＿＿＿石窟寺院

・ １０進法

・ ＿＿＿＿＿＿＿＿教の成立 ・・・ シヴァ神、ヴィシュヌ神

・ 「＿＿＿＿法典」 ・・・ 人々の規範

◎＿＿＿＿＿＿＿僧院の建立

崩壊；＿＿＿＿＿＿＿＿＿による

④＿＿＿＿＿＿＿＿朝（606～647）

都；カナウジ

建国；＿＿＿＿＿＿＿＿＿王

・ 仏教を保護。中国（唐）の＿＿＿＿＿が来印（→ナーランダ僧院）

・ 仏教の衰退、ヒンドゥー教の発展

崩壊；分裂による

⑤＿＿＿＿＿＿＿＿（ＢＣ１Ｃ～ＡＤ３Ｃ頃）

・・・南部のドラヴィダ人による
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よく出る世界史 Ｃｈａｐｔｅｒ．３ 『中国史』

３．１ 古代中国史

０ 東アジアの大地理

１ 黄河文明

ａ）＿＿＿＿文化 （＿＿＿＿文化）

・前 5000 年頃～前 2000 年頃 黄河＿＿＿流域

・＿＿＿＿の使用…彩文土器

・仰韶遺跡（＿＿＿＿省）

・栗の栽培，家畜の飼育

ｂ）＿＿＿＿文化 （＿＿＿＿文化）

・前 2000 年～前 1500 年頃 黄河＿＿＿流域

・＿＿＿＿…薄手で研磨された漆黒色の土器

形態としては鼎，鬲などの三足土器が多い

・＿＿＿の原型が出現→後に都市国家に

・竜山遺跡（＿＿＿＿省）

ｃｆ；長江文明

北アジア

西アジア 東アジア

南アジア

＿＿＿＿＿文化圏

＿＿＿＿＿文化圏 ＿＿＿＿＿文化圏

＿＿＿＿＿文化圏
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２ 夏・殷

ａ）夏

①伝説による中国最古の王朝（世襲）。邑が発展し、形成。

②舜が禹に禅譲することで成立。

③腐敗堕落した＿＿＿王の時に、殷の＿＿＿王に滅ぼされる。

ｂ）殷 （ＢＣ１７Ｃ～ＢＣ１１Ｃ）

①遺跡；＿＿＿＿＿（河南省安陽市）・・・都の＿＿＿とされる

②開祖；＿＿＿王

③＿＿＿＿政治（祭政一致の政治）

・・・占いによって国事を決定

←＿＿＿＿文字を使用

④統治体制；大邑（商）の他に他の族邑が連合して成立

⑤青銅器文化（武器・祭器）

⑥農具は木器，石器

⑦腐敗堕落した＿＿＿＿王の時に、周の＿＿＿王に滅ぼされる

http://www2u.biglobe.ne.jp/~k-hina/tyuugokumametishiki.htm
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３ 周

ａ）西周 （ＢＣ１０５０頃～ＢＣ７７０）

①都；＿＿＿＿＿（陜西省）

②開祖；＿＿＿王

☆＿＿＿＿＿革命

・・・天帝が、人民の反抗を受けた暴虐な君主である殷の紂王を放逐し、代わりの有徳者（周

の武王）に天下を統治させた。

③統治体制；＿＿＿＿制度による地方分権的支配

王 →（封土）→ 諸侯 ⇔ 諸侯 →（軍役・貢租）→ 王

ｃｆ； 諸侯 － 卿 － 大夫 － 士

④＿＿＿＿一致の政治

・・・礼（社会道徳）に基づく政治

⑤家族制度

◎支配層；本家中心に＿＿＿＿＿形成、＿＿＿＿＿により団結維持

⑥腐敗堕落した＿＿＿＿王の時に、西方異民族・＿＿＿＿＿により滅ぼされる

ｂ）東周 （ＢＣ７７０～ＢＣ２５６）

・都；＿＿＿＿＿ （現在の＿＿＿＿＿）

・この王朝の時代を＿＿＿＿＿＿＿＿時代という

・周王はもはや名目的存在 → 各諸侯の自立化

１．＿＿＿＿＿時代（ＢＣ７７０～ＢＣ４０３）

◎周王の権威は残る。有力諸侯が、「尊王

攘夷」を唱え、他の諸侯の上に立とうとし

て指導者である＿＿＿＿の地位を争う

☆「春秋の五覇」・・・＿＿＿、＿＿＿、

＿＿＿、＿＿＿、＿＿＿

ｃｆ；斉の＿＿＿＿、晋の文公

ｃｆ；孔子の活動 ・・・ ＿＿＿＿の出身

http://www2u.biglobe.ne.jp/~k-hina/tyuugokumametishiki.htm
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２．＿＿＿＿＿時代（ＢＣ４０３～ＢＣ２２１）

◎周王の権威すらない。

有力諸侯が“王”の座を争う

☆「戦国の七雄」・・・＿＿＿、＿＿＿、＿＿＿、

＿＿＿、＿＿＿、＿＿＿、＿＿＿

４０３ 晋が分裂

・・・三大夫の＿＿＿、＿＿＿、＿＿＿が独立。

周王より諸侯と認められる。（戦国時代の始まり）

→“下克上”の象徴

→各国は領土拡張と富国強兵に尽力

☆農業生産力の上昇

・＿＿＿＿製農具の登場

・＿＿＿＿＿農法の導入 （＿＿＿の使用）

☆＿＿＿＿貨幣の流通

・・・刀銭、布銭、円銭 → 都市・商業の発達
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☆諸子百家の活躍

・・・各国の富国強兵策の中で有能人材の登用

◎各国で君主権の強化→官僚制の整備→実力万能主義時代→諸子百家の活動

☆四書五経

[五経]・・・易経、書経、詩経（最古の詩集）、礼記、春秋（魯の年代記、編年体）

[四書]・・・大学、中庸、論語、孟子

ｃｆ；編年体（年月を追って編集）と紀伝体（項目ごとに分類して編集）

☆その他文化

・・・屈原らによる詩集；「楚辞」

学派 人物 主張

儒家

孔子 仁と礼を根底とする理想国家。「論語」

孟子 性善説。「孟子」

荀子 性悪説。

道家
老子

無為自然
荘子

法家

商鞅 秦の孝公の下で変法改革

韓非 法家を完成

李斯 秦の丞相。法治主義を実践。焚書・坑儒を行う。

墨家 墨子 兼愛説

陰陽家 ― 陰陽五行説

縦横家
蘇秦 同盟して秦と対抗する合従策を主張。

張儀 秦と同盟を結ぶ連衡策を主張。

他に兵家、名家、農家
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４ 秦

ａ）戦国時代の秦

①孝公

・・・＿＿＿＿を宰相として＿＿＿法改革。中央集権化・富国強兵に成功

②荘襄王

・・・周を滅亡

ｂ）秦の中国統一(ＢＣ２２１)

①＿＿＿＿＿(秦王＿＿＿：位、ＢＣ２４７～ＢＣ２１０)の治世

②＿＿＿＿ (法家)を＿＿＿＿に起用

③都；＿＿＿＿＿（阿房宮）

④内政・・・＿＿＿＿＿＿＿化の推進

・「＿＿＿＿」の称号を使用 ← 三皇五帝

・＿＿＿＿制を中国全土へ拡大

・・・中央から官吏を派遣して地方を統治

・焚書・坑儒（儒家への弾圧）

・度量衡の統一・＿＿＿＿＿を統一貨幣

・匈奴遠征 → 万里の長城 （現存するのは明代のもの）

・南越に遠征

ｃ）秦の滅亡

①始皇帝の病死 → 民衆のたまっていた不満が爆発

②陳勝・呉広の乱

・・・中国初の農民反乱

③楚王の命を受けた＿＿＿＿・＿＿＿＿による秦討伐

④ＢＣ２０６ ＿＿＿＿の軍が＿＿＿＿を無血占領 → 秦、滅亡

http://www2u.biglobe.ne.jp/~k-hina/tyuugokumametishiki.htm
http://www2u.biglobe.ne.jp/~k-hina/tyuugokumametishiki.htm
http://www2u.biglobe.ne.jp/~k-hina/tyuugokumametishiki.htm
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３．２ 漢・魏晋南北朝・隋

１ 漢王朝の時代

[1]前漢（ＢＣ２０２～ＡＤ８）

都：長安(現：陝西省西安)

ａ）秦王朝滅亡から建国まで

・楚王の命で、＿＿＿＿と＿＿＿＿が挙兵。＿＿＿＿の軍により咸陽無血占領。

→秦王朝滅亡（統一秦：３代１１年）

・劉邦は、項羽と妥協し地方に退くも、項羽が楚王を暗殺すると、項羽に対し挙兵。

・＿＿＿＿の戦いで項羽軍全滅、劉邦勝利。→劉邦、帝位につく。

ｃｆ；四面楚歌、虞美人草

ｂ）高祖(劉邦・位：前 202～前 195)

①内政；不安定

◎郡国制の実施 ← 秦の反省

・・・長安中心の西部→＿＿＿＿制、地方→＿＿＿＿制（一族・功臣が諸侯）

◎丞相（行政）、大尉（軍事）、御史大夫（監察）に分散

②対外政策

・・・＿＿＿＿の＿＿＿＿＿＿に敗れる。 → 和親策へ

ｃｆ；王昭君の悲劇

ｃ）景帝

・＿＿＿＿＿＿の乱(ＡＤ１５４)

◎国内の安定化

→諸侯を圧迫→諸侯が反乱→鎮圧、地方に官吏を派遣し、実質的な＿＿＿＿制に移行

http://www2u.biglobe.ne.jp/~k-hina/tyuugokumametishiki.htm
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ｄ）＿＿＿帝(位：ＡＤ１４１～８７) ☆最盛期

①内政

◎＿＿＿＿＿＿の実施

・・・太守が有能な人材を中央に推薦→豪族の子弟が官職独占

◎＿＿＿学の官学化

・・・＿＿＿＿＿の献策により五経博士導入

←徳治主義に基づく。統一国家を支える原理。

ｃｆ；五経；「詩経」「書経」「易経」「春秋」「礼記」

②対外政策

◎西域進出

１．＿＿＿＿を匈奴挟撃同盟のため＿＿＿＿・烏孫に派遣→西域事情の判明

２．将軍を派遣し匈奴討伐

→征服地に河西に＿＿＿＿郡などをおく

３．大宛(＿＿＿＿＿＿)へ将軍の李広利を派遣→汗血馬の獲得が目的

◎朝鮮侵略

・・・＿＿＿氏朝鮮を滅ぼす

→朝鮮半島に＿＿＿＿郡などを設置。

◎ベトナム北部

・・・南越を滅ぼす

→南海郡など９郡を設置

→軍事費の増大により財政難に

③経済政策

・塩・鉄・酒の専売

・＿＿＿＿法・＿＿＿＿法（物価対策）の実施

・＿＿＿＿銭の鋳造

ｃｆ；司馬遷「史記」

・・・中国正史の模範。＿＿＿＿体（分類して記述）

＜その後＞

宦官、外戚の権力抗争(中央) → 外戚の＿＿＿＿により滅亡
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[２]新(AD８～２３)

都：長安

◎王莽

・・・周を理想とした復古主義→当時の実情に合わず社会混乱

→＿＿＿＿の乱→漢王朝一族の＿＿＿＿により滅亡。

[３]後漢（２５～２２０）

都：洛陽（河南省、長安の西）など

ａ）＿＿＿＿帝(劉秀)

①豪族の援助で即位、赤眉の乱鎮圧

②ベトナムの＿＿＿姉妹の乱平定

③漢委奴国王印（金印）を授ける

ｂ）東西交流

①＿＿＿＿の活躍

役職；西域都護

◎西域に領土拡大(後漢最大領土に)

◎部下の＿＿＿＿を大秦国（ローマ帝国）に派遣

②大秦王＿＿＿＿(ﾏﾙｸｽ=ｱｳﾚﾘｳｽ=ｱﾝﾄﾆﾇｽ)の使者が＿＿＿＿郡に到着

ｃ）後漢の文化

①＿＿＿＿による＿＿＿＿＿学の確立

・・・古典の注釈・字句解釈が主。

②＿＿＿＿の『＿＿＿＿』

・・・前漢の歴史を紀伝体で。

③＿＿＿＿による＿＿＿＿＿法の発明
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ｄ）宦官・外戚が実権掌握

１．対立する儒学者官僚(党人)を弾圧(＿＿＿＿＿：１６６)→衰退へ

２．＿＿＿＿の乱(184)：＿＿＿＿道の教祖である＿＿＿＿が率いた農民反乱

３．＿＿＿＿や＿＿＿＿の挙兵

・・・以後群雄の割拠時代に突入→皇帝（献帝）の権威は有名無実化

ｃｆ；＿＿＿＿の戦い

→献帝が曹操の子の曹丕に譲位→漢王朝滅亡

ｃｆ；三国志の時代

・四川地方→蜀（劉備） ｃｆ；諸葛孔明

・華北地方→魏（曹操→曹丕）

・江南地方→呉（孫権）
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◎ 文化

・儒教は全く振るわず、仏教や老荘思想がはやる。南朝では、貴族中心の華やかな文化。

① 文学

◎ 詩・・・陶淵明（東晋の田園詩人）

◎ 詩文・・・昭明太子『文選』（梁）

② 美術

◎ 絵画・・・顧愷之（東晋の画聖）

◎ 書道・・・王羲之

③ 仏教

◎ 仏図澄・・・亀慈の人。布教。

◎ 鳩摩羅什・・・亀慈の人。仏典を漢訳。

◎ 達磨・・・禅宗僧

◎ 法顕・・・東晋の人。渡印（行きは陸路、帰りは海路）。『仏国記』

ｃｆ；中国の石窟寺院

・ 敦煌

・ 雲崗・・・平城近郊

・ 竜門・・・洛陽近郊

④ 道教

◎ 清談・・・知識人たちの老荘思想の語り合い。『竹林の七賢』

◎ 寇謙之・・・道教の成立 ← 大武帝の保護



- 50 -

３ 隋王朝（５８１～６１１）

都；長安

ａ）＿＿＿帝（＿＿＿＿）

・・・鮮卑族の血を引く北周の外戚。

① 大運河建設

② 南朝の＿＿＿を滅ぼし、天下統一

③ 皇帝権の強化

土地制度；＿＿＿＿制

税制；＿＿＿＿＿制

軍制；＿＿＿＿＿制

官吏任用制度；＿＿＿＿＿

☆良政を行った。

ｂ）＿＿＿帝（楊広）

①＿＿＿＿建設→軍事・政治・経済の一体化

②＿＿＿＿遠征・・・三回とも失敗

③万里の長城の補修

→増税により不満向上→民衆反乱続発

→煬帝は部下に暗殺。まもなく＿＿＿＿に譲位され、隋は滅亡。
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３．３ 唐・宋

１ 唐 （６１８～９０７）

ａ）初唐

①初代；高祖（＿＿＿＿）

・・・６１８、唐を建国。都は＿＿＿＿

②２代；＿＿＿宗（＿＿＿＿＿）

・・・優れた皇帝として、「＿＿＿＿＿＿」を行う。

＜内政関係＞

１．律令制の確立

☆刑法・行政法・民法などを総称して「＿＿＿・＿＿＿・＿＿＿・＿＿＿」という。

○土地制度；＿＿＿＿＿制

・・・個人に土地を均等に支給。

○税制；＿＿＿＿＿＿制

・・・＿＿＿（穀物）、＿＿＿（労働）、＿＿＿（布）、雑用の４つの税から成る。

個人に対し課税。

○兵制；＿＿＿＿＿制

・・・農民に自弁で辺境防衛を担わせる。

○地方制度；＿＿＿＿＿＿＿政策

・・・＿＿＿＿＿府を置くが、各民族の首長に実際の統治を任せる間接統治制度を実施。
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２．三省六部（中央官制）

○三省

▽＿＿＿＿省 ・・・立案起草

↓

▽＿＿＿＿省 ・・・草案審議

↓

▽＿＿＿＿省 ・・・施行

○六部

・・・＿＿＿部（文官の人事）、＿＿＿部（戸籍、財政）、＿＿＿部（礼儀、文教、外交）、＿＿

＿部（軍事）、＿＿＿部（司法）、＿＿＿部（土木）

☆官吏は＿＿＿＿によって採用。＿＿＿＿省は貴族の牙城。監察は御史台。

＜外交関係＞

○隋代に東西分裂した北部の＿＿＿＿に対し圧力。東＿＿＿＿を支配下に置く。

○＿＿＿＿（チベット）を服従させる。（ソンツェン＝ガンポがラサに建国）

○＿＿＿＿国を滅ぼす。

ｃｆ；この時代に＿＿＿＿が陸路でインドへ（＿＿＿＿＿＿＿＿＿で学ぶ）

・・・著作；「＿＿＿＿＿＿＿＿」

他に、＿＿＿＿＿が海路でインドへ。著作；「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

③３代；＿＿＿宗 ☆この時代に最大版図

○朝鮮半島；＿＿＿＿と連合して、＿＿＿＿→＿＿＿＿の順で滅ぼす。

ｃｆ；日本と＿＿＿＿＿の戦い

○越南を征服。

○＿＿＿＿を征服。（最大版図完成）
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ｂ）盛唐

①＿＿＿＿＿＿の時代

・・・国号を＿＿＿とする。都は洛陽。高宗の皇后。中国史上唯一の女帝。

②６代；＿＿＿宗

・・・前半は、優れた皇帝として「＿＿＿＿＿＿」を行う。

１．＿＿＿＿制の実施 （←府兵制）

・・・大土地所有（荘園制）が進行し、均田制の維持が困難。

２．＿＿＿＿＿の設置

・・・募兵を率いて、異民族対策にあたった軍の司令官。

→次第に、内地にも置かれるようになり、財政・民政も握って＿＿＿＿と呼ばれるようになっ

た。

３．＿＿＿＿＿＿＿の戦い（７５１）で、イスラム勢力（＿＿＿＿＿＿＿朝）に敗れる。

・・・高仙芝将軍大敗。

ｃｆ；＿＿＿の伝来

４．楊貴妃を寵愛する。

・・・続いて楊一族を優遇。楊一族と有力節度使＿＿＿＿＿と対立。

５．＿＿＿＿＿の乱

・・・＿＿＿＿＿（イラン系ソグド人）が挙兵。首都占領。しかし、暗殺され、部下の史思明が

跡を継ぐも、鎮圧。

ｃｆ；この反乱の鎮圧に際し、北方異民族の＿＿＿＿＿＿（トルコ系）の力を借りる。

→この乱の以後、唐は衰退期へ。＿＿＿＿＿や＿＿＿＿＿＿の進入が相次ぐ。
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ｃ）中唐・晩唐

①７８０、宰相＿＿＿＿が＿＿＿＿＿法（←租庸調制）を導入。

・・・資産に応じて、夏・秋２回税（銭納）を納めさせる。土地私有を認めることであったので、

大土地所有はさらに進行。

→農民は貨幣経済に巻き込まれ、没落。

②＿＿＿＿の乱（８７５）

・・・塩の密売商人王仙芝と＿＿＿＿が挙兵。農民反乱。

③節度使＿＿＿＿＿により滅亡。後梁を建国（→五代十国時代へ）

ｄ）冊封体制

・・・周辺異民族は中国皇帝を慕うべき（中華思想）

① ＿＿＿＿下（領域内）

・・・突厥、ウイグルなど

② 冊封下（領域外、官位を与える）

１．＿＿＿＿＿・・・ツングース系＿＿＿＿＿人と高句麗の遺民。＿＿＿＿＿が建国。＿＿

＿教が盛んで、日本とも交易。

２．＿＿＿＿＿・・・都；＿＿＿＿＿。朝鮮半島統一。＿＿＿＿文化が盛んで＿＿＿＿＿

寺などを建立。身分制度；＿＿＿＿制。

３．＿＿＿＿＿・・・雲南に建国。仏教を導入。

③ 朝貢下（貢物と下賜の関係）

・・・日本や東南アジアなど
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ｅ）文化

☆宗教

１．三夷教

①ゾロアスター教 →＿＿＿教

②ネストリウス派キリスト教 →＿＿＿教

③マニ教（・・・ゾロアスター教＋キリスト教＋仏教） →摩尼教

２．その他

①イスラム教 →＿＿＿教。南海貿易で栄えた都市が中心。

②＿＿＿＿宗・・・念仏仏教

特色

● 長安＝国際的文化都市

● 東アジア文化圏の形成

● 貴族文化の成長

文学

[詩文]

○李白・・・詩仙 ○杜甫・・・詩聖 ○王維

[散文]

○韓愈、柳宗元

絵画 ○王維・・・山水画 ○呉道玄

書道 ○顔真卿

儒学 ○孔穎達・・・「五経正義」、訓詁学（解釈の統一）
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２ 五代十国

・・・唐滅亡から宋成立までの分裂時代

①五代；後梁→後唐→後晋→後漢→後周（→宋）

☆後晋の時に、＿＿＿＿＿＿を北方異民族の＿＿＿に与えた。

②＿＿＿

・・・契丹族（モンゴル系）の＿＿＿＿＿＿＿が建国。渤海を滅ぼす。

◎二重統治体制

・・・漢人の住む農耕地は州県制で、契丹人や女真人などの遊牧民は部族制で統治。

③冊封体制下の国の滅亡

１．新羅 → ＿＿＿＿

２．南詔 → ＿＿＿＿

３．ウイグル → ＿＿＿＿＿ （ウイグルは新疆に定住化）

４．渤海 → ＿＿＿＿
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３ 宋 （９６０～１２７９）

ａ）北宋 （９６０～１１２７）

①太祖（＿＿＿＿＿）

・・・後周の幼帝から禅譲される。都；＿＿＿＿。科挙に＿＿＿＿を導入。

②＿＿＿＿＿主義

・・・軍人から官僚機構へ権力が移行。その上に皇帝が立つという皇帝独裁官僚体制。

→軍の弱体化

ｅｇ１；＿＿＿＿＿＿＿・・・宋と遼との和議。宋を「兄」、遼を「弟」とし、宋が毎年遼に＿＿＿

＿を送る

ｅｇ２；＿＿＿＿＿＿＿・・・宋と西夏との和議。同様に＿＿＿＿を送る。

・・・西夏；＿＿＿＿＿系（チベット系）の＿＿＿＿＿＿が建国。＿＿＿＿文字を作成。

ｃｆ１；＿＿＿＿＿・・・科挙に合格した高級官僚。それを輩出した家を官戸という。

ｃｆ２；＿＿＿＿＿・・・安史の乱で没落した門閥貴族に代わって成長した新興地主層。

ｃｆ３；＿＿＿＿＿・・・上の下で働く小作人。

③＿＿＿＿＿＿の改革（１０６９～）

・・・＿＿＿宗の支援で遂行。多額の歳幣や膨大の官吏のための財政悪化の解消を目指す 。

⇔司馬光との対立。 →＿＿＿＿＿党と＿＿＿＿＿党の対立へ

ｅｇ；

[富国策]

・・・青苗法（農民への貸付）、均輸法（転売）、市易法（低金利）、募役法（役所任務）

[強兵策]

・・・保甲法（訓練）、保馬法
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④北宋の滅亡

１．＿＿＿宗の時代

・・・皇帝自身は＿＿＿＿画の画士となり、政治は疎か。→悪政横行

２．＿＿＿の建国

・・・＿＿＿＿＿＿系＿＿＿＿族の＿＿＿＿＿＿＿＿が建国。宋とともに遼を挟撃。

→遼は滅亡。→皇帝一族の一人＿＿＿＿＿＿＿が中央アジアに＿＿＿＿＿（カラ＝キタ

イ）を建国

３．＿＿＿＿＿＿（１１２６）

・・・遼を滅ぼした＿＿＿が華北に侵入。徽宗は＿＿＿宗に譲位するも、首都を占領され北

宋滅亡。

☆金について

軍事・行政制度；＿＿＿＿＿・＿＿＿＿＿制

文字；＿＿＿＿文字

宗教；＿＿＿＿教

ｂ）南宋

①高宗

１．命からがら華北から江南へ。都を＿＿＿＿とする。

２．主戦派；岳飛と和平派；秦檜の対立。→岳飛は処刑。

３．紹興の和議により淮水を国境として、宋は金に毎年歳貢を送る。

②江南の発展

１．水田開発により生産量上昇。二毛作も可。「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

＿＿＿＿＿を設置して外国貿易を推進。
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ｃ）文化

ｄ）儒教

ｅ）その他社会

①江南の発展 → 資料へ

②お茶の流行

特色 ●民族（漢民族）的 ●士大夫と庶民の文化

歴史 司馬光 『資治通鑑』 ＜編年体＞

美術
[院体画] 徽宗が代表的、北宋画

[文人画] 南宋画。

工芸 青磁、白磁 景徳鎮などで生産

文学
欧陽脩、蘇軾、王安石

宋詞が発展

宗教
[仏教] 禅宗（士大夫）、浄土宗（庶民）

[全真教] 王重陽が儒・仏・道教を融合（金で発展）

科学 活字印刷、火薬、羅針盤

時代 人物 主著・内容

漢・唐

鄭玄 訓詁学の確立

孔穎達 「五経正義」

●五経重視 ●文字解釈重要 ●清の考証学へ

宋～

周敦頤 「太極図説」

朱熹 「四書集注」 性即理、格物致知 朱子学を大成

陸九淵 心即理、唯心論 → 陽明学へ

●四書重視
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３．４ 元・明・清

１ モンゴル帝国の発生

ａ）初代；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（テムジン）

① モンゴル諸部族を統一。部族長会議である＿＿＿＿＿＿で＿＿＿＿＿＿＿＿＿の称

号を獲得（１２０６）

② ＿＿＿＿＿＿（トルコ系）→＿＿＿＿＿＿＿朝（トルコ系）→＿＿＿＿＿の順に征服

ｂ）２代；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

① ＿＿＿を征服（１２３４）

② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿に遷都

③ 甥の＿＿＿＿＿にヨーロッパ遠征を行わせる → ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦い

→征服地を＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国とする

ｃ）４代；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

① 弟の＿＿＿＿＿に＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝征服を行わせる。

→征服地を＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国とする

ｃｆ；他に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国

② ＿＿＿＿＿を服属させる。
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２ 元 （１２７１～１３６８）

ａ）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（世祖） （１２６０～１２９４）

① モンゴル帝国の首都を中都へ移転

② 即位に反対する＿＿＿＿＿＿＿が反乱を開始

③ モンゴル帝国東部を“元”とする（１２７１）

④ 中都を＿＿＿＿＿に改称

⑤ 日本へ遠征（＿＿＿＿の役）

⑥ ＿＿＿＿＿の戦いで南宋滅亡（１２７９）

⑦ 日本へ再遠征（＿＿＿＿の役）

⑧ ビルマの＿＿＿＿＿朝を征服、ベトナム（＿＿＿朝、＿＿＿＿＿＿＿）遠征失敗

⑨ ジャワ遠征失敗

ｂ）支配体制

◎＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿主義

１．モンゴル人・・・主要役職独占

２．＿＿＿＿＿人・・・西アジア系諸民族、財務担当

３．＿＿＿＿人・・・金の下にいた漢民族（１０００万人）

４．＿＿＿＿人・・・南宋の下にいた漢民族（６０００万人）

☆１３１３年まで科挙は実施されなかった。

ｃ）経済

◎＿＿＿＿＿の発行

ｃｆ；紙幣／金・・・＿＿＿＿＿、北宋・・・＿＿＿＿＿、南宋・・・＿＿＿＿＿

→元末に乱発してインフレ発生
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ｄ）文化

ｅ）東西交流

◎駅伝制（＿＿＿＿＿＿＿＿）の整備

ｄ）崩壊

① 国内混乱

１．帝室の内紛 ２．ラマ教保護による財政悪化 ３．それに伴う交鈔乱発→インフレ

② ＿＿＿＿の乱・・・＿＿＿＿＿教徒中心

③ 反乱の幹部である＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿を占領。これを都として＿＿＿を建国。

特色

● モンゴル人第一主義 ＝ 漢民族文化（中国文化）軽視

→公用語はモンゴル語 パスパ文字を使用

● 儒学は不振 ● 東西文化の交流

宗教 ラマ教（チベット仏教）を保護

科学 授時暦・・・郭守敬がイスラム天文学を参考に考案

文学
元曲・・・歌としぐさとせりふの歌劇 ｅｇ；「西廂記」、「琵琶記」

口語小説の発展・・・「水滸伝」の原型

人物 出身国

プラノ＝カルピニ 伊 教皇インノケンティウス４世の使節。カラコルム到着。

ルブルック 仏
仏王ルイ９世の使者。フランチェスコ派修道士。

モンケ＝ハンに謁見

モンテ＝コルヴィノ 伊 教皇の命令で大都へ。布教活動を行う。

マルコ＝ポーロ 伊
ヴェネチア出身。フビライに仕える。「世界の記述」

ｃｆ；帰国後、ジェノバとの戦いに敗れる。

イブン＝バットゥータ モロッコ 世界各地を経て元末の大都に至る。「三大陸周遊記」
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３ 明 （１３６８～１６４４）

ａ）太祖＿＿＿＿＿帝（朱元璋）

① 都；＿＿＿＿＿

② 大都を制圧 → 元は北元となる。

③ 政治制度の整備＝＿＿＿＿＿＿＿体制の樹立

④ ・・宰相と＿＿＿＿省を廃止。六部を皇帝直属とする。

⑤ 軍事制度；＿＿＿＿＿＿制

⑥ 地方制度；＿＿＿＿＿＿制

ｃｆ；

●＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・戸籍簿、租税台帳

●＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・土地台帳

⑦ 明律・明令の制定

ｂ）成祖＿＿＿＿＿帝

① ＿＿＿＿＿＿で＿＿＿＿＿＿帝を廃し、帝位に就く。

② ＿＿＿＿＿に南海遠征を命ずる（１４０５）

・・・南海諸国に朝貢貿易を促すことが目的。一部はメッカや南アフリカのマリンディに到達。

ｃｆ；＿＿＿＿＿は宦官でイスラム教徒。

※西欧の大航海時代よりも早い

③ 対外遠征

１．モンゴル（＿＿＿＿＿・＿＿＿＿＿＿＿＿）

２．ベトナム（→後に＿＿＿朝が独立）

④ ＿＿＿＿＿に遷都

⑤ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿を設置



- 64 -

ｃ）明の衰亡

☆内憂（＿＿＿＿＿＿の乱）・外患（＿＿＿＿＿＿）

① 北慮

１．＿＿＿＿＿＿の変（１４４９）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿が率いる＿＿＿＿＿＿＿＿が明に進入。英宗＿＿＿＿＿帝

が迎え撃つが捕虜にされる。

２．＿＿＿＿＿＿の変（１５５０）

・＿＿＿＿＿＿＿＿が率いる＿＿＿＿＿＿＿＿が明に進入。北京を包囲。

・その後、＿＿＿＿＿＿＿＿はチベットに侵入し、＿＿＿＿教の保護者となり、これを

モンゴルに伝来させる。

② 南倭（＿＿＿＿）

[前期]１４Ｃ中心・・・略奪行為中心

[後期]１６Ｃ中心・・・密貿易など ← 朝貢貿易以外禁ずる明の海禁策

③ 神宗＿＿＿＿＿帝

１．＿＿＿＿＿＿の改革

・・・＿＿＿＿＿＿＿法（土地税と人頭税を一括して銀納）を導入

[背景] ＿＿＿＿銀や＿＿＿＿＿＿銀の流入による銀流通量の増大

２．宦官を重用

３．＿＿＿＿＿派と非＿＿＿＿＿＿＿派による抗争激化

４．豊臣秀吉による＿＿＿＿・＿＿＿＿の倭乱（文禄・慶長の役）の発生

５．＿＿＿＿族（ツングース系）の＿＿＿＿＿が挙兵、＿＿＿＿を建国

④ 毅宗＿＿＿＿＿帝

１．＿＿＿＿＿＿＿＿が後金を＿＿＿と改称

２．＿＿＿＿＿＿の乱が勃発

３．呉三桂将軍の清討伐中に＿＿＿＿＿＿により北京陥落（１６４４）

・・・呉三桂は清に降り、清の＿＿＿＿帝を伴って北京入場。
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ｄ）明の文化

ｅ）宣教師の活動

①＿＿＿＿＿＿＿＿（伊）・・・「幾何原本」や「坤輿万国全図」

②＿＿＿＿＿＿＿＿（独）・・・大砲鋳造

特色 ●国家的編纂事業 ●実践を重んじる陽明学 ●庶民文化

編纂

「四書大全」 朱熹の「四書集注」を元に。永楽帝の命令により編纂。

「五経大全」 孔穎達の「五経正義」を元に。永楽帝の命令により編纂。

「永楽大典」 古今の図書を収集・分類永楽帝の命令により編纂。

儒学
王陽明 南宋の陸九淵を継承。知行合一。心即理。実践を重視。

李贄 陽明学左派。

実学

「本草綱目」 李時珍 薬物本

「農政全書」 徐光啓 総合農業書。著者は宰相。

「天工開物」 宋応星 産業技術を纏める。

文学

「西遊記」 玄奘の空想小説。

「金瓶梅」 腐敗した社会の実情を描く。

「水滸伝」 北宋末の梁山泊について。

「三国志演義」 三国時代の歴史物語。
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４ 清

ａ）建国

開祖；＿＿＿＿＿＿＿（太祖）

１６１６ ＿＿＿＿＿＿＿系＿＿＿＿族を統一。＿＿＿＿を建国

・・・都；瀋陽、軍事制度である＿＿＿＿＿制を創始。チャハル部（＿＿＿＿＿＿）を征服

☆後に漢人だけの軍隊である＿＿＿＿＿も組織される。

二代；＿＿＿＿＿＿＿（太宗）

１６３６ 国号を＿＿＿と改称する。＿＿＿＿＿＿を服従させる

三代；＿＿＿＿＿帝

１６４４ ＿＿＿＿＿＿により明が滅亡。明の将軍＿＿＿＿＿＿が清に下る。そして＿＿＿

＿＿＿を先頭とする清軍が北京を占領 → 北京を都とする

ｃｆ；全国民に＿＿＿＿＿令発布

ｂ）発展期

四代；＿＿＿＿＿帝（１６６１～１７２２）

１６６１ ＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿勢力を追い出して＿＿＿＿を占領

・・・明の復活を企む。 ｃｆ；＿＿＿＿＿＿はすぐに病死

１６７３ ＿＿＿＿＿＿勃発

・・・＿＿＿＿＿＿＿ら南部を統括する漢人将軍による中央に対する反乱

１６８３ ＿＿＿＿＿占領

１６８９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

[内容] ＿＿＿＿＿＿川と＿＿＿＿＿＿を両国の国境とする。

・・・中国史上初の対等条約。ロシアの当時の皇帝は＿＿＿＿＿＿＿大帝

１６９７ カルカ部（＿＿＿＿＿＿＿）を征服

１７０６ ＿＿＿＿＿＿会以外の＿＿＿＿＿＿教布教の禁止

１７１３ ＿＿＿＿＿＿制の導入

・・・次代に税制として確立。人頭税と地税を＿＿＿＿＿＿として一括徴収。

→人頭税の廃止。人口増加に寄与。

１７２０ チベットを領土内に編入
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五代；＿＿＿＿＿帝（１７２２～１７３５）

１７２４ ＿＿＿＿＿＿教の布教全面禁止

１７２７ ＿＿＿＿＿＿条約締結

・・・モンゴルとシベリア間の国境を定める

１７３２ ＿＿＿＿＿＿の設置

・・・軍事・行政上の最高機関

六代；＿＿＿＿＿帝（１７３５～１７９５）

１７５７ 外国貿易を＿＿＿＿一港に限定（＿＿＿＿制）

ｃｆ；＿＿＿＿

・・・外国貿易を独占した特許商人の組合

１７５８ ＿＿＿＿＿＿＿部を平定。翌年、＿＿＿＿＿＿＿＿を制圧し、あわせて＿＿＿

＿＿とする。

１７９３ ＿＿＿＿＿＿＿（英）が通商を要求。

☆ 周辺部当地

・・・国内は直轄地と＿＿＿＿＿に分けられる。

[＿＿＿＿＿] モンゴル、新疆、チベット、青海など

・・・これらに対し中央の＿＿＿＿＿＿から役人が派遣され統治。但し、ある程度の自治が

認められていた。

☆ 思想弾圧（威圧策・・・辮髪もその一つ）

① ＿＿＿＿＿＿＿＿・・・著述に対する弾圧

② ＿＿＿＿・・・書物の刊行・所蔵の取り締まり

☆ ＿＿＿＿＿＿＿制（懐柔策）

・・・重要な役職に対し、漢人と満州人を同数任命する制度

ｃｆ；科挙の奨励により＿＿＿＿＿＿（←＿＿＿＿＿＿＿）が発生
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ｃ）文化

☆ 西洋人の活動

① フェルビースト ・・・大砲鋳造

② ブーヴェ ・・・『＿＿＿＿＿＿＿＿』

③ ＿＿＿＿＿＿＿＿・・・西洋画法、円明園の設計

編纂事業

『康煕字典』 漢字辞書（康熙帝）

『古今図書集成』 百科辞書（雍正帝）

『四庫全書』 重要書籍を分類（乾隆帝）

儒学

考証学

実証主義的文献学

黄宗羲

顧炎武

銭大昕

公羊学
実践的な経世致用の学

康有為

文学
紅楼夢 満州貴族の家庭物語

儒林外史 似非学者たちについて

陶磁器
染付 青色顔料のコバルトを使用

赤絵 五色使用

建物 円明園
乾隆帝期に建設。ヴェルサイユ宮殿に模している。

アロー戦争時に破壊される。
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付録 『朝鮮史』

０

☆ 箕氏朝鮮

☆ 衛氏朝鮮

☆ 楽浪郡

１ 三国時代

・ ＿＿＿＿＿・・・＿＿＿＿＿を吸収

・ ＿＿＿＿＿

・ 高句麗

広開土王 好太王



- 70 -

２ 新羅

都；慶州

身分制度；骨品制

☆ 仏国寺

３ 高麗

建；王建

都；開城

身分制度；両班制（文臣と武臣）

☆ 「高麗版大蔵経」

☆ 金属活字 ／ 高麗青磁

４ 李氏朝鮮

建；李成桂

都；漢陽

身分制度；両班制

☆ 世宗 『訓民正音』 ハングル

☆ 壬申→丁酉の倭乱 李舜臣

☆ 東学

＜現代＞

１８７５ 江華島事件

１８７６ 日韓修好条規

１８８２ 壬午軍乱 （大院君）

１８８４ 甲申政変 （金玉均など開化党）

１８９４ 東学党の乱 日清戦争 → 下関条約

１８９５ 閔妃殺害事件 → 排日論

１８９６ 反日クーデター 開化党政権崩壊 → ロシアの影響強まる
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よく出る世界史 Ｃｈａｐｔｅｒ．４ 『イスラム史』

４．１ イスラム教の成立

０ アラビア半島について

① ＿＿＿＿＿＿＿＿語族

② ＿＿＿＿＿人

③ ＿＿＿＿＿＿＿＿語

④ ＿＿＿＿＿＿＿＿教

１ イスラム教の発祥と正統カリフ時代

ａ）ムハンマド（＿＿＿＿＿＿族の人）

神の啓示を受け、＿＿＿＿＿＿としての活動を、アラビア＿＿＿＿貿易の中心地である

＿＿＿＿＿近郊で始める。

唯一神＿＿＿＿＿＿に対する信仰と布教を行う。

だが、唯一神を信仰することは、当時＿＿＿＿神殿などで多神教宗教を行っていた＿＿

＿＿＿＿の有力者達に厭われ、迫害され、ムハンマドやその信徒たちは北の＿＿＿＿＿＿

に避難する。この出来事を「＿＿＿＿＿＿＿＿（聖遷）」といい、イスラム暦ではこの出来事

のあった＿＿＿＿＿年を紀元元年としている。

その後、６３０年に＿＿＿＿＿＿を奪還し、＿＿＿＿＿＿＿を統一し、６３２年にムハンマ

ド死去。

ｃｆ；イスラム教の義務

→「信仰告白」「礼拝」「断食」「喜捨」「巡礼」の５行。偶像崇拝は厳禁。＿＿＿は不浄の動物

とされ、食してはならない。これらの内容が書かれた経典のことを「＿＿＿＿＿＿」と呼ぶ。

この経典はアラビア語以外の翻訳が禁止され、イスラム教の拡大に伴ってアラビア語圏も拡

大していった。
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ｂ）正統カリフ時代 （６３２～６６１）

☆ ＿＿＿＿＿＿＿

・・・イスラム教徒の信者

☆ ＿＿＿＿＿＿＿

・・・その信者達の共同体

☆ ＿＿＿＿＿＿＿

・・・その共同体の宗教的指導者。正統カリフ時代では選挙で選出。

① 初代カリフ；アブー＝バルク

・・・＿＿＿＿＿＿＿（聖戦）によるイスラム圏の拡大を開始する。

② 二代；ウマル

・・・大幅に領土を拡大。エジプトとシリアを＿＿＿＿＿＿＿＿＿から奪う。また、６４２年の＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦いで＿＿＿＿＿＿＿＿＿を破り、イラク・イランを征服。

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿は６５１年に滅亡。

③ 四代；＿＿＿＿＿＿

・・・預言者の女婿。反対派により暗殺 → 正統カリフ時代の終了
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２ アラブ帝国＝＿＿＿＿＿＿＿＿朝

都；＿＿＿＿＿＿＿＿＿

☆ムスリムの平等という教えに反し、アラブ人は、免税され特権階級として異民族を支配。

カリフを＿＿＿＿＿＿＿＿家が世襲する。

ｅｇ；税制

１．アラブ人＝＿＿＿＿＿＿（救貧税）のみ負担。

２．異民族改宗者（＿＿＿＿＿＿＿）＝＿＿＿＿＿＿（人頭税）、＿＿＿＿＿＿（地租）

３．非ムスリム（＿＿＿＿＿＿＿）＝上と同じ

ｃｆ；「＿＿＿＿＿＿＿＿」

・・・ユダヤ教徒、キリスト教徒。両教の預言者を認める。＿＿＿＿＿の支払いにより信仰

の自由が認められる。仏教・ゾロアスター教徒も同様に扱われた。

ａ）初代；＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・シリア総督であった彼がアリーの暗殺後、即位。

☆スンナ派とシーア派の分裂

●スンナ派・・・＿＿＿＿＿＿＿を正統。＿＿数派。

●シーア派・・・＿＿＿＿＿＿＿を正統。＿＿数派。

→現在は＿＿＿＿＿や＿＿＿＿＿南部など。



- 74 -

ｂ）領土の拡大

７１１ 北アフリカ各地を征服し＿＿＿＿＿＿半島に上陸すると、ゲルマン系の＿＿＿＿＿

＿＿＿王国を滅ぼし、イベリア半島全土を制圧。

→東ではビザンツ帝国、西では＿＿＿＿＿＿王国と対峙。

７３２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦い

・・・フランスに侵入したイスラム軍が＿＿＿＿＿＿＿の軍に敗れる。

ｃｆ；相手側の大将は、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ｃ）滅亡

７５０ シーア派や異民族改宗者の不満を利用して、＿＿＿＿＿＿＿＿家の＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿がウマイヤ朝を打倒して＿＿＿＿＿＿＿＿朝を開く。
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４．２ イスラム勢力の拡大

１ イスラム帝国へ ＿＿＿＿＿＿＿＿朝

ａ）イスラム世界の拡大

①建国期；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（７５０～７５４）

７５０ ウマイヤ朝を打倒して、

＿＿＿＿＿＿＿＿朝を創設

７５１ タラス河畔の戦い

● 中国側武将；高仙芝

● 製紙法の伝来）

ｃｆ；アッバース朝の統治体制

＜性格＞

● 『イスラム帝国』

● すべてのムスリムの平等

＜税制の変化＞

＜官制＞

●官僚制の整備 ●カリフの神格化

②第二代；マンスール（７５４～７７５）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿に遷都

③最盛期；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（位；７８６～８０９）

・・・『千夜一夜物語（アラビアン＝ナイト）』の主人公

☆バグダッド

・・・イスラム世界の政治・経済の中心地として繁栄を極める。城壁で囲まれた軍事都市。

（アラブ人） ザカート → ハラージュ

（非アラブ人ムスリム） ジズヤ・ハラージュ → ハラージュ

（非ムスリム） ジズヤ・ハラージュ → ジズヤ・ハラージュ
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ｂ）３カリフ国の鼎立

① 後ウマイヤ朝（７５６～１０３１）

・・・ウマイヤ朝の王族の一人である＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿がイベリア半島に建国

都；＿＿＿＿＿＿＿

・・・西方イスラム世界の政治・経済・文化及び世界商業の一大中心地として繁栄

最盛期；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・アッバース朝カリフに対抗して自分もカリフと名乗る（西カリフ国）

② ファーティマ朝（９０９～１１７１）

●＿＿＿＿＿＿系＿＿＿＿＿＿派

●チュニジアに建国。当初よりカリフと名乗る（中カリフ国） ⇒ ３カリフ国の鼎立

●エジプト、シリアにも支配領域を広げ、新都＿＿＿＿＿を建設。

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿学院

ｃ）アッバース朝の衰退

☆ ＿＿＿＿＿＿＿＿の乱

・・・黒人奴隷を中心とする下層民の反乱

＜バグダッドを占領した諸国家＞

① ブワイフ朝（９３２～１０５５）

●＿＿＿＿＿＿系＿＿＿＿＿＿派

●イランに建国された軍事政権。９４６年、バクダッドに入城しアッバース朝カリフから＿＿＿

＿＿＿＿＿に任命される。 ⇒ 行政権を獲得。アッバース朝カリフは名目的存在に。

② セルジューク朝（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）（１０３８～１１５７）

●＿＿＿＿＿＿系＿＿＿＿＿＿派

●＿＿＿＿＿＿＿＿＿が中央アジアに建国。西アジア一帯を制圧し、１０５５年、バグダッド

に入城し＿＿＿＿＿＿＿朝を滅ぼす。アッバース朝カリフから＿＿＿＿＿＿＿＿＿の称号

を受ける。
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●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦いで＿＿＿＿＿＿＿＿軍を撃破し、小アジアに進出。

⇒＿＿＿＿＿＿＿＿の本格的衰退の開始

⇒＿＿＿＿＿＿＿の遠征を招く

●マリク＝シャー時代の改革

・・・宰相＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

☆＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿学院

☆棒給制度の変化 ＿＿＿＿＿＿制から＿＿＿＿＿＿＿制へ

[＿＿＿＿＿＿＿制]

・・・軍人・官僚に対し征服地の租税を支給。

[＿＿＿＿＿＿＿制]

・・・土地の管理と徴税権を軍人に与える。

ｄ）地方政権

① サーマーン朝（８７５～９９９）

●＿＿＿＿＿＿系＿＿＿＿＿＿派（※）

●都；＿＿＿＿＿＿＿（中央アジア西部）

・・・東西貿易で発展。 ｃｆ；イブン＝シーナの医学も発達

② カラ＝ハン朝（９４０～１１３２）

●＿＿＿＿＿＿系＿＿＿＿＿＿派

●＿＿＿＿＿＿＿朝を滅ぼす。東西トルキスタンを制圧し、この地のイスラム化を促進。

●１２Ｃに＿＿＿＿＿＿＿＿に乗っ取られる。

③ ガズナ朝（９６２～１１８６）

●＿＿＿＿＿＿系＿＿＿＿＿＿派

●サーマーン朝の＿＿＿＿＿＿＿＿（軍人奴隷）である＿＿＿＿＿＿＿＿＿がアフガニス

タンに建国。

●インドのイスラム化の道を開く。
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④ ゴール朝（１１４８～１２１５）

●＿＿＿＿＿＿系＿＿＿＿＿＿派

●ガズナ朝を滅ぼし、インド進入を繰り返す。北インドを支配。

●武将の一人であるマムルークの＿＿＿＿＿＿＿が独立。

⇒デリーを首都とする＿＿＿＿＿＿王朝の建国

⑤ ホラズム朝（１０７７～１２３１）

●＿＿＿＿＿＿系＿＿＿＿＿＿派

●セルジューク朝から独立。イランを奪い、ゴール朝を滅ぼしてアフガニスタンを征服。

●＿＿＿＿＿＿＿＿＿率いる＿＿＿＿＿＿＿に征服され、滅亡。
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４．３ イスラム勢力の変容

１ ＿＿＿＿＿＿＿＿朝の滅亡 ― 十字軍とモンゴルの侵入

☆ 十字軍

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿によってビザンツ帝国の小アジアや聖地＿＿＿＿＿＿＿＿が

奪われる。これらに対し、ローマ教皇＿＿＿＿＿＿＿＿＿は１０９５年の＿＿＿＿＿＿＿公

会議において聖地奪還への大遠征が決定され、翌年の１０９６年に第１回十字軍が行われ

た。 → 聖地を回復し、＿＿＿＿＿＿＿＿王国を建国。

① アイユーブ朝（１１６９～１２５０）

・・・＿＿＿＿＿＿＿派

建国者；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・クルド人（＿＿＿＿＿＿系）の武将。＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝を滅ぼし、エジプトを支配

する。＿＿＿＿＿＿＿＿＿を回復し、シリアにも領土を広げる。第＿＿回十字軍と戦い、敵

軍からもその勇武と寛容に対し賞賛される。

☆ 第＿＿回十字軍

・・・英仏独の連合軍。仏軍は途中離脱。独王＿＿＿＿＿＿＿＿＿は戦う前に溺死。＿＿

＿＿＿＿＿＿は英王＿＿＿＿＿＿＿＿と戦う。

② マムルーク朝（１２５０～１５１７）

建国；＿＿＿＿＿＿出身の軍司令官のクーデターでアイユーブ朝を滅ぼす。

・・・＿＿＿＿＿＿＿系＿＿＿＿＿＿＿派、エジプト・シリアを支配。首都＿＿＿＿＿は国

際交易の中心として発展する。１３Ｃにイスラム社会に進出したモンゴル勢力の征服を阻止

し、十字軍勢力を中東から駆逐する。

☆ 商業の発展：＿＿＿＿＿＿＿商人

・・・地中海とインド洋を結び、香辛料貿易を独占する。

☆ 衰亡

１５０９ 大航海時代が始まった＿＿＿＿＿＿＿＿の艦隊に＿＿＿＿＿＿＿＿で破れ、＿

＿＿＿＿＿＿海の制海権が奪われる。

１５１７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の＿＿＿＿＿＿＿＿により征服される。
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③ イル＝ハン国（１２５８～１３５３）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿系＿＿＿＿＿＿＿＿派

建国者；＿＿＿＿＿＿＿、都；ダブリーズ

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝を滅ぼして建国する。マムルーク朝にも攻め上るが、アインジャ

ールートの戦いで撤退する。

最盛期；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・イスラム教を国教化。イラン＝イスラム文化の成熟期。

２ 北アフリカ・イベリア半島の変遷

☆ ＿＿＿＿＿＿＿人

・・・ハム系。現在はアルジェリア北部のアトラス山脈付近に居住。

① ムラービト朝（１０５６～１１４７）

・・・＿＿＿＿＿＿人の王朝。モロッコの＿＿＿＿＿＿を首都とする。エジプト以西の北アフリ

カ、イベリア半島を支配。南征し、＿＿＿＿＿＿＿王国を滅ぼす。

② ムワッヒド朝（１１３０～１２６９）

・・・＿＿＿＿＿＿人の王朝。＿＿＿＿＿＿を首都。ムラービト朝を滅ぼす.イベリア半島で

は＿＿＿＿＿＿＿＿が開始され後退する。

☆ ＿＿＿＿＿＿＿＿（～１４９２）

・・・キリスト教徒によるイベリア半島でのイスラム勢力駆逐運動

③ ナスル朝（１２３０～１４９２）

・・・イベリア半島最後のイスラム王朝。首都；＿＿＿＿＿＿＿。

・・・学芸を保護し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿宮殿を建設。キリスト勢力の＿＿＿＿＿＿＿＿に

敗れて滅亡し、イベリア半島のイスラム支配が終結する（１４９２）

☆同年に＿＿＿＿＿＿＿＿の＿＿＿＿＿＿＿＿＿がアメリカ大陸到達。
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３ イスラム文化①

特色
● ヘレニズム・ペルシア・インドなどの文化遺産を取り入れ独自の文化を形成

● バグダード、コルドバ、カイロを中心とした都市文明

神学 カザーリー スンナ神学とスフィズムを融合

法学 イスラム法＝シャリーア

歴史学 イブン＝ハルドゥーン 『世界史序説』

哲学 イブン＝ルシュド
アリストテレス哲学の研究

『医学大全』（１２Ｃ、ムワッヒド朝）

医学 イブン＝シーナー 『医学典範』（１０～１１Ｃ、サーマーン朝）

数学 アラビア数字

化学 錬金術の研究

地理学 イブン＝バットゥータ 『三大陸周遊記』（モロッコ）

文学

フィルドゥシー 『シャー＝ナーメ（王の書）』(ガズナ朝)

オマル＝ハイヤーム 『ルバイヤート』（セルジューク朝）

ラシード＝ウッディーン
『集史』（イル＝ハン国）

カザン＝ハンの下で宰相を務める

研究機関
アズハル大学（カイロ）

ニザーミーヤ学院（セルジューク朝）

建築・美術

ドーム・ミナレット(尖塔)によるモスク

アラベスク(幾何学模様)、細密画（ミニアチュール）

アルハンブラ宮殿、岩のドーム（エルサレムのモスク）
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４．４ 近世イスラム史

１ オスマン＝トルコ

《年表》

１２９９ オスマン１世（＿＿＿＿＿＿＿＿）建国

１３２６ ブルザを首都とする

１３６６ アドリアノープルに遷都

１３８９ コソボの戦いでボスニアを制圧

１３９６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿の戦いでハンガリー王ジギスムントを撃破

ｃｆ１；ニコポリス十字軍

ｃｆ２；ジギスムントは後に神聖ローマ皇帝に選出され、コンスタンツ公会議を開催

１４０２ ＿＿＿＿＿＿の戦いでティムールに敗北

１４５３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿、コンスタンティノープルを攻略（東ローマ帝国滅亡）

コンスタンティノープルは＿＿＿＿＿＿＿＿に改称

１５１４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿、タブリーズ占領（サファヴィー朝）

１５１７ マムルーク朝撃破し、カイロを占領

→カリフ地位を獲得。

ｃｆ１；１５１７年は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿と同年

ｃｆ２；スルタン＝カリフ制

１５２６ スレイマン１世、モハーチの戦いで＿＿＿＿＿＿＿＿を征服

１５２９ 第１回ウィーン包囲 → 撤退

ｃｆ；神聖ローマ皇帝カール５世は第１回＿＿＿＿＿＿＿＿帝国議会を開催

１５３６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿をフランス王フランソワ１世に与える

・・・治外法権を含み、後に、列強進出を引き起こした。

ｃｆ；イタリア戦争以来の独仏の対立

１５３８ ＿＿＿＿＿＿＿の海戦でスペイン（カルロス１世）などと戦う

→地中海の制海権を確保し、最盛期

――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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１５７１ ＿＿＿＿＿＿＿の海戦でスペイン（フェリペ１世）に敗北

１６８３ 第２回ウィーン包囲

１６９９ カルロヴィッツ条約

１８３９ タンジマート開始

１９２２ オスマン＝トルコ滅亡

【オスマン＝トルコの統治体制】

スルタン

☆ スルタン

・・・オスマン帝国のみならず、イスラム世界の政治上・軍事上の最高指導者である。マムル

ーク朝征服で宗教上の最高権威（スルタン＝カリフ）も得た。

☆ イェニチェリー

・・・官僚登用に活用された＿＿＿＿＿＿＿＿制を利用して、戦力補給とキリスト教徒同化

のために採用を行った。

＜民衆＞

カーディー ・・・ムスリム

ミレット ・・・非ムスリム（納税と交換に自治権付与）

シパーヒー

官僚

イェニチェリ
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２ イスラム＝インド（ムガル帝国）

《年表》

１１Ｃ アフガンのガズナ朝のインド侵入

建国者；＿＿＿＿＿＿＿

１２Ｃ ゴール朝によるインド進入 → 北インドのイスラム化

建国者；ムハンマド

１２０６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王朝開始 （①～④がトルコ系）

① ＿＿＿＿＿王朝 建国者；＿＿＿＿＿＿＿

② ハルジー朝

③ ＿＿＿＿＿朝

④ サイイド朝

⑤ ＿＿＿＿＿朝 （アフガン系）

☆ 南インドには＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国

――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１５２６ ＿＿＿＿＿＿、パーニーパットの戦いでトゥグルク朝に勝利し、ムガル帝国建国

１５５６ 第３代＿＿＿＿＿＿大帝即位

都；＿＿＿＿＿＿＿＿

① 行政制度（州・県に分ける）の確立（中央集権化）

② 全土の検地を実施

③ 土地面積に応じた徴税システム（→地租の公平化）

④ ヒンドゥー教徒（ラージプート族など）への人頭税＿＿＿＿＿廃止

（→宗教的融和を促し、インド社会の安定を実現）

◎ 土地私有に対し・・・

・・・中央から州・県・郡に役人を派遣したが、彼らに土地を与えず、棒給を支給して封建領

主化を防いだ。

１６２８ 第５代＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

都；デリー

＿＿＿＿＿＿＿＿＿廟を建設
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◎ ムガル文化最盛期

【背景】 インド・イスラム文化

← ムスリム改宗者増加 ← スーフィーの活動 ← 融和的政策

【言語】 公用語としてのペルシア語、ヒンディー語

→ ＿＿＿＿＿＿語の成立

【描写】 ミニアチュールの発達

→ ムガル絵画 ・・・ 宮廷画、肖像画

→ ラージプート絵画 ・・・ ヒンドゥー的

【宗教】 ＿＿＿＿＿＿＿信仰（ヒンドゥー教） ← 啓蒙思想の影響

＋シク教徒の出現

・・・教祖、＿＿＿＿＿＿。カースト制度を否定し、＿＿＿＿＿＿＿地方で拡

大する。偶像崇拝も禁止。

◎ イスラム教の受け入れやすさ↑

・・・神への絶対的帰依を説き、最高神と一体になる道を求める点で、イスラム神秘主義と共

通している。

１６５８ 第６代＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿帝

帝国の最大領域を達成

ジズヤ復活

帝国の分裂

【ムガル帝国の統治体制】

◎アウラングゼーブ帝以降

皇帝

諸侯

官僚

軍人
＿＿＿＿＿＿＿＿ ← 農村

（徴税請負人）
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１７５７ プラッシーの戦い クライヴ率いるイギリス軍が勝利

１８５７ セポイの乱 → 鎮圧

ｃｆ；ラクシュミー＝バーイー

１８５８ ムガル帝国滅亡

１８７７ インド帝国成立

◎ イギリス支配下インドでの社会変化

① 新地税制度 → 新興地主と小作人 → 農村における階層分化

② 原料供給地と販売先として、専ら収奪される貿易

③ 新三角貿易



- 87 -

３ イラン地域などの変遷

①ティムール帝国（１３７０～１５００）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿系の＿＿＿＿＿＿＿＿王朝

ａ）建国・最盛期；ティムール

１３７０ モンゴル貴族のティムールが西チャガタイ＝ハン国から自立して建国。

都；＿＿＿＿＿＿＿＿ ・・・ 西トルキスタン

１３９３ イル＝ハン国を併合

１３９５ 北方のロシア（キプチャク＝ハン国）を攻撃

１４０２ 小アジアに侵入、＿＿＿＿＿＿＿＿の戦いで＿＿＿＿＿＿＿＿＿率いる＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿を撃破

☆ ティムールは明への遠征途中に病死

ｂ）ウルグ＝ベグ ・・・学芸振興

ｃ）滅亡 ・・・＿＿＿＿＿＿＿＿族の侵入による

②サファヴィー朝（１５０１～１７３６）

ａ）建国者；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿族を追い払い、＿＿＿＿＿＿＿系＿＿＿＿＿＿派（十二イマーム

派）の民族王朝を建国。王号として、『＿＿＿＿＿』を用いる。首都；＿＿＿＿＿＿＿＿。

ｂ）最盛期；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に遷都。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿よりアゼルバイジャンとイラ

クの一部を奪回。ポルトガルより＿＿＿＿＿＿＿＿島を奪う。

ｃ）滅亡

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿人の侵入による → アフシャール朝へ
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③カジャール朝（１７９６～１９２５）

・・・＿＿＿＿＿＿＿系＿＿＿＿＿＿＿派。欧米列強の帝国主義により、＿＿＿＿＿＿・

＿＿＿＿＿＿＿＿の抗争の場となる。

④ウズベク族の王朝

・・・＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿の各ハン国。いずれも＿＿＿

＿＿＿朝の＿＿＿＿＿＿に併合される。
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よく出る世界史 Ｃｈａｐｔｅｒ．５ 『中世ヨーロッパ史』

５．１ 西欧世界の成立

０ ヨーロッパ地誌

１ ゲルマン民族の大移動

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿率いる＿＿＿＿＿族に刺激されたゲルマン民族が、＿＿＿＿＿年

より開始し、＿＿＿＿＿年には西ローマ帝国が滅亡する。

＜イタリア半島＞

西ローマ帝国→＿＿＿＿＿＿＿の王国

→＿＿＿＿＿＿＿王国（創始者；＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿に併合

→北部に＿＿＿＿＿＿＿＿王国→＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿王国
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＜イベリア半島＞

＿＿＿＿＿＿王国（首都；＿＿＿＿＿＿、一時期南部が＿＿＿＿＿＿＿＿＿に併合）

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の支配下→＿＿＿＿＿＿＿＿朝→・・・・

＜北アフリカ＞

＿＿＿＿＿＿＿＿王国

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿がヒッポで『神の国』を著す。

＜ブリタニア＞

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国

２ フランク王国

ａ）＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝（４８６～７５１）

①創始者；＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・他のゲルマン諸国とは異なり＿＿＿＿＿＿＿＿＿派に改宗する

②＿＿＿＿＿＿年、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦い

・・・イベリア半島を併合したイスラム勢力が領内に侵入し、これを＿＿＿＿＿＿である＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿率いるフランク軍が撃破する。

ｂ）＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝（７５１～）

①創始者；＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の子である＿＿＿＿＿＿＿＿＿が教皇の支持を得て即位

する。北イタリアの＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国から＿＿＿＿＿＿＿＿地方を奪い、これを

教皇に寄進する（＿＿＿＿＿＿＿＿＿）。

②二代；＿＿＿＿＿＿＿＿＿

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国を滅ぼす。

２．＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿と戦う。

３．＿＿＿＿＿＿＿＿＿族を撃退

４．＿＿＿＿＿＿＿に支配領域を広げる。

５．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を振興する。

ｅｇ；その中心人物である＿＿＿＿＿＿＿＿＿を招く。

６．地方に＿＿＿＿を設置し、それを監視するため＿＿＿＿＿＿＿を派遣する。

７．教皇＿＿＿＿＿＿＿＿＿から西ローマ帝国の帝冠を受ける（＿＿＿＿＿年）。
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【背景】

７２６年、東ローマ皇帝＿＿＿＿＿＿＿によって＿＿＿＿＿＿＿令が発令される。それ

以来の東西キリスト教教会の対立があり、ローマ教皇が西のキリスト教保護者としてカールに

目をつけた。

ｃｆ；ベルギーの歴史家＿＿＿＿＿＿＿＿＿は、「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

と発言。

③分裂

・・・カールの孫の時代になると、王国が３分裂していく。

８４３ ＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・西フランク王国、中フランク王国、東フランク王国に分割

８７０ ＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・中フランク王国のアルプス以北を西フランク王国、東フランク王国へ、アルプス以南が＿

＿＿＿＿＿＿王国となるが、５年後、これは分裂する。

④分裂後の各地域

１．西フランク王国 ☆フランスの原型

イ） バイキング（＿＿＿＿＿＿人）の進入・略奪に苦慮しつくし、その首領である＿＿＿＿＿

＿に対し国王が、自分の妹を嫁がせて、＿＿＿＿＿＿＿＿公に封じ、自らの臣下とする。

ロ） ９８７年、カロリング朝が断絶する。諸侯による選挙の結果、パリ市長である＿＿＿＿＿

＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿朝＿＿＿＿＿＿＿王国を建国する。

２．東フランク王国 ☆ドイツの原型

イ） ９１１年、カロリング朝が断絶する。ハインリヒ１世が＿＿＿＿＿朝を開始する。

ロ） ＿＿＿＿＿＿朝の＿＿＿＿＿＿＿がアジア系異民族である＿＿＿＿＿＿＿人を＿

レヒフェルトの戦いで撃退し、それを受けて教皇＿＿＿＿＿＿＿＿から帝冠を受け、＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿（９６２～１８０６）を建国する。
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３ バイキングの活動（ノルマン人の侵入）

ａ）イングランド（イギリスの形成）

①＿＿＿＿＿＿＿人の支配

②＿＿＿＿＿＿の支配

ｃｆ；カエサルによる＿＿＿＿＿＿＿遠征

③＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿族の進入

・・・＿＿＿＿＿＿＿が七王国を建国

④＿＿＿＿＿＿＿＿＿大王が＿＿＿＿

＿＿人を撃退

⑤＿＿＿＿＿＿人の＿＿＿＿＿＿＿が

＿＿＿＿＿＿朝を建国

⑥＿＿＿＿＿＿＿公＿＿＿＿＿＿＿が

イングランドを征服し、＿＿＿＿＿＿＿朝を開始する（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）。

ｂ）ロシア地域（９Ｃ）

◎＿＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国を建国

◎オレーグが＿＿＿＿＿＿＿＿＿公国を建国

ｃ）南イタリア

◎＿＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国を建国（１１３０）
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５．２ 東欧世界と中世キリスト教

１ スラヴ人の自立

ａ）ロシア地域（東スラヴ）

①＿＿＿＿＿＿＿＿国（９Ｃ）

・・・ルーシ族の＿＿＿＿＿＿＿＿が建国した商業都市国家

②＿＿＿＿＿＿＿＿＿国（９Ｃ～１３Ｃ）

・・・①が南下して建国した。次第にスラヴ化する。

☆ １０Ｃ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿がギリシア正教に改宗する。

③＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国の支配（１３Ｃ～１５Ｃ）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿族の＿＿＿＿＿＿＿＿が建国

④＿＿＿＿＿＿＿＿＿国の独立

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿による。最後の東ローマ皇帝の姪と結婚し、継承者を自称する。

ｂ）西スラヴの様子

①ポーランド

１０Ｃ ポーランド王国にカトリック普及

１３Ｃ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦いでモンゴルに敗北

１４Ｃ ＿＿＿＿＿＿＿＿と合同し、

＿＿＿＿＿＿＿朝＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国を建国

・・・１５Ｃにかけて最盛期

１６Ｃ 選挙王制となり衰退
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②ボヘミア

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿人が居住

９Ｃ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国

１０Ｃ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国

・・・神聖ローマ帝国に編入

ｃ）南スラヴの活動

・・・ビザンツ帝国によって支配

①セルビア人

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿を信奉し、セルビア王

国が独立・発展。オスマン＝トルコの支配にあ

う。

②クロアチア人

・・・１６Ｃよりオーストリアの支配にあい、＿＿＿

＿＿＿に改宗する。

２ ビザンツ帝国の発展

＿＿＿＿＿年 ローマ帝国が東西に分裂

首都；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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６Ｃ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿帝の時代

① 地中海支配を再現

・・・イタリア、北アフリカ、イベリア南部を支配

☆東では＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝の＿＿＿＿＿＿＿＿と戦う

② 『＿＿＿＿＿＿＿＿＿』の完成」

③ コンスタンティノープルに＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿聖堂を建設する

④ 官僚制の整備

７Ｃ ヘラクレイオス１世

① ギリシア語を公用語化

② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿制と＿＿＿＿＿＿＿＿＿制を採用

８Ｃ ＿＿＿＿＿＿＿＿

① ＿＿＿＿＿＿＿＿主義を確立

② ＿＿＿＿＿＿＿＿令を発令

１１Ｃ

① １０５４ 東西教会の完全分離

・・・相互に破門しあう → ＿＿＿＿＿＿＿＿教会の成立

② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿制を採用

１０７１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦いで＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に敗北する

・・・衰退傾向が明確化

１２０４ 第＿＿＿回十字軍でコンスタンティノープル陥落。

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿国建国→１２６１再興

１４５３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿によってビザンツ帝国滅亡
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３ ローマ＝カトリック教会の活動

ａ）カトリックの確立

３１３ ＿＿＿＿＿＿＿＿でキリスト教公認

３２５ ＿＿＿＿＿＿＿＿公会議で＿＿＿＿＿＿＿＿派異端

４３１ ＿＿＿＿＿＿＿＿公会議で＿＿＿＿＿＿＿＿派異端

・・・これは東方に伝来し、中国では＿＿＿教と呼ばれる。

４５１ ＿＿＿＿＿＿＿＿公会議で単性論異端

４９６ ＿＿＿＿＿＿＿王国の＿＿＿＿＿＿＿＿＿がカトリックに改宗

６Ｃ～ 教皇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿がゲルマン民族へのカトリック普及活動

ｂ）教皇・皇帝の提携

７５６ ＿＿＿＿＿＿＿王国の＿＿＿＿＿＿＿＿による＿＿＿＿＿＿＿＿地方寄進

８００ 教皇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿による＿＿＿＿＿＿＿＿＿

←ビザンツ帝国との聖像崇拝論争

９６２ ＿＿＿＿＿＿＿＿人を討った＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に対して、

教皇ヨハネス１２世がローマ皇帝の冠を授ける →＿＿＿＿＿＿＿＿＿の成立

ｃ）教皇権力の拡張期

１１Ｃ～１２Ｃ 教皇・皇帝間で＿＿＿＿＿＿＿＿＿闘争

→１０７７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・教皇＿＿＿＿＿＿＿＿＿に破門された神聖ローマ皇帝＿＿＿＿＿＿＿＿＿が、北イ

タリアのカノッサで許された事件

→＿＿＿＿＿＿＿＿協約

・・・ローマ＝カトリック教会と神聖ローマ帝国との協約。叙任権は教皇が持つが、教会・修道

院領地の承認権は皇帝が持つ。

１０９５ クレルモン公会議

・・・教皇＿＿＿＿＿＿＿＿＿によって十字軍提唱され、翌年から開始する。

１３Ｃ初 教皇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の下で教皇権最盛

ｃｆ；１２０４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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ｄ）教皇権の衰退

１３０３ ＿＿＿＿＿＿＿事件

・・・教皇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿がフランス王＿＿＿＿＿＿＿＿に捕らわれる

１３０９ フランス王による教皇のバビロン捕囚で教皇クレメンス５世が＿＿＿＿＿＿＿＿

に移される

１３７８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿（教会大分裂）

・・・仏王下のアヴィニョン教皇庁に対し、独王・英王がローマに別の教皇を擁立

１４１４ ＿＿＿＿＿＿＿＿公会議で大シスマ解消

ｃｆ；ウィクリフを異端にし、＿＿＿＿＿＿を火刑にする。

←皇帝＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＜修道会の活動＞

・・・自給自足の生活

６Ｃ ベネディクトゥスがイタリアでモンテ＝カシノ修道院を設立する ｃｆ；「祈り働け」

１０Ｃ クリュニー修道院

・・・南フランスに設立する。ベネディクトゥスの戒律を厳守する。

１１Ｃ シトー派修道院が開墾活動を行う。

１２Ｃ 托鉢修道院の活動

１３Ｃ フランチェスコ修道院がイタリアのアシッジで設立される

１３Ｃ ドミニコ修道会がフランスで設立される
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５．３ 中世西欧各国の変遷

１ 十字軍 ～西欧世界の膨張運動～

１１Ｃ～１２Ｃ 農業生産力の増大と人口の急激な増大

→西欧世界の拡大運動

→大開墾運動、＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、そして宗教的巡礼熱に

支えられた＿＿＿＿＿＿＿＿＿が引き起こされる。

【十字軍の契機】

１０Ｃ、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿がビザンツ帝国のアナトリアに侵攻し（＿＿＿＿＿＿＿＿の

戦い）、聖地＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿への巡礼を妨害する

１０９５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿＿＿公会議を開催し、十字軍遠征を

提唱する。

１０９６ 第１回十字軍

・・・聖地を回復し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国などを建設する。

１１８９ 第３回十字軍

＜発端＞ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝の＿＿＿＿＿＿＿＿＿によって聖地が占領される。

＜対応＞神聖ローマ皇帝＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、フランス国王フィリップ２世、イギリス国

王＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が参加する。仏王は英王と対立して引き上げ、独帝は途中で溺

死し、英王はイスラム軍に対して苦戦し、聖地奪回は不成功、但し、巡礼は認められる。

１２０２ 第４回十字軍

・・・絶頂期教皇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿によって提唱される。しかし、ベネチア商人たち

の要請により、商業競争地である＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を攻撃し、＿＿＿＿＿＿＿＿帝

国を建国する（１２０４）

→１２６１年にビザンツ帝国は再建される。

１２７０ 第７回十字軍

・・・最後の十字軍。“聖王”＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の死去により失敗し、終焉。
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２ 中世英仏関係

ａ）百年戦争までのイギリス

１０６６ ノルマン＝コンクエスト

・・・ノルマンディー公＿＿＿＿＿＿＿＿がイングランド占領、＿＿＿＿＿＿＿朝を創始。

１１５４ フランス諸侯の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝を創始。

①＿＿＿＿＿＿＿＿王（失地王）

・・・仏国内の王領の大半を喪失し、また、教皇に破門される。

→＿＿＿＿＿＿＿＿（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）による王権の制限

②＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・同じく失政が続き、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の議会を承認する。

③＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿を召集し、上院・下院が成立する。

ｂ）百年戦争までのフランス

９８７ パリ市長＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿朝を創始。

①＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・第３回十字軍に参加しつつ、国内の英王領を回復する。また、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

を推進し、＿＿＿＿＿＿派を征伐する。

②＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・聖王として最後の十字軍を指導する。また、＿＿＿＿＿＿＿＿＿を成功させる。

③＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

１．身分制議会である＿＿＿＿＿＿＿＿を召集する。

２．＿＿＿＿＿＿＿＿事件を起こす。

３．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を実施し、教皇庁を＿＿＿＿＿＿＿＿＿に移す。
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ｃ）百年戦争（１３３９～１４５３）

＜原因＞

１．フランスのカペー朝断絶によって、その血筋をもつイギリスの＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が

王位継承権を主張するが、＿＿＿＿＿＿＿＿＿が即位し＿＿＿＿＿＿＿＿朝を創

始する。

２．イギリスの羊毛の輸出先である毛織物生産地＿＿＿＿＿＿＿＿＿の争奪

３．フランスの＿＿＿＿＿＿＿＿＿をめぐる対立

１３３９ 百年戦争勃発

・・・イギリスは＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の活躍などにより、フランスの大部分を占領する。

＿＿＿＿＿＿＿病の流行、農民反乱が発生する。

ｃｆ；農民反乱

☆ ジャックリーの乱（仏）

☆ ワット＝タイラーの乱（英） 「アダムが耕しイヴが紡いだ時、誰が貴族であったか」

＜終結＞

フランス王太子シャルル（後の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）の下で＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

が活躍し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を奪回。以後、フランス軍が戦いを有利に進め、イギリス

王領は＿＿＿＿＿＿＿＿のみとなり、戦争は終結。
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３ その他の地域

ａ）イベリア半島

＜＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の推進→＿＿＿＿＿＿＿＿時代の開始＞

＿＿＿＿＿＿＿＿＿国王＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿と＿＿＿＿＿＿＿＿＿国王＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿女王が結婚し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国が成立する。最後のイスラム勢

力の拠点である＿＿＿＿＿＿＿朝＿＿＿＿＿＿＿＿を占領し、レコンキスタが完了された

（１４９２年）。

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国はすでにカスティリャから独立している。

ｂ）イタリア半島

①都市共和国

・・・“アドリア海の女王”＿＿＿＿＿＿＿＿＿や、それと海上権を争った＿＿＿＿＿＿＿＿

＿、金融業で発展した＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿など

②独帝と教皇の対立

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿党（ゲルフ）と＿＿＿＿＿＿＿＿党（ギベリン）の対立
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ｃ）ドイツ

①９６２ レヒフェルトの戦いで＿＿＿＿＿＿＿＿＿人を撃退した＿＿＿＿＿＿＿＿＿が、

教皇ヨハネス１２世によって戴冠され、神聖ローマ皇帝に即位する。

②１０７７ カノッサの屈辱（＿＿＿＿＿＿＿＿＿世）

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿協約で解決

＜シュタウフェン朝＞

③＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・帝国支配の強化に努め、イタリア政策も推進し、第＿＿回十字軍にも参加する。

④フリードリヒ２世

・・・諸侯と都市に多くの特権を認め、領邦国家化を促進させてしまう。第５回十字軍を指導

し、一時的に聖地奪還。

ｃｆ１；１２４１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦いでモンゴル軍に敗北

ｃｆ２；＿＿＿＿＿＿＿＿＿同盟の結成

⑤＿＿＿＿＿＿＿＿＿時代

・・・神聖ローマ皇帝の弱体化

⑥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・＿＿＿＿＿＿勅令を発表し、皇帝選出権が７人の選帝侯にあることを確認。ドイツ分裂

の原因となる。

ｃｆ；７選帝侯

・・・ケルン大司教、マインツ大司教、トリール大司教、ファルツ伯、ザクセン公、ブランデンブ

ルク辺境伯、ベーメン王

ｄ）北欧諸国

・・・デンマーク女王＿＿＿＿＿＿＿＿＿の下で＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿同盟が結成され、

北欧３カ国が統一される。
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５．４ 中世ヨーロッパの社会・文化

１ 中世ヨーロッパの社会変化

ａ）

＜古代（５Ｃ～７Ｃ）＞

ローマ／＿＿＿＿＿＿＿＿制 ← コロナートゥス制

ゲルマン／＿＿＿＿＿＿＿制 ← 大土地所有制

＜封建社会成立期（８Ｃ～１０Ｃ）＞

異民族の侵入、王権の弱体化、貨幣経済の進展

＜１１Ｃ～１３Ｃ＞封建制度の完成

◎ 二極的主従関係

主君

家臣

皇帝・国王教皇

司祭

司教

封土・保護忠誠・軍役奉仕

封土・保護忠誠・軍役奉仕

農奴（→直営地、保有地）

聖
職
階
級
制

世
俗
勢
力

領主層（→不輸不入権）

賦役、貢納、税領主裁判権

封
建
制

荘
園
制
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＿＿＿＿＿＿＿＿権・・・荘園領主が官吏の関与を免除される権利

＿＿＿＿＿＿＿＿権・・・領主が農民に対して行使する裁判権

＿＿＿＿＿＿＿地・・・領主が直接経営。農奴の＿＿＿＿＿（労働地代）で耕作させ、全収

穫が領主のものとなる。

＿＿＿＿＿＿＿地・・・農民が保有。収穫の一部を＿＿＿＿＿（生産物地代）として領主に

納める。

※各種税

・・・十分の一税（教会への貢納）、結婚税、死亡税（相続税）

◎ 自給自足的な自然経済 現物経済

☆ 生産力の向上

① ＿＿＿＿＿＿＿制の導入

・・・耕地を三分し、春耕地、秋耕地、休耕地とする。三年に一度に一巡する。

② ＿＿＿＿＿＿＿の使用

③ 鉄製農具の使用

④ 馬の農耕への利用

⑤ （１３Ｃ～）領主直営地の解体による農民の生産意欲の向上

→＿＿＿＿＿生産物の発生→＿＿＿＿＿＿＿経済の進展

＝ＭＥＭＯ＝
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ｂ）中世都市の発達 「商業の復活」

フランドル ・・・毛織物 シャンパーニュ ・・・定期市

北ドイツ

① 水産物、鉄器、穀物

② ＿＿＿＿＿＿同盟（盟主；＿＿＿＿＿＿＿）他に＿＿＿＿＿＿＿など

南ドイツ ・・・銀 ◎＿＿＿＿＿＿＿＿の＿＿＿＿＿＿家

北イタリア

① ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿同盟

② ＿＿＿＿＿＿貿易（レバント貿易）で香辛料など

＿＿＿＿＿＿＿＿商業の進展

→商業・都市の発達を促し、農業中心の中世封建社会を崩壊させる要因

ｃｆ１；都市の同業者組合＝＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・１１Ｃより各都市に発生し市場の独占を行った＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に対し、登場した

＿＿＿＿＿＿＿＿（手工業者の組合、ツンフト）はツンフト闘争を経て、市政に加わった。

＜手工業者＞

親方 ←（masterpiece）← 職人 ← 徒弟

ｃｆ２；“都市の空気は自由にする”

・・・農奴が一定期間、都市に住み続ければ農奴の身分から自由になる。
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ｃｆ３；自由都市と自治都市の違い

① ＿＿＿＿＿＿都市

・・・イタリア。封建領主だけではなく、皇帝・国王と対等な、独立都市国家。

② ＿＿＿＿＿＿都市

・・・ドイツ。封建領主とは対等だが、皇帝・国王には忠誠を誓い、税を納める。

ｃ）封建制の動揺と崩壊

Ａ．農業生産力の向上

Ａ´ 影響

１．人口増加・土地不足→西欧の膨張

２．余剰生産物の発生→貨幣経済化→都市・商業の復活

→北イタリア都市の貿易拡大の欲求→十字軍

Ｂ．十字軍などの北イタリア世界の膨張運動

（他、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

Ｂ´ 十字軍の失敗によって…

１．教皇権の衰退

２．諸侯・騎士の没落

３．遠隔地交易・貨幣経済の進展・イタリア諸都市の繁栄

Ｃ．ペストの流行

Ｃ´ 影響

農民の人口減少→農民地位の向上・賃金増加

→農民反乱頻発→農民地位向上→諸侯・騎士の没落

・・・さらにＡ´２．による貨幣経済化により、地代の金納化が進み、農奴身分を抜け出す者が

出てきた（荘園制の崩壊）

Ｂ´１．教皇権の衰退、Ｂ´２．Ｃ´諸侯・騎士の没落

→王権の伸張、国王の集権化 （中央集権化、近代中央集権国家の成立）



- 107 -

２ 中世欧州文化 ← イスラム教の影響

神

学

教父哲学 アウグスティヌス ヒッポの司教 「神の国」、「告白録」

スコラ

哲学

アンセルムス 信仰＞理性 （実在論）／イギリス

アベラール 理性＞信仰 （唯名論）／フランス

ロジャー＝ベーコン 経験重視／イギリス

トマス＝アキナス スコラ哲学を大成。「神学大全」

ウイリアム＝オッカム 理性と信仰を区別 （唯名論）／イギリス

アルクィン
カロリング＝ルネサンス。カール大帝によっ

てイギリスからアーヘンに呼ばれる。

文

学

騎士道

物語

『ローランの歌』 カール大帝／フランス

『アーサー王物語』 ケルト人の英雄物語／イギリス

民族

叙事詩
『ニーベルゲンの歌』 英雄ジークフリト／ドイツ

建

物

ビザンツ

様式

セント＝ソフィア大聖堂
モザイク壁画、円屋根

サン＝ヴィターレ聖堂

ロマネスク

様式

ピサの斜塔
（～１２Ｃ）半円形アーチ、重厚

クリュニー修道院

ゴシック

様式

ケルン大聖堂

（１３Ｃ～）尖頭、ステンドグラス、崇高
ノートルダム大聖堂

シャルトル大聖堂

カンタベリ大聖堂

大

学

神学
オクスフォード大学 イギリス

パリ大学 フランス

医学 サレルノ大学 南イタリア

法学 ボローニャ大学 北イタリア

その他 ケンブリッジ大学 イギリス
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年表 『中世ヨーロッパ』

＜ＡＤ＞

３７５ ゲルマン民族の大移動

３９５ ローマ分裂

４７６ 西ローマ帝国滅亡 オドアケル

５２７ ユスティアヌス帝即位

６２２ ヒジュラ

７３２ トゥール＝ポワティエ間の戦い

７５０ カロリング朝成立

７５１ アッバース朝滅亡

８００ カール戴冠

８４３ ヴェルダン条約

８７０ メルセン条約

９６２ オットー１世戴冠 神聖ローマ帝国成立

９８７ ユーグ＝カペー カペー朝フランス王国成立

１０６６ ノルマン＝コンクエスト ウイリアム１世 ノルマン朝イングランド王国成立

１０７７ カノッサの屈辱 （→１１２２ ヴォルムス協約）

１０９５ クレルモン公会議

１０９６ 第１次十字軍

１１９２ 第３次十字軍

１２０４ 第４次十字軍がコンスタンティノープルを占領 ラテン帝国建国

１２５８ アッバース朝滅亡

１２７０ 聖王ルイ９世死去 （十字軍の終結）

１３３８ 百年戦争勃発

１３９６ キコポリスの戦い

１４５３ コンスタンティノープル陥落 （東ローマ帝国滅亡） 百年戦争の終結

１４９２ レコンキスタ達成 コロンブス、サン＝サルバドル島に到着
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よく出る世界史 Ｃｈａｐｔｅｒ．６ 『近世ヨーロッパ』

６．１ 近世ヨーロッパの成立

１ ルネサンス “文芸復興”

ａ）ルネサンスの動向

＜イタリア＝ルネサンス＞

【背景・原因】

① ＿＿＿＿＿＿＿による＿＿＿＿＿＿＿の

活性化

→諸都市の繁栄・抗争

→個人を重視、

富裕商人の出現（→文芸保護）

② ＿＿＿＿＿＿＿＿文化の刺激

③ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿滅亡

→古典学者のイタリア亡命、古代ローマ文化の伝統

→人文主義の高揚

・・・ギリシア・ローマ時代の古典を学ぶことで中世キリスト教世界の神中心の禁欲的な在り方

から、近代の人間中心の有りのままを姿を主張する生き方への転換が行われた。

【結果】 ＿＿＿Ｃ～＿＿＿Ｃにかけてイタリア＝ルネサンスの繁栄

ｃｆ；富裕商人と都市国家

①フィレンツェの＿＿＿＿＿＿家

・ロレンツォ

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿によるメディチ家追放、政権獲得

・・・“共栄の焼却”を行う。

→共和政（＿＿＿＿＿＿＿＿＿などが活躍）

②ミラノ公国のヴィスコンティ家

→フランスによって占領、追放



- 110 -

＜ヨーロッパ諸国のルネサンス＞

【原因】

① ＿＿＿＿＿＿＿＿時代の到来

② ＿＿＿＿＿＿の抗争激化

③ ＿＿＿＿＿＿＿＿改革

④ ＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

【結果】 ＿＿＿Ｃ前半にイタリア＝ルネサンスの衰退

【影響】 ヨーロッパ諸国のルネサンス

ｂ）ルネサンスの内容

☆ 三大発明

・・・いずれも中国起源

①＿＿＿＿＿・・・戦法の変化で騎士没落（鉄砲、大砲へ使用）

②＿＿＿＿＿＿・・・大航海時代へ

③＿＿＿＿＿＿＿・・・書物発行を迅速、安価にし、思想・知識の普及に役立つ

→宗教改革へ

＝ＭＥＭＯ＝
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文学 美術 思想 科学

�
�
�
�

・ダンテ

『神曲』

・・・トスカナ語

・ペトラルカ

人文主義詩人

・ボッカチオ

『デカメロン』

・ボッティチェリ

『ヴィーナスの誕生』 『春』

・レオナルド=ダ=ヴィンチ

『最後の晩餐』

『モナ＝リザ』

・ミケランジェロ

『ダヴィデ』 『最後の審判』

システィナ大聖堂の壁画

・ラファエロ

『大公の聖母』 聖母画

・マキァヴェリー

近代政治学の祖

『君主論』

→イタリア戦争に対して統一

と名君を主張

・トスカネリ

地球球体説

・コペルニクス

（ポーランド人）

地動説

・ガリレオ=ガリレイ

地動説を実証

『天文対話』

�
�
�
�

・ラブレー

『ｶﾞﾙｶﾞﾝﾁｭｱとﾊﾟﾝﾀｸﾞ

ﾘｭｴﾙの物語』

・モンテニュー

『随想録』

�
�
�
�
�
�
�

・ブリューゲル

農民画

・エラスムス

『愚神礼賛』

…聖職者・王侯の悪徳、宗教

改革に影響

�
�
�
�

・セルバンテス

『ドン=キホーテ』

・エル=グレコ

宗教画

・ベラスケス

肖像画、宮廷画家

�
�
�

・デューラー

『四使徒』

・グーテンベルク

活版印刷術

→聖書の普及

・ケプラー

惑星運行の法則

�
�
�
�

・チョーサー

『カンタベリー物語』

・シェ-クスピア

『ヴェニスの商人』

『ハムレット』

・トマスモア

『ユートピア』

・フランシス=ベーコン

近代哲学の祖

イギリス経験論

帰納法



- 112 -

２ 大航海時代“地理上の発見”

ａ）動機

① ＿＿＿＿＿＿＿＿の直接入手

② キリスト教世界の拡大

③ 『東方見聞録』などに影響された東方への夢

ｃｆ；『東方見聞録』は別名、『＿＿＿＿＿＿＿＿＿』

ｂ）背景

① ＿＿＿＿＿＿＿などの技術の発達

ｃｆ；ガレオン船

② ＿＿＿＿＿らによる資金の援助

ｃｆ；ポルトガルでは＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿やジョアン２世、スペインではコロンブスに対し

＿＿＿＿＿＿＿＿王が援助。
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ｃ）活躍した人物

ｄ）影響

① ヨーロッパ優位の世界の一本化の始まり

１．ポルトガルの海外進出

◎ 東洋貿易を独占 →首都＿＿＿＿＿＿＿の繁栄

・・・＿＿＿＿＿＿諸島（香料諸島）、＿＿＿＿＿（対中貿易）、種子島などを拠点と

する。

◎ ＿＿＿＿＿＿＿を最大の植民地とする。

２．スペインの海外進出

イ） 古代アメリカ文明の征服（１５００年代）

ポルトガル人。１４８８年に喜望峰を発見。

ポルトガル人。インド洋を横切り、インドの＿＿＿＿＿＿＿に到

着し、インド航路を開発。

イタリアの＿＿＿＿＿＿＿＿が主張する地球球体説を信じ、

大西洋を西航する。１４９２年に西インド諸島の＿＿＿＿＿＿

＿＿＿島に到着する。

カブラル ブラジルをポルトガル領とする。

南アメリカを探検し、この地をヨーロッパに紹介。

初の世界一周の大航海に出発。

カボット イギリス王の命令で北アメリカを探検。

バルボア パナマ地峡を探検し、＿＿＿＿＿＿を発見。

＿＿＿＿＿＿＿文明 ＿＿＿＿＿＿文明

中心地 メキシコ ペルー

部族 アステカ族 ケチュア族

政治 神権政治

土木 ピラミッド 高度な石造技術

文字 絵文字 キープを使用

軍事 鉄器、車、馬、牛を知らない

征服者 ＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿
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※農業はとうもろこし栽培が盛ん。その他＿＿＿＿＿文明の暦が有名。

→植民地化してスペイン人が移住する。原住民＿＿＿＿＿＿＿を酷使して、

＿＿＿を掘削し、＿＿＿＿＿＿＿＿を布教。原住民がいなくなると、アフリカ

の黒人奴隷を奴隷貿易で獲得して使う。

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿制

・・・新大陸の土地制度。植民者に征服地の土地・住民の統治を任せる。

→大農園を開き、債務奴隷を使う＿＿＿＿＿＿＿＿制に移行していく。

ロ） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿貿易

・・・太平洋岸のメキシコ、＿＿＿＿＿＿＿＿＿を起点とする航路で行った貿易。フ

ィリピンのマニラを経由し、中国から＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿を輸入し、＿

＿＿＿を流出させた。

→中国で＿＿＿＿＿＿＿＿＿法、＿＿＿＿＿＿＿制の成立。

② ヨーロッパ経済の変動

１．＿＿＿＿＿＿革命

・・・欧州商業の中心地が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿から＿＿＿＿＿＿＿＿に移動

（＿＿＿＿＿＿＿＿貿易から＿＿＿＿＿＿＿＿貿易）

＜大航海時代前＞

＜大航海時代後＞

�
�
�
�
�

�
�
�
�
帝
国

�
�
�

�
�
�

ヨーロッパアメリカ大陸

アフリカ
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＿＿＿＿＿＿革命

・・・新大陸から大量にもたらされた＿＿＿＿の価値が下落→＿＿＿＿＿＿＿の発生

→それまで欧州の＿＿＿＿を産出してきた＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿は没落

→だが、景気を高め、商工業者が資本を蓄積

③ その他

１．世界認識の転換

・・・地球球体説が証明され、中世キリスト教的世界観を打破

２．食生活の変化

・・・新大陸からタバコ、とうもろこし、ポテト、トマト、カカオが流入

３．＿＿＿＿＿貿易の開始

ｃｆ；アシエント

・・・スペインが外国商人と結んだ黒人奴隷の供給契約

３ 宗教改革

・・・カトリック（旧教）に対するプロテスタント（新教）の成立

【背景】 ルネサンスの批判精神

ａ）ルターの改革（ドイツ）

① ドイツの情勢

１．「＿＿＿＿＿＿＿＿」と呼ばれる

・・・教皇＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿大聖堂の修築資金を得るために、大量の贖

宥状（＿＿＿＿＿＿＿）をドイツで販売した。

【原因】 領邦国家が成立していて教皇が介入しやすい

２．聖書の研究



- 116 -

②改革の展開

１．１５１７年、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿大学教授のルターが『＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿』

を発表し、教会を非難する。

２．論争

・・・ルターは主著「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」で“人は信仰によってのみ義とされる”

とする＿＿＿＿＿＿＿＿＿説を発表する。皇帝＿＿＿＿＿＿＿＿によって＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿に呼び出される。

３．教皇に破門される

・・・しかし、諸侯・農民・市民に支持される

４．皇帝によって追放される

５．＿＿＿＿＿＿＿＿率いる＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争が勃発

←急進化したのでルターは不支持。反乱は鎮圧。

６．フランスとの＿＿＿＿＿＿＿＿戦争、トルコとの＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の対応の

為に、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿によってルター派を公認（１５２６）しかし、危機

を脱すると再び禁止。←ルター派によるプロテスト

７．ルター派諸侯が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿同盟を結成し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

戦争に突入。

８．１５５５年、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の宗教和議によってその地の支配者がカトリック

かルター派かを選択する。その後、ルター派は来たドイツから北欧に拡大。

※イタリア戦争はカトーカンブレジ条約で終結。フランスはイタリア支配を断念。

ｂ）カルヴァンの改革（スイス）

①スイスの情勢

・・・ハプスブルグ家から独立→商工業が発達して自由の空気

②改革の展開

１．チューリヒでのツヴィングリによる改革

２．＿＿＿＿＿＿＿＿に招かれたフランス出身の＿＿＿＿＿＿＿＿による神政政治

・・・聖書に基づく厳しい生活を強制→ヨーロッパ各地の新興市民階級に広まる

☆教会に＿＿＿＿＿制度を導入
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【教義】

◎ 主著；『＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿』

◎ 福音主義（≒信仰義認説）

◎ ＿＿＿＿＿＿説

・・・人の救いは神によって予め定められている

←勤労によって救いの証が得られる

・・・カトリックは蓄財を認め、プロテスタントは蓄財を是認。近代資本主義の精神的支

柱となる。

ｃ）ヘンリ８世の改革（イギリス）

① 展開

・・・ヘンリ８世が離婚問題で教皇と対立

→＿＿＿＿＿＿＿令を制定し、国王を首長とする＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の成立

（但し、教義はカトリックのまま）

② 意義

・・・国王による教会支配によって＿＿＿＿を強化→中央集権化 （政治上の改革）

ｄ）反宗教改革（カトリック側の動き）

① ＿＿＿＿＿＿＿会の活動

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が創立。Ｆ．ザビエルも参加

２．軍隊的性格

３．積極的布教・・・南ドイツの再カトリック化、海外植民活動と連動し、新大陸・アジアで

拡大

② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿公会議（１５４５～）

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を確認

２．協議の再確認

３．腐敗粛清

４．宗教裁判所の設置→魔女狩り
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６．２ 絶対主義

１ 絶対主義国家

・・・中世封建国家から近代市民国家への過渡期に現れた、中央集権国家における王権が

絶対化した段階の政治形態。１６Ｃ～１８Ｃのヨーロッパ諸国に現れた。この王権を絶対化す

るのに役立った思想を＿＿＿＿＿＿＿＿＿説という。

ａ）基本構造

ｂ）経済 ～資本主義生産の開始～

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿主義政策の推進

←官僚制、常備軍を維持するのに巨額の費用

① ＿＿＿＿＿主義→海外植民地の鉱山開発など。１６Ｃのスペインなどで。

② 貿易差額主義・・・貿易黒字により国家財政は豊かになるとの主張。

→原料の供給地であり商品の販売先である＿＿＿＿＿＿＿＿の拡大。

③ 産業保護主義・・・上が移行した形態。大商人に対し特権を与える。

支配

徴税

国王

官
僚

常
備
軍

産業資本家、商人、都市民衆手工業者 農民

特権商人 貴族 聖職者

支配
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● 工業の変化

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿工業

・・・資本を蓄えた商人が手工業者・農民に道具原料を貸し付けて生産させ、買い占め

て、販売する。

２．＿＿＿＿＿＿＿＿＿工業（マニュファクチュア）

・・・資本家が労働者を雇い、工場に集めて生産を行う。

２ スペイン絶対主義 ～＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝～

ａ）父；＿＿＿＿＿＿＿＿＿

①神聖ローマ皇帝に選出され、兼任し、＿＿＿＿＿＿＿と名乗る。

１． ＿＿＿＿＿＿＿が勃発

２． 第１次ウィーン包囲（１５２９）・＿＿＿＿＿＿＿＿＿（１

５３８）の海戦で＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の脅威を受ける。

３． ＿＿＿＿＿＿＿＿戦争でフランス（フランソワ１世）と

対立

②統治領土

・・・スペイン、＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国、

＿＿＿＿＿＿＿＿＿、新大陸など

＜大航海時代の活動＞

１．インカ帝国征服

２．アステカ王国征服

３．＿＿＿＿＿＿＿＿＿による世界周航

③退位後、ハプスブルグ家は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿系と＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿系に分

かれる。

ｂ）子；＿＿＿＿＿＿＿＿＿

① １５７１年、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の海戦で＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿を破り、地中海の制海権を握る。

② アジア進出

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を領有。＿＿＿＿＿＿＿を建設。
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③ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿を併合

・・・王統断絶のため。「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿帝国」と呼ばれる。

④ 新大陸からの＿＿＿によって富む

⑤ 宗教政策

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿を保護し、反宗教改革を推進し、＿＿＿＿＿を弾圧。

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の反乱を招く

⑥ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿でイギリスに敗北。

＜スペインの衰退＞

【原因】

１． 商工業者の国外亡命→毛織物工業の衰退

２． ＿＿＿＿＿＿＿＿の独立

３． ＿＿＿＿＿＿＿＿との対立

４． 宮廷の浪費→財政難→銀の流出

５． その銀に依存して生産活動に力を入れなかったこと

６． また、その銀の価格が＿＿＿＿＿＿＿＿＿によって大暴落したこと

３ オランダの独立と繁栄

ａ）オランダの独立

① 早くから商工業が発達し、自治が認められていた。

☆ハプスブルグ領ネーデルランド

１．北部 現在の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

【民族】＿＿＿＿＿＿＿＿＿系

【産業】＿＿＿＿＿＿＿＿＿

【宗教】＿＿＿＿＿＿＿＿＿（＿＿＿＿＿＿＿）

２．南部 現在の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

【民族】＿＿＿＿＿＿＿＿＿系

【産業】＿＿＿＿＿＿＿＿＿

【宗教】＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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② オランダ独立戦争（１５６８～１６０９）

・・・独立戦争であるとともに宗教戦争であり、一種の市民革命

１．スペイン王＿＿＿＿＿＿＿＿＿がネーデルランドの自治権を奪い、重税を課し、＿＿＿

＿＿＿＿＿派を弾圧する

２．ネーデルランドは＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を首領に独立戦争を開始

３．南部が脱落するが、北部は＿＿＿＿＿＿＿＿同盟を結成し戦争を継続

４．北部が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿として独立を宣言

５．エリザベス１世のイギリスの支援を受け、休戦条約を結び、事実上の独立

ｂ）オランダの繁栄（１７Ｃ前半）

１．戦争中、南部の毛織物業者が移住し、毛織物工業が発達

２．これを背景に、世界初の株式会社であるオランダ＿＿＿＿＿＿＿＿会社を設立し、イ

ンドネシア、ジャワ島の＿＿＿＿＿＿＿＿を拠点にしてポルトガルに変わりアジア貿易を

独占、ついで北米にも進出し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を建設

３．南部の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に代わり、北部の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が世界貿

易の中心に。

ｃｆ；Ｌｅｔ‘ｓ ｇｏ Ｄｕｔｃｈ

ｃ）オランダの衰退

【原因】

１．＿＿＿＿＿＿＿制のため、中央集権化ができなかった

２．＿＿＿＿＿＿＿工業においてイギリスの方が優れていた

３．中継貿易にあまりにも依存しすぎた

４．＿＿＿＿＿＿＿戦争でイギリスに敗れる。
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４ イギリス絶対主義 ～＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝～

ａ）＿＿＿＿＿＿＿＿＿（１４８５～１５０９）

・・・ランカスター家がばら戦争に勝利し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝を創設

１．＿＿＿＿＿＿＿庁を設置

・・・宮廷内の特別裁判所。政敵の弾圧に利用する。

２．第一次＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿がさかんとなる

・・・市場の拡大から羊毛需要が高まり、ジェントリーが非合法に農民

保有地を収奪し、羊の牧草地に転換していった。

３．カボットが北米沿岸を探検

ｂ）＿＿＿＿＿＿＿＿＿

◎王妃離婚問題でバチカンと対立→＿＿＿＿＿＿法を制定し＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿を設立。

ｃｆ；離婚に反対したトマス＝モアは処刑される。

・・・教皇の干渉を排除し、王権の強化を行った。

ｃ）＿＿＿＿＿＿＿＿＿

１．フェリペ２世と結婚

２．カトリックを復活

ｄ）エリザベス１世（エリザベス女王）

・・・テューダ朝最後の王

①スペインとの戦争に勝利

【原因】

１． エリザベスが＿＿＿＿＿＿＿＿＿を制定し、イギリス

国教会を確立する。

←姉のときにカトリックが復活していた。

２． ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の反乱を支援

３． 国家公認の＿＿＿＿＿＿（ドレイク、ホーキンズ）がス

ペインの貿易船を襲撃し、銀などを奪う。
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【結果】 フェリペ２世はイギリス上陸作戦を決意し、オスマン＝トルコを破った無敵艦隊（＿

＿＿＿＿＿）を派遣する。しかし、ドレイク率いるイギリス海軍が＿＿＿＿＿＿＿＿＿海戦（１

５８８）で勝利する。

②イギリス＿＿＿＿＿＿＿＿＿を設立（１６００）

・・・大商人にアジアの貿易独占権を与える ← 重商主義政策

③中産階級の成長

・・・地主（ジェントリー）、富農、商工業

１．マニュファクチュアによる毛織物工業の発達

←資本家、労働者、原料がそろうことによる

ｃｆ；「羊が人間を食う」（トマス＝モア）

２．ピューリタン（清教徒、カルバン派）が増加

④エリザベス救貧法の制定

・・・世界初の社会保養制度。
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５ フランス絶対主義 ～ブルボン朝～

ａ）＿＿＿＿＿＿＿＿戦争（１５６２～９８） ～＿＿＿＿＿＿＿＿朝末期～

・・・カトリックとカルヴァン派（＿＿＿＿＿＿＿＿）との間の宗教戦争

１．両派の貴族間の権力争い

２．内乱に発展→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿で激化

←国王；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 摂政；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

３．国際戦争に発展

① ＿＿＿＿＿＿＿＿＿側←スペイン（フェリペ２世）

② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿側←イギリス（エリザベス１世）

４．アンリ３世が暗殺され＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝断絶

→王女婿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿＿＿として即位し、＿＿

＿＿＿＿＿＿朝を創設。

ｂ）初代；＿＿＿＿＿＿＿＿＿

１．ユグノーからカトリックに改宗

ｃｆ；「私はひとつトンボ返りを打つことにしよう」

２．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿で個人の信教の自由を認める

→内乱は終結し、王権の安定と強化

３．狂信的なカトリック信者によって暗殺される

ｃ）二代；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（１６１０～４３）

宰相；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿勢力を抑圧

２．貴族勢力を抑圧→＿＿＿＿＿＿＿停止→王権の強化

→絶対王政の確立

３．＿＿＿＿＿＿＿＿＿家の勢力を抑圧

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争に＿＿＿＿＿＿側として参戦
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ｄ）三代；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（１６４３～１７１５）

①幼年期

宰相；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿の乱の発生→＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

を直ちに終結させる（１６４８年、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約）

→貴族勢力を封じる

②親政

・・・宰相の死去により、自ら執政する。

＜典型的な絶対王政＞

１．＿＿＿＿＿＿＿＿説を信奉する。

ｃｆ；「朕は国家なり」 「太陽王」

２．官僚制と常備軍

３．財務長官＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿による重商主義政策

イ）王立マニュファクチュアの設立

ロ） フランス＿＿＿＿＿＿＿＿＿の再建

４．＿＿＿＿＿＿＿＿説を唱え、対外侵略を繰り返す

・・・ハプスブルグ家との対抗。効果なし。南ネーデルランド継承戦争、オランダ侵略戦争、フ

ァルツ継承戦争、スペイン継承戦争など

・・・イギリスとは常に敵対

５．宮廷文化の繁栄

ｅｇ；＿＿＿＿＿＿＿＿宮殿の建設
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③晩年

１．産業衰退

←＿＿＿＿＿＿＿＿＿を廃止し、商工業者を中心とするユグノーの大量亡命。

２．＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

・・・スペイン＿＿＿＿＿＿＿＿朝が断絶。これに対しルイ１４世の孫が＿＿＿＿＿＿＿＿

となってスペイン＿＿＿＿＿＿＿＿朝を開始すると、両国の合併を恐れたオーストリア、オ

ランダ、イギリスが反対し、戦争に発展。

【結果】

◎ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

１） スペイン＿＿＿＿＿＿＿＿朝を承認（仏西の合併は禁止）

２） ＿＿＿＿＿＿＿＿はフランス・スペインの海外植民地の一部を獲得

仏→英；ハドソン湾・ニューファンランド

西→英；ジブラルタル・ミノルカ島

３．＿＿＿＿＿＿難

←戦費と宮廷費による
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５ ドイツ絶対主義

ａ）ドイツ３０年戦争 （１６１８～１６４８）

① 原因

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿後も新教諸侯と旧教焼諸侯との対立

２．旧教の皇帝（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿家）の新教弾圧

② 展開

【発端】 １６１８年の＿＿＿＿＿＿＿＿の新教徒の反乱

１． ドイツ国内の新教徒諸侯と、＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿家の皇帝による旧教徒連盟間の戦争（ベーメン・ファ

ルツ戦争）

２． 新教側として＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が参戦し、イ

ギリス・オランダが資金援助。旧教勢力に＿＿＿＿＿＿

＿＿＿が参戦する。

３． 新教側に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が参戦し、＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王が活躍する。対して、旧

教側は傭兵隊長＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を擁し、

これを撃破する。しかし、彼は皇帝に疑われ暗殺される。

４． 新教側に、旧教国であるはずの＿＿＿＿＿＿＿＿

＿（国王；＿＿＿＿＿＿＿＿、宰相；＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿）が参戦する。ところが、国王が変わり＿＿＿＿

＿＿＿＿＿が即位すると、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の

乱発生により、戦争継続が不可になったため、１６４８年 、

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約を結び、終戦した。
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☆ 【＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約】

『神聖ローマ帝国の死亡診断書』、史上初の多国間条約

（イ） ドイツで＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿派の公認

（ロ） ドイツ諸侯にほぼ完全な主権が認められる

・・・領邦国家体制の完成、神聖ローマ帝国の有名無実化

（ハ） アウグスブルクの宗教和議の再確認

（ニ） スウェーデン、フランスの領土拡張

③ 意義・結果

１．国内戦争・宗教戦争が国際戦争・政治戦争に発展し、新教側優位で終結した。

２．ドイツの分裂の確定

３．フランス革命に至るヨーロッパの国際情勢を規定

④ 影響

１．＿＿＿＿＿＿＿＿（＿＿＿＿＿＿＿＿家）の国際的進出

⇔＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿家勢力の後退

２．ドイツ国土の荒廃→産業が破壊され、近代化が遅れる原因となる

３．スウェーデンの発展
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ｂ）プロイセンとオーストリア

① プロイセンの成長 ～＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝～

１．王国成立まで

（１） 東方植民→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・新教を受容

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿公国（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿家）の成立

（２） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿伯領（選帝侯領）

・・・新教を受容し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿家が相続

（３） ２）が１）を併合し、同君連合を結成

・・・３０年戦争で勝利し、領域を拡大する。

（４） １７０１年に王号獲得

２．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿世（兵隊王）

イ） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争でオーストリアを支持し、王号を獲得

ロ） ＿＿＿＿＿＿＿戦争でロシア側に参戦し、領土を拡大（二スタット条約）

ハ）プロイセン絶対主義体制の確立

（１） 土地貴族（＿＿＿＿＿＿＿＿）の存在

・・・直営地で農民の賦役を使って大規模農業経営（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

→穀物生産が発展し、輸出産業となる。

・・・また、＿＿＿＿＿や＿＿＿＿＿に採用され、支配階級となる。

（２） 軍国主義の確立

・・・農民への賦役を兵役に切り替え、常備軍を編成する。これは、国家への奉仕を

最優先させる一種の国民軍である。
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３．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿２世（大王）

【啓蒙専制政治】

イ） ＿＿＿＿＿＿＿＿思想の影響を受ける

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿と親交

・・・聖書や神学などの人間の理性的な思考を束縛するものを

排除し、新しく理性に基づく物の見方を作ろうとする思想

ｃｆ；啓蒙専制君主

・・・大王の他、オーストリアの＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿

＿＿＿＿＿＿＿＿、ロシアの＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿など

ロ） 上からの改革

・・・後進国であり、市民階級が育っていないために、君主自ら改革に努める。

ｃｆ；『君主は国家第一の下僕』

ハ）絶対君主として富国強兵に努める

ニ）文化の育成（フランス文化の導入）

ｃｆ；サンスーシ宮殿

② オーストリア王国の確立 ～＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝～

１．３０年戦争以後は自国の経営に専念

２．１６３８年、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を第２次ウィーン包囲で破り、１６９９年、＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿条約でハンガリーを獲得

→ドイツ人、マジャール人、チェック人の多民族国家を形成

３．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争で、フランスを破り、ラシュタット条約で南ネーデルラン

ドを獲得

４．カール６世が、皇女の相続権を確保
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③ プロイセンとオーストリアの対決

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争（１７４０～１７４８）

（１） 国王に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が即位するが、これ

にドイツ諸侯が反対

（２） プロイセン国王＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿がオーストリア

の＿＿＿＿＿＿＿＿を占領

（３） フランスは＿＿＿＿＿＿＿＿、イギリスは＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に味方し、海外で

植民地戦争（ジョージ王戦争）を繰り広げる。

（４） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の和約で終結

２．＿＿＿＿＿＿＿＿戦争（１７５６～１７６３）

（１） マリア＝テレジアがシュレジエンの回復を目指し、宿敵＿＿＿＿＿＿＿家の＿＿＿

＿＿＿＿と結ぶ（＿＿＿＿＿＿革命） その他、スウェーデン、ロシアがオーストリア

側に付く。

（２） ＿＿＿＿＿＿＿＿はプロイセンに結び、＿＿＿＿＿＿＿＿と海外で植民地戦争

【北米】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

【インド】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦い

・・・いずれも＿＿＿＿＿＿＿＿＿が勝利

（３） プロイセンは追い詰められたが、ロシア皇帝エリザベーターが死去し、後継のピョート

ル３世が単独講和し、形成が逆転して、プロイセンの奇跡的勝利

→シュレジエンの領有確定
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６ ロシア絶対主義 ～ロマノフ朝～

ａ）ロマノフ朝成立まで

○ ノヴゴロド国

○ キエフ公国（９Ｃ～１３Ｃ）

ｃｆ；１０Ｃにウラディミール１世がギリシア正教に改宗

○ キプチャク＝ハン国の支配（１３Ｃ～１５Ｃ）

＜＿＿＿＿＿＿＿＿＿大公国の自立＞

① ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・初めて＿＿＿＿＿＿＿＿（皇帝）の称号を用いる

←ビザンツ文化を引き継ぐ

② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 『雷帝』

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿の称号を正式使用、農奴制強化、大貴族弾圧と中央集権化

● ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿によるシベリア遠征→開拓へ

ｂ）ロマノフ朝

① ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

１６１３ 全国会議で皇帝に選出され、ロマノフ朝を創設する。

☆ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の乱

② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（１６８２～１７２５）

１．清と＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約を結び領域確定

・・・外興安嶺を国境とする

２．西欧大視察団を派遣、同乗し、西欧文化の輸入、近代化

を行う。
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３．＿＿＿＿＿＿戦争を行い、スウェーデンからバルト海の派遣を奪う（＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿条約）

→首都；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の建設

ｃｆ；『西方への窓』

③ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（１７６２～１７９６）

１．７年戦争でプロイセンと和した夫ピョートル３世を廃して即位

２．啓蒙専制君主の一人として数えられる

←ヴォルテールの影響

３．＿＿＿＿＿＿制の廃止を求める＿＿＿＿＿＿＿＿＿の乱

→鎮圧し、これをさらに強化し、基礎とした専制国家が完成

４．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿分割を主導する

・・・開始時の他の皇帝は、プロイセン；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、オーストリア；＿＿＿＿＿

＿＿＿＿

→３回の分割によりポーランド滅亡

ｃｆ；第２回目時に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿による抵抗

５．＿＿＿＿＿＿＿＿＿同盟を提唱し、アメリカ独立運動を応援

６．＿＿＿＿＿＿政策

（１） オスマン＝トルコから＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を奪う

（２） オホーツク海に進出し、千島を占領

→日本に＿＿＿＿＿＿＿＿＿を派遣して通商を求める。

ｃｆ；大黒屋光太夫
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７ 植民地戦争と世界貿易

ａ）海上権の推移

北イタリア

ポルトガル

スペイン

オランダ

イギリス

フランス

ｂ）１６Ｃ

①ポルトガル

１．アジア貿易独占

・・・拠点；＿＿＿＿＿＿

２．＿＿＿＿＿＿＿の植民地化

②スペイン

１．中南米の植民地化

・・・＿＿＿＿を独占

２．＿＿＿＿＿＿＿の植民地化

ｃ）１７Ｃ

①オランダ

１．ポルトガルに代わり、アジア貿易を独占

・・・拠点；コロンボ、＿＿＿＿＿＿＿

２．インドネシアのジャワ島に＿＿＿＿＿＿＿＿＿を建設

・・・アジア貿易の中継基地とする

３．北米に植民地（ニューネザーランド）建設

・・・拠点；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（現在の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）
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②イギリス

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿会社によるインド（＿＿＿＿＿＿＿＿帝国）への進出

・・・拠点；＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿

２．北米に植民地建設

（１）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿植民地

（２）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿植民地

・・・ピューリタンであるピルグリム・ファーザーズによる

３．＿＿＿＿＿＿＿戦争に勝利

・・・北米から＿＿＿＿＿＿＿＿＿を追放

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿建設

③フランス

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿会社によるインド進出

・・・拠点；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿

２．北米に植民地建設

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿（現在の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿州など）、＿＿＿＿＿＿＿＿

ｄ）１８Ｃ

＜英仏植民地戦争＞

・・・インドと北米が舞台。欧州の戦争と連動（その中でも英仏は対立）。

①ユトレヒト条約

西→英；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿とミノルカ島

仏→英；ハドソン湾地方、ニューファンランド、アカディア

時期 欧州戦争 植民地戦争 条約

１７Ｃ末期 ファルツ継承戦争 ウィリアム王戦争 ライスワイク条約

１８Ｃ初期 ＿＿＿＿＿＿＿戦争 アン女王戦争
＿＿＿＿＿＿条約

＿＿＿＿＿＿条約

１８Ｃ中頃 ＿＿＿＿＿＿＿戦争 ジョージ王戦争 ＿＿＿＿＿＿和約

１８Ｃ後半 ＿＿＿＿＿＿＿戦争
＿＿＿＿＿＿＿戦争

＿＿＿＿＿＿の戦い
＿＿＿＿＿＿条約
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②パリ条約（７年戦争）でイギリスの最終的勝利確定

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

・・・北米でイギリスが勝ち、フランスから＿＿＿＿＿＿＿＿とミシシッピー以東の＿＿＿＿＿

＿＿＿＿を獲得する。

２．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦い

・・・イギリスは大勝利の結果、インドで優位に立つ。フランスはインドから撤退。

③イギリスの勝因

１．イギリスで＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を達成し、＿＿＿＿＿＿主義が発展し、植民地の重

要性をより一段認識していたから。

２．フランスが＿＿＿＿＿＿＿移住であったのに対し、イギリスは＿＿＿＿＿＿＿の地とし

て植民地を建設したから、植民地を死守する気持ちはより一段強かった。

３．フランスが＿＿＿＿＿＿での戦いを重視したのに対し、イギリスは＿＿＿＿＿＿＿での

戦いに全力投球した。

８ 絶対主義時代の文化

ａ）芸術・文学

● バロック式・・・豪壮・華麗

● ロココ式・・・繊細・優美

美

術

バロック式

エル＝グレコ 西 『受胎告知』

ルーベンス 蘭 官能的 『レウキッポスの娘たちの掠奪』

ファン＝ダイク 蘭 チャールズ１世の宮廷画家 肖像画

ベラスケス 西 肖像画 風景画 『ブレタの開場』

レンブラント 蘭 市民生活が題材 『夜警』

ロココ式 ワトー 仏 雅宴画

音

楽

バロック
バッハ 独 近代音楽の創立者

ヘンデル 独 バロック音楽

古典派 モーツァルト 墺 交響曲 歌劇
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ｂ）思想・科学

文

学

古典主義

コルネイユ 仏 古典悲劇

モリエール 仏 古典喜劇

ラシーヌ 仏 古典悲劇 ルイ１４世に仕える

ピューリタン文

学
ミルトン 英 『失楽園』

風刺文学
デフォー 英 『ロビンソン＝クルーソー』

スウィフト 英 『ガリバー旅行記』

建

築

バロック式 ヴェルサイユ宮殿 仏 ルイ１４世が建設

ロココ式 サンスーシ宮殿 普 フリードリヒ大王が建設

哲

学

イギリス

経験論

●経験を重視 ●帰納法

Ｆ＝ベーコン 英 「知は力なり」 『新オルガヌム』

ロック 英

大陸合理論

●理性を重視 ●演繹法

デカルト 仏 「我思う、ゆえに我あり」 『方法叙説』

パスカル 仏 「人間は考える葦」 『パンセ』

スピノザ 蘭 ユダヤ系 『エチカ』

ライプニッツ 独 微積分法の発見

政

治

思

想

王権神授説
●王権は神から授けられたもの ●絶対王政を正当化

ボシュエ 仏 ルイ１４世の絶対主義を正当化

自然法

●自然法とは人間が生まれながらにして与えられた永久不変の法で

あり、他の法に優越する。

グロティウス 蘭 国際法の父『海洋自由論』『戦争と平和の法』

社会契約説

●人民の契約によって、人間の自然な状態から社会・国家が成立

●王権神授説を非難する市民階級の政治思想となる

ホッブズ 英 『リヴァイアサン』 絶対君主を擁護

ロック 英 『市民政府二論』 名誉革命を絶対化

啓蒙思想
●理性を重要視し、全ての伝統的偏見・慣習・不合理な社会制度を

打破しようとした思想
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モンテスキュー 仏 三権分立を唱える 『法の精神』

ヴォルテール 仏 『哲学書簡』 啓蒙専制君主と親交

ルソー 仏 人民主権を主張『社会契約論』『エミール』

（百科全書

派）

ディドロ 仏
『百科全書』を編集

ダランベール 仏

経

済

思

想

重商主義

●絶対王政を維持するための統制的経済政策

●重金主義、貿易差額主義、産業保護主義から成る

トマス＝マン 英 重金主義を非難し、貿易差額主義を主張

重農主義

●富の源泉を農業生産とする

ケネー 仏 『経済表』

テュルゴー 仏 大革命前の財務長官

古典派
●自由放任主義、自由貿易

アダム＝スミス 英 『諸国民の富』

自

然

科

学

ハーヴェー 英 血液の循環

ボイル 英 気体の膨張 ボイルの法則

ホイヘンス 蘭 光の波動説 振り子時計を発明

ニュートン 英 万有引力の法則 『プリンキピア』 微積分法

フランクリン 米 独立戦争の駐仏大使 避雷針の開発

リンネ 瑞 植物分類学

ビュフォン 仏 『博物誌』

キュビィエ 仏 動物分類学

ラボアジエ 仏 質量不変の法則 大革命で処刑

ヴォルタ 伊 電池の発明

ジェンナー 英 種痘法を発明
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よく出る世界史 Ｃｈａｐｔｅｒ．７ 『近代ヨーロッパ』

７．１ 欧米の三大革命と産業革命

１ イギリス諸革命

ａ）ステュアート朝成立まで

＜プランタジネット朝＞

1215 ジョン王、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（大憲章）を認可

1265 ヘンリー 3世、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の議会を創設

1295 エドワード 1 世、＿＿＿＿＿議会を召集

＜テューダー朝＞

○＿＿＿＿＿＿＿＿＿の宗教改革を支持

○エリザベス 1世の晩年以降、独占特許状の乱発などにより、次第に反抗的になる。

ｂ）革命の勃発

【背景】

１４Ｃから地代の金納（＿＿＿＿＿経済）の普及に

より独立自営農民（＿＿＿＿＿＿＿＿＿）の伸長が

見られ、１５Ｃには単なる羊毛の輸出国から一変して

＿＿＿＿＿＿＿の輸出国となり、地主・大商人（＿＿

＿＿＿＿＿＿＿）らの＿＿＿＿＿＿＿＿＿（新興市

民階級）的生活様式も発展する。

そんな中、これらの現象を支えた新興地主や商人

たちは、土地所有者が絶対王政の下で国王に負って

きた封建的義務の撤廃や独占的特権の廃止を求

め、革命の主体を成していくのである。
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＜ステュアート朝＞

① ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿のジェームズ６世が、エリザベスの死で断絶したテューダー朝を

引き継ぎ、ステュアート朝を開始。

２．＿＿＿＿＿＿＿＿説を信奉し、母国風の絶対王政を行う。

← 議会の抗議

３．イギリス国教会を推進し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を弾圧する。

② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

１．彼も父と同様、絶対王政を敷き、イギリス国教会を推進して、＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿を弾圧する。

２．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿革命によって、処刑される。

＜革命の展開＞

1628 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・議会の同意のない課税や不法逮捕などを議会が国王に要求し

たが、翌年、国王が議会を解散してしまう。

1640 国王、議会を招集（短期議会・長期議会）

・・・国王が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に国教会を強制しようとする

と、反乱がおき、国王が鎮圧に失敗し、財政難に陥る。議会は増税に反対する。

→＿＿＿＿＿＿派と＿＿＿＿＿＿派の対立

1642 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿革命勃発

◎ ＿＿＿＿＿＿派・・・イングランド西北部が拠点。僧侶・貴

族の他、保守的ジェントリーや特権商人らが支持する。

◎ ＿＿＿＿＿＿派・・・イングランド東南部が拠点。＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿隊を結成して活

躍する。
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1645 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦いで＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が捕らわれる。→議会

派内部の対立

○ ＿＿＿＿＿＿派・・・ジェントリーや富裕商人が支持。立憲王政を主張。

○ ＿＿＿＿＿＿派・・・ヨーマンや商工業者が支持。制限選挙による共和政を主張。クロ

ムウェルが指導する。

○ ＿＿＿＿＿＿派・・・貧農や職人などが支持。普通選挙による共和政を主張。

③ 共和政（１６４９～１６６０）

1649 チャールズ 1世が処刑され、共和政が成立する。

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿・スコットランドを征服

２．＿＿＿＿＿＿＿＿法を制定し、イギリスによる植民地貿易を独占した。結果、中継貿易

主体の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿との＿＿＿＿＿＿戦争が勃発する。

1653 クロムウェルが＿＿＿＿＿＿＿＿に就任し、長期議会を解散。軍事独裁を行う。死

後、子のリチャード＝クロムウェルが継ぐが、解任させられる。

④ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

１．フランスに亡命していたチャールズ１世の子が王政復古によりステュアート朝を再建

２．しかし、絶対王政への逆行を企て議会と対立

３．さらに、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を容認する。

1673 議会、＿＿＿＿＿＿＿＿法を可決・成立

・・・公職就任者は国教徒に限る。

1679 議会、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿法を可決・成立

・・・法によらぬ逮捕・裁判を禁止。

ｃｆ；議会党派の成立

◎ ＿＿＿＿＿＿党・・・後の保守党。

◎ ＿＿＿＿＿＿＿＿党・・・後の自由党。
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⑤ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・兄と同様、絶対王政とカトリックの復活を試みる。

1688 名誉革命

・・・議会が国王の娘＿＿＿＿＿＿＿＿とその夫のオランダ総督＿＿＿＿＿＿＿＿＿を国

王として招き、国王はフランスに亡命。

・・・思想的には＿＿＿＿＿＿＿＿＿によって正当化される。

⑥ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の共治

・・・王権に対する議会の優位が示された＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を承認し、それが成文化し

て、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿となる。

ｃ）革命後の時代へ ～ステュアート朝から＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝へ～

① アン女王

1707 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国が成立し、イングランドとスコットランドが正式に合併

② ジョージ 1 世

・・・ 1714 年、ステュアート朝断絶により、ジェームズ１世の曾孫であるドイツ貴族が＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿朝を開き即位。しかし、英語が分からず、首相内閣制度が発達する。

ｃｆ；「王は君臨すれども統治せず」

☆1721 年、首相＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿は国王の信任があったのにもかかわらず、議会の

不信任により辞任。＿＿＿＿＿＿＿＿制確立が確立する。
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２ アメリカ独立戦争

ａ）アメリカ地誌

ｂ）植民の歴史

１７Ｃ初～１８Ｃ前半 北アメリカ東岸に１３植民地を建設される。

● １６０８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿植民地建設

・・・議会を設置して、自治を行う。

● １６２０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿植民地建設

・・・イギリス本土より信仰の自由を求める＿＿＿＿＿＿＿＿＿が、＿＿＿＿＿＿＿＿＿号

に乗ってプリマスに上陸する。後にこの人々は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿と呼ばれる。

● １６６４ 英蘭戦争の結果、ニューアムステルダムが＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に改称

☆各植民地は、植民地議会を設置して自治を行い、また、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に

よって地方型の直接民主制度を推進した。
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ｃ）本国の重商主義政策と対立

１７６３ イギリス、＿＿＿＿＿戦争（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争）でフランスに勝利。

・・・＿＿＿＿＿＿＿条約でフランスから＿＿＿＿＿＿＿＿やミシシッピ以東の＿＿＿＿＿

＿＿＿を奪う。

→しだいに植民地に重商主義政策を強制するようになる。

１７６５ ＿＿＿＿＿＿法

・・・書類・刊行物全てに本国発行の＿＿＿＿＿＿を貼ることを義務づける。

ｃｆ；「代表なくして課税なし」

１７７３ ＿＿＿＿＿法

・・・アメリカでのイギリス東インド会社に茶の独占的輸送権・販売権が認められる。

→反対する市民らが＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件を起こす。

→本国によるボストン湾閉鎖など高圧的態度

→翌年、植民地側は団結し、第１回＿＿＿＿＿＿＿＿で通称断絶を宣言する。

ｄ）独立革命

１７７５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦いでアメリカ独立戦争勃発

・・・総司令官に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が任命される。

ｃｆ１；パトリック＝ヘンリ

「我に自由を与えよ。しからずんば死を与えよ。」

ｃｆ２；トマス＝ペイン 「コモン＝センス」

・・・共和国樹立を正当化。

ｃｆ３；ロイヤリストとパトリオットの対立

１７７６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿宣言

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が起草。＿＿＿＿＿＿

＿＿＿の自然法思想を基盤とする。

「我々は自明の真理として～」

①近代自然法思想（基本的人権）

②社会契約論

③革命権（抵抗権）
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１７７７ アメリカ連合規約が承認される。

１７７８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿が大陸側に参戦する。

←駐仏大使＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の活躍。その後、スペイン・オランダも参戦。

１７８０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿同盟の結成

←ロシアの＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が提唱。他にプロイセン、スウェーデンなどが参

加した。

ｃｆ；著名な義勇兵

・・・ラ＝ファイエット、コシューシコ、サン＝シモン

１７８１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦いで大陸側が最終的勝利

１７８３ ＿＿＿＿＿＿条約

・・・１３植民地の独立が承認され、ミシシッピ川以東の＿＿＿＿＿＿＿＿＿も割譲される。

１７８７ アメリカ合衆国憲法制定

①連邦制 ②人民主権 ③三権分立制（←＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の影響）

・・・史上初の民主主義国家建設。

１７８９ ワシントン、合衆国大統領に就任

→ 連邦派（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、ハミルトン派）と反連邦派（ジェファソン派）の対立
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３ フランス革命

ａ）概略

革命以前のフランスでは特権階層の第一身分（＿＿＿＿＿＿

＿）と第二身分（＿＿＿＿＿）は合わせて人口の２％に過ぎず、

４０％の土地を保有し、絶対王政と結びついて数々の＿＿＿＿

＿＿＿＿権を有していた。対して、第三身分（＿＿＿＿＿＿）は

人口の９０％以上を占め、銀行家・大地主・大商人などの上層＿

＿＿＿＿＿＿＿（有産市民）、新興商工業者の中層＿＿＿＿＿

＿＿＿＿、その他、商工業者・労働者・農民から成る下層市民（＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿）に分けられ、課税対象は主に下層市民が

担い、有産市民も含めて政治的には無権利状態に置かれてい

た。

イギリス革命・アメリカ独立革命や＿＿＿＿＿主義の影響を

受けた有産市民らは制限選挙に基づく議会政治と経済活動の

自由を求めて、革命を推進した。やがて、生活の安定を求める下

層市民が革命の主導権を握ると、革命は激化するようになる。

ｂ）直接的原因

☆ 財政危機

ルイ１４世・ルイ１５世の時代＞ 英仏植民地戦争の敗北と宮廷生活での浪費

ルイ１６世の時代＞ アメリカ独立革命への支援

→経済の混乱と危機の到来

ｃｆ；財務長官；＿＿＿＿＿＿＿＿＿→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿→＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・特権階級への課税を試みるが反対され、＿＿＿＿＿＿会の開催を要求される。
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★「球戯場の誓い」

（ダヴィド画）

ｃ）革命の過程

三部会

１７８９年

５． ルイ１６世、＿＿＿＿＿＿＿会を招集

→貴族と第三身分との衝突

ｃｆ；シエイエス 『第三身分とは何か』

国民議会

６．

７．

８．

第三身分主導で＿＿＿＿＿＿＿＿を結成

・・・指導者；＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の誓い

←国王による弾圧の動き

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿襲撃

・・・フランス革命の勃発

＿＿＿＿＿＿＿＿＿特権の廃止（一部有償）

←自由主義的貴族とブルジョワ
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１７８９年

国民議会

１０．

＿＿＿＿＿＿＿＿＿宣言

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の影響を受ける

＜性格＞＿＿＿＿＿＿＿＿＿的

＜内容＞

１．人間の自由平等

２．私有財産の不可侵

３．立憲君主制

４．地方自治

５．主権在民

６．言論の自由

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・生活に困るパリの女性がヴェルサイユ宮殿に乱入し、

国王一家をパリに連行した。

１７９１年

６．

９．

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件

・・・国王一家が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿への逃亡を

企てるも、失敗しパリのテュイルリー宮殿に連れ戻され、以

後、軟禁される。

→国王の信頼は薄れ、共和主義者が台頭する。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿憲法

・・・立憲君主制、財産資格（制限）選挙、一院制

立法議会

１０． ＿＿＿＿＿＿＿議会成立

◎ ＿＿＿＿＿＿＿＿派

・・・立憲王政派。ラ＝ファイエットなど富裕市民と自由主義

貴族らが支持した。

◎ ＿＿＿＿＿＿＿＿派

・・・穏健共和派。商工業ブルジョワらが支持した。

１７９２年

４． ジロンド派内閣が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に宣戦布告し、

革命戦争を開始。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿も敵となる。

→敗戦・後退の連続により内閣総辞職

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿派＿＿＿＿＿＿派の呼びかけ

によって、義勇軍が結成される。戦意にあふれる。
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立法議会

１７９２年

８．

９．

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件

・・・＿＿＿＿＿＿派の呼びかけでサンキュロットと義勇軍

が国王襲撃。国王一家はタンプル塔へ幽閉される。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦いでフランス軍勝利

国民公会

９． ＿＿＿＿＿＿＿＿＿成立

・・・男子普通選挙によって選出された一院制議会。＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿の成立を宣言する。

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿派と＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

派の対立

１７９３年

１．

２．

６．

議会の表決により＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の処刑

イギリス首相＿＿＿＿＿＿＿＿＿の提唱により、＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿が結成される。

＿＿＿＿＿＿＿派が議会からジロンド派を追放し、＿＿

＿＿＿＿＿＿＿を開始

・・・マラー暗殺後、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が主導す

る。左派のエーベル、右派のダントンを粛清。

●＿＿＿＿＿＿＿＿・・・政治犯を簡単な審理で処刑

●＿＿＿＿＿委員会

・・・政治・戦争の最高指導機関

＜急進民主的改革＞

① 封建的の無償廃止

② 革命暦の制定

③ 最高価格令の発布

④ メートル法の制定

⑤ 徴兵制

⑥ ＿＿＿＿＿＿＿＿憲法の採択（実施せず）

・・・主権在民・生活権・労働権・男子普通選挙

１７９４年

７． ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿により、＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿は逮捕・処刑。恐怖政治は終結。

→温和ブルジョワジーによる支配

１７９５年

８． ＿＿＿＿＿＿＿＿憲法制定

・・・制限選挙、二院制、５人＿＿＿＿＿＿による＿＿＿

＿＿＿政府へ移行し、権力を分散させる。
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４ 産業革命

・・・工場制機械工業の下で、生産の速度・量において画期的な飛躍が見られる、道具から

機械への技術革命である。綿工業を中心とする技術革命、蒸気機関を中心とする動力革

命、運輸・通信を中心とする交通革命へと進展する。

【イギリス産業革命の背景】

① ＿＿＿＿＿＿＿＿によって独占商人がいなくなりギルドの規制がゆるめられ、自由な商

業生産が展開される。

② マニュファクチュアによって分業が進行する。単純化のため機械の出現が可能となる。

③ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の拡大や奴隷貿易を含む＿＿＿＿＿＿＿＿＿により大量の

資本が発生する。

④ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の進展により、大量の余剰労働力が発生する。

⑤ 自国あるいは植民地からの＿＿＿＿＿が豊富で、また、＿＿＿＿＿＿＿＿の進展も

最先端で進行していた。

１７０９ ＿＿＿＿＿＿＿＿によるコークス法による製鉄

１７３３ ＿＿＿＿＿＿＿＿ 飛び杼 （織布）

・・・木綿工業の技術革新の開始

１７６４ ＿＿＿＿＿＿＿＿ ジェニー紡績機

１７６９ ＿＿＿＿＿＿＿＿ 水力紡績機

１７６９ ＿＿＿＿＿＿＿＿ 蒸気機関の実用化

ｃｆ；ニューコメンの排水技術から発展

１７７９ ＿＿＿＿＿＿＿＿ ミュール紡績機

１７８５ ＿＿＿＿＿＿＿＿ 力織機 （織布）

１７９３ ＿＿＿＿＿＿＿＿（米） 綿繰り機

１８０７ ＿＿＿＿＿＿＿＿（米） 蒸気船

１８１１ ＿＿＿＿＿＿＿＿運動

・・・手工業者や労働者による機械打ちこわし運動。

１８１４ ＿＿＿＿＿＿＿＿による蒸気機関車の実用化

ｃｆ；トレヴィシクのを改良

１８２５ ストックトン＝ダーリントン間鉄道開通

→リヴァプール＝マンチェスター間鉄道開通
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【産業革命の結果】

１．＿＿＿＿＿＿＿主義体制の成立

← （産業）資本家（工場を所有） ⇔ 労働者

２．＿＿＿＿＿＿＿問題の発生

← 低賃金・長時間労働・女性・子供

ｃｆ；工場法の制定

３．厚生問題

← 住居（環境）・疾病

★都市の発展

①＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・木綿工業

②＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・製鉄・機械工業

③＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・奴隷貿易で発展した港町

４．＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・農業が資本主義的経営の移行。担い手は農業資本家。

① ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・穀物生産のため合法で行われた

→産業革命の担い手である労働者の発生

② 四輪作法

③ 対フランス戦争と人口の増大により休耕地がなくなる

④ 生産の増大
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７．２ ヨーロッパの国民主義と自由主義

１ ナポレオン時代

● ナポレオン＝ボナパルト ― “革命の子”

・・・コルシカ島で生誕。パリ士官学校を卒業し、トゥーロン港攻囲戦に成功して名声を上げる。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿の反動で、ロベスピエール派として逮捕されるも、国民の支持によって

２週間で釈放される。

☆ フランス革命の最後の段階でナポレオンの軍事独裁が出現したのはなぜか？

１．テルミドールの反動後に成立した総裁政府は、

２．国内においてはハブーフの陰謀や王党派の暴動などによる混乱を収めきれずに、

３．対外的には革命戦争を継続していった。

４．こうした中で、土地を得て保守化した農民や

５．支配の座に就いたブルジョワジーは、

６．革命の成果の維持と社会秩序の安定のために、

7．軍隊による強力な指導を期待した。

ａ）第一共和政

【＿＿＿＿＿＿政府】

９７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿遠征を開始し、成功させる。

カンポ＝フォルミオの和約で＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が解消

９８ ナポレオンの＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿遠征開始

・・・イギリス＝インド間の連絡を絶つため。

ｃｆ；この時、『＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿』が発見される

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿湾の戦い

→翌年、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が結成される。
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【＿＿＿＿＿＿政府】

９９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿と共闘し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を敢行

→＿＿＿＿＿＿＿政府を倒して、＿＿＿＿＿＿＿政府を樹立し、自ら＿＿＿＿＿＿

＿＿＿に就任する。

＜ナポレオンの政策＞

００ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を設立

０１ 教皇との宗教協約（コンコルダート）を結ぶ

０２ アミアンの和約によって＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を解消させる

・・・ライン川西側を獲得

国民投票により＿＿＿＿＿＿＿＿となる

０３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿をアメリカ合衆国に売却

０４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を制定

・・・近代市民法の規範となる

１．民法の基礎

２．所有権（財産権）の絶対

３．契約の自由 など

※他の政策として、商工業の育成や公教育の充実などがある。

ｃｆ；農民の保守性とナポレオン

・・・革命期に、封建的特権の無償廃止と亡命貴族の土地没収によって満足した農民たちは

保守化して革命のそれ以上の進展を阻止したが、ナポレオンは、ナポレオン法典などにより

財産権を保証して、農民の信頼を得た。
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ｃｆ；ハイチの独立

【背景】

ナポレオンが、イギリスに対抗するため、植民地経営を再建

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿のプランテーションを建設

→植民地奴隷制を復活

→＿＿＿＿＿＿＿＿の黒人奴隷反乱

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を指導者として独立戦争が進行し、ハイチ共和国と

して独立する。

ｂ）第一帝政

０４ 国民投票により皇帝となる。

→翌年、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が結成される。

０５ イギリスとの＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦い

・・・提督＿＿＿＿＿＿＿＿の率いるイギリス海軍に敗北

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の三帝会戦で勝利

・・・ナポレオン軍が＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿両軍を撃破

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿は崩壊

０６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿同盟を結成させ、＿＿＿＿＿＿＿＿＿帝国を消滅させる。

＿＿＿＿＿＿＿＿の戦いで勝利し、ベルリンを占領

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿令（＿＿＿＿＿＿＿勅令）を発令する

・・・むしろ、大陸側の経済悪化で、イギリス経済はさほど影響を受けない。

２．翌年、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約をプロイセン・ロシアと結ぶ。

【内容】

（１）プロイセンに賠償金と領土を要求

（２）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国の建国

→プロイセンの改革開始

◎ 指導者；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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＜改革の内容 「上からの改革」＞

１．農奴解放

２．軍制改革・・・＿＿＿＿＿＿＿軍の創設

３．都市の自治

４．営業の自由

５．教育改革

０８ ＿＿＿＿＿＿＿＿反乱

→武力で鎮圧する。＿＿＿＿＿＿＿＿も占領

【影響】

ラテンアメリカの植民地にとって事実上、本国支配が弱体化したような状態をもたら

し、独立を目指す機運を著しく高めた。

１２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿令に従わなかったロシアに対し、遠征を開始

→モスクワまで占領するも、“冬将軍”により失敗

１３ ロシア遠征に失敗したナポレオンのフランスに対し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が結成

→解放戦争が開始され、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦い（＿＿＿＿＿＿＿戦争）で 、

ナポレオンは敗北し、退位。＿＿＿＿＿＿＿＿島に流される。

→翌年、＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝が復活し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿が即位し、＿＿＿＿

＿＿＿＿＿会議が始まる。

１５ ナポレオンがエルバ島を脱出し、再び政権を獲得する（＿＿＿＿＿＿＿＿）

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦いでイギリスのウェリントン率いる連合軍に敗北

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿島に流され、２１年に死去
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２ ウィーン体制下の欧州

（※ はイギリス自由主義の動き）

１４ ウィーン会議開催

・・・フランス革命、ナポレオン戦争後の国際秩序を再構築するため

の会議。

☆ フランス代表＿＿＿＿＿＿＿＿の正統主義

☆ 議長；オーストリア外相（後に外相）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ｃｆ；“会議はおどる、されど進まず”

１５ 百日天下（．３～．６）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿調印（ウィーン体制成立）

【内容】

＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿→イギリス領

＿＿＿＿＿＿＿＿、南ネーデルランド→オランダ領

フィンランド→ロシア領

ロンバルディア、ヴェネツィア→オーストリア領

＿＿＿＿＿＿＿＿連邦の結成（←ライン同盟の廃止）

＿＿＿＿＿同盟・・・墺、普、露、英

＿＿＿＿＿同盟

・・・露皇帝＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が提唱する。イギリス、教皇領、オスマン＝トルコ

を除く全欧州

＜自由主義運動の拡大＞

【目的】 個人の自由・平等、参政権の獲得、所有権の確立

【主体】 資本主義の成長で台頭してきた産業ブルジョワジー

１７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の運動

・・・ドイツの自由と統一を求めた学生運動

１８ ＿＿＿＿＿同盟に格上げ（←フランスの参加）

２０ ＿＿＿＿＿＿＿立憲革命

イタリアで＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の反乱

・・・自由主義的改革を目的とした秘密結社
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☆１０年代～２０年代に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿諸国が独立

【主体】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（植民地生まれの白人）

ｃｆ；メスチソ、ムラート

【指導者】

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿；コロンビア、ベネズエラ、ボリビア

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿；アルゼンチン、チリ、ペルー

＿＿＿＿＿＿＿＿＿；メキシコ

←英首相＿＿＿＿＿＿＿＿＿による支援

例；２２ ＿＿＿＿＿同盟からイギリスが脱退（＿＿＿＿＿同盟へ）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿への独立支援とともに＿＿＿＿＿＿＿＿外交と呼ばれる

←２３ アメリカ大統領の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・アメリカ大陸諸国とヨーロッパ諸国の相互不干渉を提唱

ｃｆ；ブラジルの独立

２１ ＿＿＿＿＿＿独立戦争勃発

・・・トルコは＿＿＿＿＿＿＿軍などを使って阻止を目論む

・・・東地中海進出を目指す＿＿＿、＿＿＿、＿＿＿が介入

● 西欧で支援運動が活発化

ｅｇ１；ドラクロワ『シオの虐殺』

ｅｇ２；バイロンらが義勇軍として参加

２２ ＿＿＿＿＿同盟からイギリスが脱退（＿＿＿＿＿同盟へ）

２４ フランスで＿＿＿＿＿＿＿＿即位

・・・反動政治推進 ☆ アルジェリア出兵

２５ ロシアで＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の乱（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の即位に際して）

・・・自由主義的青年将校による憲法制定や農奴制・ツァーリズム開始を訴える反乱。

２８ イギリスで審査法廃止

・・・カトリック教徒以外の非国教徒の公職就任が可能
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２９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約で＿＿＿＿＿＿＿＿が独立

・・・さらに、ロシアに黒海北岸を割譲

→翌年のロンドン会議にて承認される。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿法廃止

・・・イギリスで＿＿＿＿＿＿＿＿＿（アイルランドの

民族活動家）の活躍。＿＿＿＿＿＿＿＿の公職就

任が可能に。

３０ フランスで【＿＿＿＿＿革命】始まる

【発端】 ＿＿＿＿＿勅令

・・・議会の解散、選挙権の制限

【推移・結果】

労働者らがブルジョワジーの支援によって市街戦を展開し、勝利する。＿＿＿＿＿＿

＿＿＿は退位して、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が即位し、＿＿＿＿

＿＿＿王政が成立する。→銀行家の天下へ、フランス産業革命の本格化

【＿＿＿＿＿革命の影響】 欧州全土で騒動発生

● ＿＿＿＿＿＿＿＿独立

● ＿＿＿＿＿＿＿＿＿での蜂起→失敗

● ドイツで騒乱。ザクセンなどで憲法成立。

● イタリアで＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が蜂起。鎮圧される。

● ３２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿法改正（＿＿＿＿＿＿＿＿党グレー内閣による）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の廃止、産業資本家が選挙権獲得

【背景】 ＿＿＿＿＿＿革命

● ３４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿同盟の結成

３７ ＿＿＿＿＿＿＿＿の採択 ←＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿運動

・・・都市労働者の普通選挙を主張

３９ マンチェスターのゴブデンを中心とする＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿同盟
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４６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿で民族運動

＿＿＿＿＿＿＿党による＿＿＿＿＿法（外国産に高関税）廃止

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿らの＿＿＿＿＿＿＿＿同盟の運動

４８ “諸国民の春”

＜フランス＞

キゾー首相による反動的改革

→キゾー失脚→国王の市民弾圧

→【＿＿＿＿＿＿革命】により＿＿＿＿＿＿＿＿＿政が樹立

☆重要閣僚；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

→＿＿＿＿＿＿総選挙（普通選挙）により社会主義勢力大敗北

→＿＿＿＿＿＿＿＿廃止

→＿＿＿＿＿＿暴動が起きるも政府によって鎮圧される。

→１２． ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が大統領に選出される。

＜イギリス＞

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿運動高揚

＜オーストリア＞

＿＿＿＿＿＿＿＿＿で暴動

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿亡命（ウィーン体制崩壊）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、一時独立宣言（＿＿＿＿＿＿＿＿＿による）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿で民族運動

＜プロイセン＞

＿＿＿＿＿＿＿＿＿で暴動

ドイツで＿＿＿＿＿＿＿＿＿国民会議

・・・ドイツ統一と憲法制定

●大ドイツ主義と小ドイツ主義の対立

＜ロシア＞

パラツキーによる＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議

＜イタリア＞

民族運動

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国による統一運動

・・・ともにオーストリアに鎮圧される

＿＿＿＿＿＿＿＿共和国が一時的成立
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３ イギリスの動向

＜ハノーヴァー朝ヴィクトリア時代＞

４０ 清との＿＿＿＿＿＿＿＿戦争（～４２）

４６ 穀物法廃止

４９ イギリスで＿＿＿＿＿＿＿法廃止→自由貿易体制確立

５１ ロンドン万国博覧会

５３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争（～５６）

・・・仏とともにトルコを助けて＿＿＿＿＿＿＿と戦い南下を阻止する。

５６ 清との＿＿＿＿＿＿＿＿戦争（～６０）

５７ インドで＿＿＿＿＿＿＿の乱（～５８）

→東インド会社解散、本国による直接統治

６７ ＿＿＿＿＿党＿＿＿＿＿＿＿内閣による第２回選挙法改正

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が選挙権獲得

＿＿＿＿＿＿＿＿連邦の成立

※ 自治領

１．＿＿＿＿＿＿＿＿

２．オーストラリア

３．ニュージーランド

４．南アフリカ

＜グラッドストン（自由党）とディズレーリ（保守党）の時代＞

グラッドストン／内政重視

ディズレーリ／帝国主義的外交

７０ 普通教育法（第一次グラッドストン内閣）

→国民教育の普及

７１ 労働組合法（第一次グラッドストン内閣）

・・・労働組合の合法化

☆ アイルランド自治法案
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７５ 財政難となったエジプト政府から＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿株の購入（ディズレーリ内閣）

→エジプトへの干渉を開始

７７ ＿＿＿＿＿＿＿＿帝国成立（ディズレーリ内閣）

・・・皇帝はヴィクトリア女王が兼任

７８ ＿＿＿＿＿＿＿＿会議（ディズレーリ内閣）

・・・＿＿＿＿＿＿＿の南下を阻止

８２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿を占領（第二次グラッドストン内閣）

８４ 第３回選挙法改正（第二次グラッドストン内閣）

・・・選挙権が＿＿＿＿＿＿労働者、＿＿＿＿＿＿労働者にも拡大

＿＿＿＿＿＿＿＿協会成立

・・・ウェッブ夫妻、バーナード＝ショーらによる漸進的な社会主義団体

４ フランス第二帝政と第三共和制

５１ ルイ＝ナポレオン大統領によるクーデタ

５２ 国民投票により帝政を宣言し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿として即位

→第二帝政の成立

● フランス資本主義の確立（産業革命推進）

● ボナパルティズム（行政・軍事・外交の全権集中）

・ 対労働者；貧困の断絶、皇帝社会主義

・ 対農民；秩序と栄光

・ 資本家；産業革命

● 積極的な対外進出

５３ ロシアとの＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争（～５６）

・・・ロシアがエルサレムの聖地管理権を要求しトルコに宣戦。

・・・ロシアの南下を阻止するため、イギリス・フランスが参戦する。

→パリ講和条約

５６ ＿＿＿＿＿＿＿＿戦争でイギリスと共同で清と戦う（～６０）

・・・宣教師殺害事件を口実に参戦

→北京条約
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５８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿出兵（～６７）

・・・一定の成果を収める。

１．サイゴンを占領し（＿＿＿＿＿＿戦争）

→コーチシナ東部を領有（＿＿＿＿＿＿＿条約）

２．カンボジアを保護国化

３．コーチシナ西部を領有

５９ ＿＿＿＿＿＿＿＿統一戦争に＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国側に参戦

←プロンビエールの密約

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿を獲得

６１ ＿＿＿＿＿＿＿＿出兵（～６７）

・・・アメリカ南北戦争の隙に出兵し、共和政府を倒してオーストリア皇帝の弟のマクシミ

リアンを皇帝に立てる。しかし、ゲリラの攻撃や疫病によりフランス軍は壊滅する。

→失敗、人気の低下。

７０ ＿＿＿＿＿＿＿戦争で捕虜となり退位

→第三共和政開始

７１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の成立

・・・世界最初の社会主義労働者政権

【特徴】 直接民主制、官僚制度、労働基本権

⇔＿＿＿＿＿＿＿＿＿らの臨時政府と交戦

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿崩壊

７５ 第三共和政憲法成立

８１ チュニジアを保護国化

８３ ベトナムの保護国化（＿＿＿＿＿条約）

→＿＿＿＿＿＿＿戦争勃発

→＿＿＿＿＿＿＿条約で勝利

８７ 仏領インドシナ連邦成立

ブーランジェ事件（～８９）

・・・軍部独裁のクーデタ未遂事件

９１ ＿＿＿＿＿＿＿同盟成立

９４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件

・・・ユダヤ系の軍人が冤罪で逮捕・無期流刑となる。

ｃｆ；ゾラ『私は弾劾する』
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７．３ 欧米新興国の動向

＜今回取り扱う時代について＞

～１８００年代後半～

５０ プロイセン憲法

５５ アレクサンドル２世即位

５６ パリ列国会議 →パリ条約 （黒海中立）

５８ 愛琿条約

仏越戦争 （～６２）

５９ イタリア統一戦争 （～６０）

ダーウィン 「種の起源」

６０ 北京条約

６１ アメリカ南北戦争

ロシア農奴解放令 （→ミール、農村共同体）

イタリア王国成立 （ヴィートリオ＝エマヌエーレ２世）

オーストリア憲法

メキシコ事件 （～６７）

６２ ビスマルク、首相に就任

アメリカ奴隷解放宣言

ロンドン地下鉄開通

ポーランド反乱

６４ 第１次インターナショナル成立

６５ 南北戦争終結

６６ 普墺戦争

大西洋横断海底電線
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６７ ダイナマイト発明

マルクス 「資本論」

ロシア領アラスカがアメリカに買収される

オーストリア＝ハンガリー二重帝国成立

北ドイツ連邦成立

６９ 大陸横断鉄道

スエズ運河開通

７０ 普仏戦争 （～７１）

第３共和政

教皇領併合

（７０年代） ロシアでナロードニキ運動

（インテリたちの「人民の中へ」 反ツァーリズム →ミール共地）

７１ パリ＝コミューン

フランクフルト条約

ドイツ帝国成立

８１ ロシア皇帝アレクサンドル２世暗殺
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１ ドイツ・イタリアの統一

ａ）ビスマルクによるプロイセン主導のドイツの統一

①ドイツ連邦での＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国民会議

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿主義と＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿主義の対立

→４９年に後者を決定するが、プロイセン王が拒否

②６１年に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が即位し、６２年に首相に＿＿＿＿＿＿＿＿＿が就任

③デンマーク戦争勃発

・・・北の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿と南の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を抑えるために、オー

ストラリアと共同で出兵

→戦後処理で両国がもめ、６６年、＿＿＿＿＿＿＿＿戦争が発生

ｃｆ；プロイセンの名将＿＿＿＿＿＿＿＿＿

→勝利し、プロイセン中心の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿連邦結成

ｃｆ；敗れたオーストリアは＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿帝国となる

・・・同君連合国。国王；フランツ＝ヨーゼフ１世。

④スペイン王位問題でフランスのナポレオン３世ともめる

→エムス電報事件
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→７０年、＿＿＿＿＿＿＿＿戦争が勃発

・・・勝利し、ナポレオン３世は退位・亡命する

→フランス臨時政府が発足

→パリ市民は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を結成し抵抗

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の鏡の間に

てヴィルヘルム１世がドイツ皇帝に即位し、

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿帝国が成立する。

→７１年、終戦

・・・ドイツは多額の賠償金と＿＿＿＿＿＿＿、

＿＿＿＿＿＿＿＿を獲得する。

☆ 統一後のドイツ “外見的立憲主義” ビスマルクによる“あめとむち”による政策

①統一ドイツの立法府

②文化闘争

・・・南ドイツのカトリック勢力（＿＿＿＿＿＿＿＿党）が抵抗。協力に転じる。

③＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿法

←ドイツ社会主義労働者党は結社禁止

ｃｆ；皇帝狙撃事件

④＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿法による産業育成
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ｂ）イタリアの統一

①国王；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・オーストリアに対し挙兵するが失敗し、退位する。

（1848）

②国王；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が首相に

自由主義貴族の＿＿＿＿＿＿＿＿を任命する。

ｃｆ；クリミア戦争に参戦

③イタリア統一戦争

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿と連合してオ

ーストリアから＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を獲得する。

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の密約により、＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿を

割譲する。

④中部イタリアを占領、教皇領東部を併合

⑤青年イタリア党の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国（シチリア、ナポ

リ）を征服する。

→占領・併合したすべての地域で＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国が成立（１８６１）

⑥＿＿＿＿＿＿＿戦争に参戦してオーストリアを攻撃する。＿＿＿＿＿＿＿＿＿とその周

辺を征服。

⑦＿＿＿＿＿＿＿戦争でフランスが敗れたことに乗じて＿＿＿＿＿＿＿＿＿を占領し、＿

＿＿＿＿＿＿＿＿を併合する。翌年、この地に首都移転。

⇔対してローマ＝カトリック教会は、破門。国交が断絶する。

ｃｆ；「未回収のイタリア」 ＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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２ ロシアの改革と東方問題

＜内政の様子＞

１８５５ アレクサンドル２世即位

６１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿令

・・・農奴に人格的自由を認めるも、土地所有は有償で不徹底であった。

７０年代 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（人民主義者）運動

・・・ミール（農村共同体）を基礎とする社会主義の達成。

ｃｆ；「ヴ＝ナロード（人民の中へ）」

→政府による弾圧や農民の無関心により挫折

● ＿＿＿＿＿＿＿（虚無主義）

● ＿＿＿＿＿＿＿（無政府主義）

に分散

８１ アレクサンドル２世の暗殺 → アレクサンドル２世の暗殺

・・・ロシア産業革命の進行→労働者が革命勢力として期待される。

９４ ニコライ２世即位

９８ ロシア社会民主労働者党結成

１９０５ 血の日曜日事件（ロシア第一革命）

＜対外政策と東方問題＞

１８２１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争（～２９）

トルコ（＋エジプト） ｖｓ ギリシア＋英仏露

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

【内容】

● 黒海と＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿両海峡の自由航

海権を承認

● トルコがギリシアの独立を承認

１８２８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝より、アルメニアと＿＿＿＿＿＿＿＿権を獲得
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１８３１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

エジプト＋英仏墺 ｖｓ トルコ＋露

→ウンキャル＝スケレッシ条約

【内容】

● ロシア以外の両海峡通行禁止

１８３９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

エジプト＋仏 ｖｓ トルコ＋英、露など

→海峡条約

【内容】

● 外国軍艦の両海峡通行禁止

１８５３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

露 ｖｓ トルコ＋英、仏、墺、サルディニア

→パリ条約

【内容】

● トルコの独立と領土保全

● 黒海の中立

１８５８ 愛琿条約

【内容】

● ロシアがアムール川以北を領有

１８６０ 北京条約

・・・極東における南下

【内容】

● 沿岸州を獲得

→ウラジオストクの建設

１８６０～ 西トルキスタン（中央アジア）を併合

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿の３ハン国
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１８７５ 日本との＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

１８７７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

露 ｖｓ トルコ （バルカン半島の正教徒は露に加担）

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

【内容】

● ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の独

立

● 大ブルガリア公国の建設（ロシアの自治領）

→この条約に対して他の列強が反対し、＿＿＿＿＿＿＿＿会議が開かれる。

ｃｆ；ビスマルク「忠実な仲買人」

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

【内容】

● 大ブルガリア公国をトルコ支配下に置く

● 墺が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を管理下におく

● 英の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿島領有

１８８１ 清とイリ条約を締結

９１ 露仏同盟 シベリア鉄道着工（フランス資本の援助）

９５ 三国干渉

９６ 東清鉄道敷設権獲得

９８ 旅順大連租借

０４ 日露戦争勃発
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３ アメリカ合衆国の発展とラテンアメリカ諸国

“フロンティア”の西漸

ａ）合衆国の発展

① 連邦派と反連邦派の対立

・連邦派

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。＿＿＿＿＿＿＿＿＿、アダムス（２代大統領）が中心とな

る。中央集権主義。

・反連邦派

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。＿＿＿＿＿＿＿＿＿（３代大統領）が中心となる。地方分

権主義。

② ＿＿＿＿＿戦争（１８１２～１４）

・・・ナポレオン戦争中、イギリスが合衆国と欧州大陸との海上封鎖を行い、勃発。ナポレオン

戦争終結によって、講和となる。イギリス工業品の流入が停止し、合衆国の産業発展が進行

し始めた（経済的な独立）。
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③ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿（任：１９１７～２５）による孤立主義

☆ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・教書によって発表。ラテンアメリカ諸国の独立に対し、ウィーン体制諸国の干渉を排除す

ることが狙いである。以後も欧州諸国との相互不干渉が現れた外交政策となる。

④ ジャクソン大統領の政策

☆ ジャクソニアン＝デモクラシー

● 白人男子普通選挙

● インディアン迫害（インディアンの強制移住）←西部開拓

● （黒人への）奴隷制推進

ｂ）南北戦争

① 南北戦争まで

１８２０ ＿＿＿＿＿＿＿＿協定

・・・自由州から奴隷州かもめた末、以後、３６°３０´Ｎには奴隷州を設けないとする。

５４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿法

・・・将来、自由州とするか奴隷州とするかは住民が決定。

☆ 共和党成立

北部 南部

州 自由州 奴隷州

基盤政党 共和党 民主党

地方自治 連邦主義（中央集権） 集権主義（地方分権）

産業 商工業 プランテーション

その他 保護関税 自由貿易・夜警国家
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② 南北戦争

６０ ＿＿＿＿＿＿＿＿が大統領に就任

６１ 南部が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国を結成する（首都；＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

→南北戦争開戦

北の将軍；＿＿＿＿＿＿＿ ｖｓ 南の将軍；＿＿＿＿＿＿＿

６２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿法

・・・公有地を開墾すると、無償で土地を獲得できる。西部の北部支持が確定。

→西漸運動が進展

６３ ＿＿＿＿＿＿＿＿による＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿演説

「人民の人民による人民のための政治」

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿宣言

・・・

【背景】 イギリスの介入を防ぐ

６５ 終戦

＿＿＿＿＿＿＿＿暗殺

＜黒人の権利拡大＞

６５ 黒人自由権 ／ ６８ 黒人市民権 ／ ７０ 黒人公民権

ｃ）南北戦争後

１８６７ ロシアよりアラスカ買収

６９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿完成

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿完成と同年

８６ アメリカ労働総同盟（ＡＦＬ）の成立 （ｂｙサミュエル＝コンパーズ）

・・・８時間労働などを主張。社会主義運動や政治運動とは無関係に熟練工の地位向上

を目指した。

☆ 人民党

・・・農業系政党。価格上昇を要求。
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９０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の消滅

【影響】

① 実力主義

② ＿＿＿＿＿＿が働き、地位向上。

③ 「機会」創設→安全弁

④ 国内市場の発展、工業化

⑤ ＿＿＿＿＿＿＿主義政策が遅れる

→今後、カリブ海、太平洋地域に進出開始

☆ 当時のアメリカの産業と社会について

● トラスト主体

・・・同一業種内独占単一企業

● 日系移民が労働力へ

＜移民の歴史＞

～１８８０ 西欧・北欧

１８４０～５０ アイルランド

１８４８～ ドイツ

１８８０～ 南欧・東欧

１９００～ アジア系が急増

１９３０～ ユダヤ人

１９４０～ ラテンアメリカ諸国

１９６０～ 再びアジア系など

特に南ベトナム移民が急増

● 産業革命の進展により、工業力がイギリスを突破
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４ メキシコ

１８２１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿から独立（＿＿＿＿＿＿＿＿＿の指導）

・・・当時はテキサスやニューメキシコ・カリフォルニアなども含んでいた

１８３６ テキサスがメキシコより独立（４５年にアメリカに併合）

１８４８ アメリカ・メキシコ戦争に敗北

・・・ニューメキシコ・カリフォルニアなど、莫大な領土を喪失

１８５８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿による自由主義的改革

・・・インディアン出身。メキシコ内乱（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）が発生。

＜＿＿＿＿＿＿＿＿＿＞

・・・ナポレオン３世が内乱に乗じて出兵。オーストリア皇族の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を帝位

に就けるが、挫折し撤兵。

１８７６～ ＿＿＿＿＿＿＿＿による長期独裁

・・・反動化し、米英資本を投入。貧富の差が拡大する。

１９１０～メキシコ革命

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿による＿＿＿＿＿＿＿＿＿打倒。合衆国の干渉にあいつつも、１７

年にメキシコ憲法制定。

１９３４～４０ カルデナス政権

・・・社会主義的政策。重要産業の国有化。
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５ １８世紀の文化

＜芸術＞

文
学

古典主義

●ローマ・ギリシア文化の理想化

ゲーテ 独 「若きウェルテルの悩み」

シラー 独 「ヴィルヘルム＝テル」

ロマン主義

●反啓蒙主義 ●人間の個性と感情 ●自由主義・国民主義運動

ノヴァーリス 独 「青い花」

グリム兄弟 独 「グリム童話」

ハイネ 独 ユダヤ系革命詩人

ユーゴ 仏 「レ＝ミゼラブル」

アンデルセン デ 童話

バイロン 英 ギリシア独立戦争に参戦

プーシキン 露 「大尉の娘」（プガチョフの乱を題材）

写実主義

●反ロマン主義 ●人間・社会をありのままに表現

スタンダール 仏 「赤と黒」

バルザック 仏

フロベール 仏 「ボヴァリー夫人」

ディケンズ 英

ドストエフスキー 露 「罪と罰」

自然主義

●現実社会（資本主義社会）の矛盾を表す ●自然科学的観察

ゾラ 仏 ドレフュス事件 「居酒屋」

モーパッサン 仏 「女の一生」

イプセン ノ 「人形の家」

トゥルゲーネフ 露 「父と子」

トルストイ 露 「戦争と平和」

美
術

古典主義 ダヴィド 仏 ナポレオン１世の宮廷画家

ロマン主義 ドラクロワ 仏 「シオの虐殺」 「民衆を導く自由の女神」

自然主義 ミレー 仏 農民生活

ゴヤ 西
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＜哲学・思想など＞

写実主義 クールベ 仏 「石割り」 パリ＝コミューンで活躍

印象派

マネ 仏

対象物からの直接的印象モネ 仏

ルノワール 仏

後期

印象派

セザンヌ 仏

原色による明るさゴーガン 仏

ゴッホ 蘭

音
楽

古典派 ベートーヴェン 独

ロマン主義

シューベルト 墺 「交響曲」

ショパン ポ ピアノの詩人

ワグナー 独

哲学

カント 独 合理論と経験論を統合し、ドイツ観念論哲学

フィヒテ 独 ベルリン大学学長 「ドイツ国民に告ぐ」

ヘーゲル 独 弁証法哲学

コント 仏 実証主義哲学

ベンサム 英 「最大多数の最大幸福」 功利主義

スペンサー 英 進化論を哲学に導入

キルケゴール デ 実存主義

ニーチェ 英 超人について

経済思想

アダム＝スミス 英 「諸国民の富」（「国富論」）

リカード 英 「経済学および課税の原理」

マルサス 英 「人口論」

リスト 独 ドイツ関税同盟（保護主義貿易）を主張

社会主義思想

バブーフ 仏 総裁政府打倒の陰謀

オーウェン 英 ニューハーミニー村 （空想的社会主義）

サン＝シモン 仏 産業社会 （空想的社会主義）

フーリエ 仏 「ファランジュ」 （空想的社会主義）

ルイ＝ブラン 仏 国立工場 （空想的社会主義）

プルードン 仏 無政府主義
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＜科学＞

＜探検＞

ブランキ 仏 暴力革命とプロレタリアート独裁

マルクス 独
「共産党宣言」 「資本論」

第１インターナショナル （科学的社会主義）

エンゲルス 独 「資本論」（マルクスと共著） （科学的社会主義）

歴史
ランケ 独

ロマン主義による自国の研究

国家統一の悲願 「世界史概観」

ギゾー 仏 ７月王政の文相・首相

法学 サヴィニー 独 歴史法学

ファラデー 英 電磁誘導の法則

マイヤー 独 エネルギー保存の法則

ヘルムホルツ 独 エネルギー保存の法則

ダーウィン 英 「種の起源」

メンデル 墺 遺伝の法則

パストゥール 仏 狂犬病予防

コッホ 独 コレラ菌発見 ツベルクリン開発

モールス 米 電信機発明

ベル 米 電話機発明

マルコーニ 伊 無線送信を開発

エディソン 米 蓄音機／白熱球／映画

ダイムラー 独 自動車発明

ライト兄弟 米 飛行機発明

タスマン 蘭 オーストラリア南方やニュージーランド発見

クック 英 オーストラリア東岸など太平洋地域を探検

リヴィングストン 英 ナイル川の水源調査

スタンリー 米 コンゴ探検

ピアリ 米 北極点に到達

アムンゼン ノ 南極点に到達
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６ 社会主義思想

① 空想的社会主義

② 無政府主義

・・・プルードン、バクーニン、クロポトキン

③ 科学的社会主義

④ 国際社会主義運動

ｃｆ；ロシア社会民主労働党

⑤ 社会民主主義

・・・暴力革命を否定し、議会制民主主義による社会改良

● ドイツ社民党、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の＿＿＿＿＿＿主義

● イギリス＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿協会（ウェッブ夫妻、後の労働党）

オーウェン 英 ニューハーミニー村

サン＝シモン 仏 産業社会

フーリエ 仏 「ファランジュ」

ルイ＝ブラン 仏 国立工場

マルクス 独 「共産党宣言」 「資本論」 第１インターナショナル

エンゲルス 独 「資本論」（マルクスと共著）

組織 第１インターナショナル 第２インターナショナル 第３インターナショナル

年 1864 年 1989 年 1919 年

本部 ロンドン パリ モスクワ

中心 ドイツ社会民主党 ロシア共産党

特色

●マルクス派とプルード

ン派の対立

●パリコミューン成立に

より解散

●無政府主義を廃し、マ

ルクス派が主導

●各国政党が１次大戦

を支持し、崩壊

●仏ではサンディカリス

ム（労働組合を指向）

が派生

●別称、コミンテルン

●人民戦線戦術
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よく出る世界史 Ｃｈａｐｔｅｒ．８ 『帝国主義』

＜今回扱う時代について（～１８９０）＞

他地域の様子

１６９９

１７６８

８７

９３

１８０４

０５

１６

１９

２１

２８

２９

３０

３１

３３

３９

４０

４７

４８

５１

５３

５４

５６

５７

カルロヴィッツ条約

露土戦争 → ７４クチュク・カイナルジ条約

露土戦争

マカートニーが清を訪問

ワッハーブ帝国成立

ムハンマド＝アリーのエジプト総督承認

アマーストが清を訪問

英、シンガポールを獲得

ギリシア独立戦争

トルコマンチャーイ条約

ギリシア独立承認

仏、アルジェリアを占領

ジャワで強制栽培制度開始

第１次エジプト・トルコ戦争

→エジプト独立

ギュルハネ勅令（タンジマート開始）

第２次エジプト・トルコ戦争

アヘン戦争 → ４２ 南京条約

ロンドン会議

リベリア独立

トランスヴァール共和国成立

太平天国の乱（～６４）

クリミア戦争（～５６）

ペリー襲来 → ５４ 日米和親条約

オレンジ自由国

パリ列国会議（パリ条約）

セポイの乱（～５８）

８９

０４

１４

１５

２５

３０

３１

４８

５２

フランス革命勃発

仏、第一帝政

ウィーン会議（～１５）

神聖同盟・四国同盟

デカブリストの乱

７月革命

ベルギー独立

２月革命

第二帝政
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５８

６０

６１

６４

６７

６８

６９

７３

７５

７６

７７

７８

７９

８１

８２

８４

８５

８６

８７

８８

８９

ムガル帝国滅亡

日米修好通商条約

愛琿条約

仏越戦争（～６２）

北京条約 → 同治中興の開始

農奴解放

太平天国滅亡

アラスカ、米領に

ブハラ＝ハン国、露領に

スエズ運河

三帝同盟

仏、第３共和国憲法

ミドハト憲法

日朝修好条規

露土戦争（～７８）

インド帝国

サンステファノ条約 ベルリン条約

保護関税法

仏領チュニジア

三国同盟成立 英、エジプト占領

清仏戦争（～８５）

→ ８５ 天津条約

インド国民会議

コンゴ自由国

ＡＦＬ成立

独露再保障条約

ヴィルヘルム２世

エッフェル塔

６１

７１

８４

イタリア王国成立

アメリカ南北戦争

独帝国

仏、第３共和制

第３回選挙法改正
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１ 帝国主義概論

ａ）帝国主義とは何か

帝国主義とは、独占金融資本主義の段階の資本主義国が展開した世界政策である。第２

次産業革命とも言える重工業の急速な発展、独占資本の形成、そして、産業資本と銀行資

本が結合した金融資本が成長した。

☆ 帝国主義 ← 独占的金融資本

● 征服（領土拡大）

● 他民族支配 → 抑圧・軍国主義（→国民生活圧迫）

１９Ｃ中期（１８５０頃～） 第２次産業革命（特に、独・米）

【第２次産業革命の背景】

石炭に代わり、石油と電気がエネルギーや原料として登場し、軽工業から鉄を中心とする

重工業や石油工業への飛躍的な発展を遂げた。

⇒重化学・電機工業 ⇔ 農民の不満

＝大企業中心

→ 独占資本：カルテル（価格協定）、トラスト（同一業種合併）、コンツェルン（財閥）

ｂ）特色

① 金融資本の形成により、独占資本が強化され、国の政策を左右する。

② 余剰資本が海外の植民地・従属国に投下され、資本の輸出が行われた。

・・・それまでの植民地の役割は、単に原料供給地・商品市場であった。

③ 独占資本によって世界市場の分割が行われた。

④ 植民地再分割のための戦争政策

⑤ 国内矛盾（国内問題）を対外問題に転化

ｃ）影響

① 社会主義運動の激化

② 世界再分割をめぐる列強間の対立

③ 植民地の民族運動の激化
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２ アラブ、イスラム地域の動向

ａ）オスマン＝トルコの衰退 ― 瀕死の重病人

１６９９ 第２回＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が失敗し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約で

ハンガリーなどを＿＿＿＿＿＿＿＿＿に割譲

１７４４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国（第一次）がアラビア半島で成立

１７７４ クチュク＝カイナルジ条約

・・・黒海北岸のクリム＝ハン国が独立し、後にロシア領となる。

１７９８ ナポレオンの＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿遠征

１８０５ エジプト太守＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の改革開始

１８２１ ギリシア独立戦争（～２９）

トルコ（＋エジプト） ｖｓ ギリシア＋英仏露

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約で独立を承認

※ 黒海と＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿両海峡の自由航

海権を承認
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１８３１ 第１次＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

エジプト＋英仏墺 ｖｓ トルコ＋露

・・・ウンキャル＝スケレッシ条約でエジプトのシリア領有を認める。

※ ロシア以外の両海峡通行禁止

１８３９ 第２次＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

エジプト＋仏 ｖｓ トルコ＋英、露など

・・・海峡条約でエジプト総督の世襲権が認められるが、エジプトはシリアは放棄

※ 外国軍艦の両海峡通行禁止

１８３９ イェニチェリ全廃など軍制改革を行った＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に代わり、＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が即位。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿勅令によって＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿（恩恵改革）を開始

・・・司法・軍事・財政・行政・文化の諸改革。“上からの近代化”

１８５３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争が勃発

・・・ロシアがオスマン領内の正教徒保護を口実に開戦した戦争。

露 ｖｓ トルコ＋英、仏、墺、サルディニア

→ロシアが敗北し、再び南下が阻止される。パリ条約が結ばれる。

【内容】

● トルコの独立と領土保全

● 黒海の中立

１８７６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿憲法制定（宰相の名に因む）

・・・アジア初の憲法。二院制議会と責任内閣制。

１８７７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

・・・オスマン領バルカン半島のスラヴ系民族の反乱への弾圧に乗じて勃発

露 ｖｓ トルコ （バルカン半島の正教徒は露に加担）

☆時の皇帝＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿によって憲法廃止し、皇帝専制が復活
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＜＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約＞

【内容】

● ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

の独立

● 大ブルガリア公国の建設（ロシアの自治領）

→この条約に対して、ロシア以外の他の列強が反対し、＿＿＿＿＿＿＿＿会議が開催

＜＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約＞

【内容】

● 大ブルガリア公国をトルコ支配下に置く

● 墺が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を管理下におく

● 英の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿島領有

１８８９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿結成

・・・立憲運動組織

１９０８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿革命が成功

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿は退位させられ、憲法が復活。立憲旺盛

の樹立と西欧的自由主義を目指す。

ｂ）エジプト

１８６９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿開通

・・・フランス人＿＿＿＿＿＿＿＿＿が中心となる

※同年に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿開通

１８７５ エジプト政府が財政危機となり、保有株式をイギリス政府（首相；＿＿＿＿＿＿＿＿）

に売却。以後、イギリスの干渉が始まる。

１８８１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の反乱（～８２）

・・・外国支配の強化に反対する反乱。エジプトの民族運動である。イギリス軍が鎮圧

し、以後、保護国とされた。

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・列強に進出に対して、イスラム教徒の団結（パン＝イスラム主義）を唱える。
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ｃ）アラビア

① １８Ｃ中頃 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿派の発生

・・・原始イスラム教への復帰

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿家が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国を設立し、＿＿＿

＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿を中心にアラビア半島全域を支配する。

②エジプトのムハンマド＝アリーとの抗争

③＿＿＿＿＿＿＿を首都とする

→後の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿となる。

ｄ）ペルシア

＜＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝＞

首都；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（現在のイランの首都） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿系

・・・英露に挟まれ弱体化

１８２８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・ロシアにアルメニアを割譲し、＿＿＿＿＿＿＿＿権をみとめる。以後、他の列強にも同様

の権利が認められる。

１８４８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の乱

・・・サイイド＝アリー＝ムハンマドが自らをマフディー（救世主）と称して開祖した＿＿＿＿＿

＿＿教（階級差別の撤廃・男女平等などを主張）らの多くが参加した外国勢力に反対する

反乱。

１８９１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿運動

・・・イギリス業者がタバコに関する独占的利権を獲得したことに反対する、民衆・承認・ウラマ

ーの反英・反国王運動

１９０５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿革命（～１１）

・・・英露に従属する政府に対して起こった立憲運動。憲法・議会が設立されるも、

英露の干渉により挫折する。
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ｅ）アフガニスタン

首都；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・同じく英露の２大勢力に挟まれる

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

・・・イギリスがロシアの南下に対して行った侵略戦争

第一次；イギリスが大敗

第二次；イギリスがアフガンの保護国化に成功

第三次；イギリスがアフガンの独立を承認

３ インド

ａ）ムガル帝国滅亡まで

１７５７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦い

・・・＿＿＿＿＿＿率いるイギリス軍が勝利

→＿＿＿＿＿＿はベンガル総督へ

以後、イギリスは ①＿＿＿＿＿＿＿＿、

②＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、③＿＿＿＿

＿＿＿＿の順に征服し、インドの大半を支

配下に置く。（但し、＿＿＿＿＿＿＿による

統治）

☆ 失権の原理

・・・藩王国（マハラージ）をとり遺して、植民地を拡大

☆ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿制（主に北インド）

・・・旧来の地主・領主を土地所有者として扱い、国税の徴収の責任者とする制度

☆ ライヤットワーリー制

・・・イギリスが直接徴税
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１８１３ 東インド会社の貿易独占権廃止

１８２０～ 綿布輸入国へ転落

・・・伝統的手工業では失業者が発生し、反英運動が増す。

◎ イギリス支配下インドでの社会変化

① 新地税制度 → 新興地主と小作人 → 農村における階層分化

② 原料供給地と販売先として、専ら収奪される貿易

③ 新三角貿易

１８５７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿の乱（→インド大反乱）→ 鎮圧（５９）

【担い手】 封建的領主、都市住民、農民、職人

・・・当初はイギリス人をところ構わず襲い、追い出す。しかし、ムガル皇帝が反乱を統一化し

ようと試みるも、各藩王が従わず、それぞれ独立した行動を行う。結果、本国から大軍を送

ってきたイギリスに敗れ去る。

ｃｆ；ラクシュミー＝バーイーの活躍

１８５８ ムガル帝国滅亡（最後の皇帝；バハードゥール＝シャー２世）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿解散

・・・以後、カルカッタにインド政庁を設置し、本国による直接支配を行う。

☆ 反乱後のイギリス政策

① 藩王国

② 鉄道敷設

③ 民族資本家の経営促進

◎ 緩和政策

① 農業// 地主による収奪を制限、耕作権（小作人）を保護

② 工業// 民族資本家 → 自由な企業活動が容認
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１８７７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿成立

・・・皇帝はイギリス国王が兼任。初代皇帝；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

１８８５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿結成

・・・イギリスがインド人の不満をそらすために設置。承認、地主、知識人の代表で組織。

【初期の指導者】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿

【第一回開催地】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿

１９０５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿令

・・・インド総督＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が反英運動の分断を狙って、＿＿＿＿＿＿＿教

徒の多い西部と＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿教徒の多い東部に分割。

→反英運動激化

１９０６ インド国民会議＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿大会

【指導者】＿＿＿＿＿＿＿＿＿、パール

・・・４綱領を採択

① ＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・イギリス製品ボイコット

② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・国産品愛用

③ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・自治・独立

④ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿

１９０６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿結成

・・・イギリスの支援で結成。インドの政治運動の分断を図る。

１９０９ インド統治法

・・・参事会にインド人を加え、選挙権も与える。
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４ 東南アジア

ａ）オランダ

１６０２ オランダ東インド会社設立

１６１９ ジャワに＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を建設。植民地経営の拠点とする。

１６２３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿諸島＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿でイギリス大使館員を皆殺し。以後、

オランダの香料諸島征服が確立し、イギリスはインド支配へ向かっていった。

１７９９ 東インド会社解散

１８３０ 東インド総督＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿＿制度を開始

・・・一定の土地にコーヒー、サトウキビ、藍などを栽培させ、安価で買い上げた。

１８７３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争（～１９０４）により＿＿＿＿＿＿＿＿＿島領有

１９０４ オランダ領東インド成立

☆＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿による民族運動
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ｂ）フランス

①ベトナムで＿＿＿＿＿朝の成立

１７７１ ＿＿＿＿＿＿＿＿の乱により＿＿＿＿＿＿＿朝成立

１８０２ ＿＿＿＿＿＿＿＿がフランス人宣教師＿＿＿＿＿＿＿＿＿の援助により、＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿を建国

＜首都＞＿＿＿＿＿＿＿＿＿

②植民地支配へ

１８５８ ＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約でフランスが＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を獲得

１８６３ ＿＿＿＿＿＿＿＿を保護国化

１８６７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿を支配

ｃｆ；黒旗軍、劉永福の抵抗

１８８３ ＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・ベトナム全域を保護国化

１８８４ ＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

１８８７ 仏領＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿成立

【総督府】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

１８９３ ラオスを編入

☆＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿による民族運動

・・・＿＿＿＿＿＿＿会を結成し、＿＿＿＿＿＿＿運動を展開するが失敗

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿協約による挫折
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ｃ）イギリス

１８１９ イギリスの＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を買収

１８２４ 第１次ビルマ戦争

１８２６ ＿＿＿＿＿＿＿植民地（ペナン、マラッカ、シンガポール）が成立

１８８５ 第３次ビルマ戦争で＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝滅亡

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に編入される

１８９５ 英領＿＿＿＿＿＿＿＿＿連邦成立（現在のマレーシア）

ｃｆ；タイのラーマ４世、ラーマ５世による近代化政策への努力と独立維持

５ 大西洋・大西洋地域

ａ）フィリピン

①スペインによる支配

【拠点】 ＿＿＿＿＿＿＿＿

←１８９２～ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿による抵抗運動
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＜フィリピン革命発生＞

ボニファシオ、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿による抵抗

②アメリカによる支配

＜＿＿＿＿＿＿＿戦争＞

・・・アメリカはフィリピンに独立約束

→パリでの講和条約により、アメリカがフィリピンを保有

１８９９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿＿共和国を建設

←アメリカ・フィリピン戦争により挫折

ｂ）その他太平洋

① 探検

１６４２～４３ オランダ東インド会社の＿＿＿＿＿＿＿＿＿による探検

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、トンガなどを発見

１７６８～７９ イギリス海軍＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿による探検

・・・オーストラリアの領有などを行う。

☆ ゴールドラッシュを機に流刑植民地から自由移民植民地へ

② 帝国主義勢力による分割

ドイツ→ミクロネシア中～北部

・・・ビスマルク諸島やマリアナ諸島、マーシャル諸島、ニューギニア西北部など

イギリス→メラネシア、ポリネシア中部

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（０１年に自治領）、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（０７年に自治領）、

ニューギニア西南部

アメリカ→ポリネシア北部、グアム、フィリピン

・・・ハワイ諸島周辺なども

フランス→ポリネシア南部、ニューカレドニア島など
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ｃ）カリブ海政策とアメリカ帝国主義

１８９０頃 アメリカ合衆国；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の消滅

→国内市場一体化→資本主義進出

＜＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿主義＞

・・・アメリカ大陸諸国の相互結合を緊密にしようとする考え。当初はウィーン体制に対しラテ

ンアメリカ諸国の団結と協力を目指したが、次第に、アメリカ合衆国の下に南北アメリカを置こ

うとする方向に転換された。

→カリブ海政策

・・・カリブ海を軍事的、政治的に鎮圧しようとする政策

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議 第一回ワシントン会議

◎アメリカ＿＿＿＿＿党政権による帝国主義

① ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿大統領（任；１８９７～１９０１）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿併合し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争で＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿

＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿を獲得し、キューバを独立させる。

→キューバに対しては＿＿＿＿＿＿＿＿＿条項を押し付け、事実上の保護国とする。

ｃｆ；国務長官＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿による＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿宣言

・・・中国市場参入を目的として、列強に対して中国に対する保障を求めた宣言。門戸開放、

機会均等、領土保全を訴える。
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② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿大統領（任；１９０１～０９）

１．革新主義

・・・自由競争の復活のために、独占の規制、労働者保護を目指す。

←反トラスト法の制定

＜当時の主なトラスト＞

・ ロックフェラー 石油

・ カーネギー 鉄鋼

・ モルガン 銀行家→財閥化

２．＿＿＿＿＿外交

・・・カリブ海諸国に対し、軍事力を背景とする外交政策を展開。

ｅｇ；＿＿＿＿＿＿＿＿独立

・・・コロンビアからの独立を援助し、＿＿＿＿＿＿＿＿運河を築く（１９１４年に開通）。

③ タフト大統領（任；１９０９～１３）

◎ドル外交の推進

・・・海外投資の拡大によって、政治的・経済的影響力を増大する。
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６ アフリカ

Ⅰ．１５Ｃ中～ ＿＿＿＿貿易

・・・１２００万人が西インドへ

【影響】

① 大量のアフリカ人流出により、アフリカ社会とその文明は停滞し、破壊された。

⇔自給自足体制の崩壊 “暗黒大陸”

② この貿易によって、ヨーロッパ、特に、イギリスは巨大な利益を得た。

Ⅱ．１９Ｃ前半 自由貿易時代へ

・・・１８３３年 イギリス；奴隷解放

・ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（英）←＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（米）による探検

・ ＿＿＿＿＿＿＿（医療伝道団）の推進

Ⅲ．１８６９年、＿＿＿＿＿＿＿＿＿開通（フランス人＿＿＿＿＿＿＿＿＿による）

・・・帝国主義時代と急速な分割
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≪イギリス＿＿＿＿＿＿＿政策≫

＜エジプト＞

・ スエズ運河会社株式の買収（英）

・ 国家財政の英仏共同管理

・ アラービー＝パシャの乱 「エジプト人のエジプト」

←アフガニーの影響

・ スーダンで＿＿＿＿＿＿＿＿＿の反乱

【首謀者】 ムハンマド＝アフマド

ｃｆ；ゴードンの戦死

→エジプト・イギリスの共同統治

＜南アフリカ＞ ＿＿＿＿＿＿＿＿植民地

・・・オランダ系の＿＿＿＿＿＿＿＿人が居住

１８１５ イギリス領となる。 ３３年に奴隷制廃止

・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿人は北に移動→金、ダイヤモンドの発見

１８９０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が植民地首相となる

・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（現在のジンバブエ）を征服

＜＿＿＿＿＿＿＿戦争＞

・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の＿＿＿＿＿＿人共和国を征服

→＿＿＿＿＿＿＿＿人に先住黒人に対する優越を与える（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

１８９９ チェンバレン（統一党）（～０２）

☆ ＿＿＿＿＿＿政策

・・・カイロ、ケープ、カルカッタ

⇔＿＿＿＿＿＿政策と対立
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≪フランス＿＿＿＿＿＿＿政策≫

・・・アルジェリア、チュニジア、セネガル、モロッコ、マダガスカルなどを征服

⇒１８９８．７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件発生

・・・英仏両軍がスーダン南部で衝突・対立。フランスが譲歩し、スーダンは英支配下に置か

れた。

≪イタリア≫

・・・トリポリタニア、ソマリランドを征服するが、＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦いでエチオピアに敗

れる

≪ドイツ≫

・・・カメルーン、タンザニアなど

１９０５年、１９１１年に＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件を起こす

≪ベルギー≫

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を＿＿＿＿＿＿＿＿に探検させ、＿＿＿＿＿＿＿＿＿国と

し、征服する。

※＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿以外は全て列強に侵略される。
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７ 東アジア ― 清の滅亡

ａ）アヘン貿易の背景

＜乾隆帝＞

１７９３ イギリスのマカートニー来清

９６ ＿＿＿＿＿＿＿＿の乱

△ 八旗、緑営 ◎ 郷勇

＜嘉慶帝＞

９９ 嘉慶帝親政 → ＿＿＿＿＿を処刑

１８１６ イギリスの＿＿＿＿＿＿＿＿来清

☆ 三跪九叩頭の礼を断り謁見できず

＜＿＿＿＿＿＿＿帝＞

☆ イギリスは自由貿易（真っ当な貿易）を諦め、インド産アヘンを売りつける貿易によって、

銀の回収を目論む

→新三角貿易
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ｂ）アヘン戦争

１８３９ 欽差大臣＿＿＿＿＿＿＿＿＿を上海に派遣

・・各国商人の所有するアヘンを廃棄

ｃｆ；魏源『海国図示』

４０ ＿＿＿＿＿＿＿＿戦争勃発

・・・船団で沿岸を高劇。清が降伏。

ｃｆ；平英団

・・・住民の組織した自衛軍で、イギリス軍を攻撃。民衆の反英闘争。

→ ４２ ＿＿＿＿＿＿＿条約

【内容】

① 領事裁判権

② 関税協定権

③ 賠償金

④ 対等貿易

⑤ ＿＿＿＿＿＿＿割譲

⑥ ５港開港

・・・広州、福州、厦門、寧波（ネイポー）、上海

→同様に不平等条約を他の列強と結んでゆく

対米；＿＿＿＿＿＿＿条約

対仏；＿＿＿＿＿＿＿条約

ｃｆ；虎門寨追加条約

・・・最恵国待遇、土地租借と居住権を認める。

⇒以後、広州の発展；開港地に＿＿＿＿＿＿の出現

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BA%83%E5%B7%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8F%E5%B7%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%A7%E6%B3%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8A%E6%B5%B7


- 201 -

ｃ）太平天国の乱、アロー戦争

＜＿＿＿＿＿＿＿帝＞

５１ ＿＿＿＿＿＿＿＿の乱発生

【指導者】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

【母体団体】 キリスト系の＿＿＿＿＿＿＿＿会

【出発地】 広西省金田村 客家（広東、広西、福建など人々）らに支持を受ける

・民族主義的団体であり、「＿＿＿＿＿＿＿＿」を訴える

・５３ ＿＿＿＿＿＿＿占領 ＿＿＿＿＿＿＿と解消し、首都とする。

【政策】

① 土地制度；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿制度

② 禁欲

③ 売買婚禁止

④ ＿＿＿＿＿＿平等

⑤ 農民尊重

⑥ 辮髪、纏足 禁止

【背景】

① アヘン貿易による銀大量流出

② 賠償金支払いのための困窮

ｃｆ；同時期に華北では＿＿＿＿＿軍の反乱

５６ ＿＿＿＿＿＿＿＿事件 → ＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

・・・英仏合同軍が清を攻撃。アヘン戦争と同様に、敗れる。＿＿＿＿＿条約を結ぶも、

清が条約を破り、再戦し、首都を占領（＿＿＿＿＿＿＿＿を焼き払う）。

→６０ ＿＿＿＿＿＿＿条約

① ＿＿＿＿＿＿＿など１１港を開港

② イギリスに対して＿＿＿＿＿＿＿＿＿南部を割譲

③ ＿＿＿＿＿＿＿＿の許可

④ 北京に＿＿＿＿＿＿＿を設置

・・・これに対応するため清政府は外務省に当たる＿＿＿＿＿＿＿＿＿を設置
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⑤ 仲介を果たしたロシアに対して＿＿＿＿＿＿＿＿＿割譲

ｃｆ；５８ 愛琿条約で黒竜江を国境に

・・・ロシアはその地に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿軍港を建設

＜＿＿＿＿＿＿＿帝＞

６４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の乱鎮圧

【鎮圧に活躍した勢力】

① ＿＿＿＿＿＿＿＿の湘軍

② ＿＿＿＿＿＿＿＿の淮軍

③ イギリス陸軍＿＿＿＿＿＿＿＿＿の＿＿＿＿＿軍

（ウォードは戦死したが、＿＿＿＿＿＿＿＿が活躍）

⇒＿＿＿＿＿＿＿＿運動

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿、左栄棠など漢人官僚

【背景】 外国情勢

６１ イタリア戦争 ６１ 南北戦争 ６６ 普墺戦争 ７０ 普仏戦争

７７ 露土戦争 ７８ ベルリン会議

その他・・・英//内政充実 仏//インドシナ出兵

【理念】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・これまでの儒学中国を主体とする政府システムを継続。その上での部分的近代化。

【影響】

① 一時的な国力回復をもたらす（＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

② 軍閥抗争

③ 国内関税がその財源とされたが、外国商品は免税のため、自国産業が苦しむ。

④ 官僚資本主義→腐敗
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ｄ）日清戦争

＜＿＿＿＿＿＿＿＿帝＞

朝鮮≫

８２ ＿＿＿＿＿＿軍乱

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（反日派）失脚

←清朝に介入により失敗

→当時の皇帝高宗の妃である＿＿＿＿＿＿の勢力は親日から親中に転じ、＿＿＿＿

＿＿党を結成する。

８４ ＿＿＿＿＿＿政変

・・・親日の＿＿＿＿＿＿党の＿＿＿＿＿＿＿＿＿によるクーデター

→失敗

９４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿乱（甲午農民戦争）

【指導者】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

→＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

・・・陸海軍ともに清へ進撃し、勝利

→＿＿＿＿＿＿＿条約

【内容】

① 朝鮮の独立（大韓帝国に国号変更）

② ＿＿＿＿＿＿＿島、＿＿＿＿＿＿＿半島、＿＿＿＿＿島を割譲

←三国干渉

③ 多額の賠償金

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿の建設へ

④ 日本企業の＿＿＿＿＿＿＿権

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿により中国への列強資本輸出が加速

→東アジア（特に中国）への帝国主義時代の幕開け

【戦争敗北の位置付け】

☆ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の失敗
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→＿＿＿＿＿＿＿＿＿らによる＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿運動

・・・明治維新をモデルとした議会政治を目指す。

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿学派・・・考証学を批判

→旧勢力の＿＿＿＿＿＿＿＿＿が指導するクーデターにより失敗する。

（＿＿＿＿＿＿＿の政変）

９９ アメリカ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国務長官による＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿宣言

・・・他の列強に対して中国に対する機会均等や領土保全を訴える。

１９００ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件

（１９Ｃ後半からの＿＿＿＿＿＿＿運動・・・反＿＿＿＿＿＿＿＿教）

・・・「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」がスローガン

→この民衆運動に乗じて、清国政府は列強に対し宣戦布告。しかし、首都占領。

→辛丑条約（＿＿＿＿＿＿＿＿＿議定書）（０１）

・・・賠償金、外国軍駐留などを認める

→列強の進出（半植民地化）激化

＜英＞威海衛、九龍半島

＜仏＞広州湾

＜独＞膠州湾

＜露＞旅順、大連、東清鉄道（三国干渉の代償）、南満州鉄道建設

＜日＞福建省など

※ 参考 ― 日本の明治維新前後

５３ ペリー来航

５４ 日米和親条約

５８ 日米修好通商条約

６８ 明治維新

７４ 台湾出兵

７５ 千島・樺太交換条約

江華島事件

７６ 日朝修好条規（光華条約）

７９ 琉球編入

８９ 明治憲法
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ｅ）日露戦争と日韓併合

① 日本大使館による＿＿＿＿＿＿殺害事件により、親日派後退

・・・朝鮮はロシアに接近

② ＿＿＿＿＿＿＿＿同盟により日本は後ろ盾を確保

→義和団事件後、ロシア軍が満州に駐留

③ ＿＿＿＿＿＿＿戦争勃発（１９０５）

→日本軍は、

陸では＿＿＿＿＿＿占領し、奉天で大勝利

海では＿＿＿＿＿＿会戦でロシアのバルチック艦隊を撃破

→ロシア国内では＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件により第一革命が勃発

⇒＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約（セルドア＝ルーズベルトが仲介）

・・・日本は、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（租借権）、＿＿＿＿

＿＿鉄道、韓国の保護権を獲得。

【定義】 極東における帝国主義の衝突

【影響】

（１） アジア民族運動鼓舞

（２） 英仏の対立

（３） ロシアのバルカン半島南下促進 → 第１次世界大戦

（４） ロシア革命への道

④ ＿＿＿＿＿＿＿＿協約にて保護国化を進行させる

＜第２次＞外交権剥奪

＜第３次＞軍隊解散、統監設置

→反日＿＿＿＿＿＿＿闘争、愛国啓蒙運動が展開

➄ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件（０７）

→＿＿＿＿＿＿＿＿条約（０９）

→＿＿＿＿＿＿＿＿併合（１０）

←伊藤博文が＿＿＿＿＿＿＿＿＿に暗殺

・・・韓国総督府を設置
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ｆ）清朝の滅亡

０５ 中国革命の父＿＿＿＿＿＿＿が中国同盟会を設立

←華僑、民族資本家の支援を受ける

ｃｆ；以前、興中会の運動に失敗

【＿＿＿＿＿＿主義】

・ 『＿＿＿＿＿＿＿』・・・清朝打倒

・ 『＿＿＿＿＿＿＿』・・・共和国建設

・ 『＿＿＿＿＿＿＿』・・・平均地権

０８ 清朝が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、国会開設公約を発表

・・・官制改革（科挙廃止）、産業育成、政治改革なども含む

１１ ＿＿＿＿＿＿＿暴動

←清朝政府による鉄道国有化政策発表←保路運動

＿＿＿＿＿＿＿蜂起

１２．１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿建国

【首都】 ＿＿＿＿＿＿＿ 【臨時大総統】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

．２ ＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿＿を退位させ、代わって臨時大総統に就任



インド ビルマ タイ カンボジア ベトナム インドネシア 中国

南ベトナム 北ベトナム マレー・スマトラ ジャワ

前１Ｃ マウリヤ朝 前漢

１Ｃ クシャナ朝 後漢

２Ｃ チャンパー

３Ｃ 三国時代

４Ｃ グプタ朝 扶南 南北朝時代

５Ｃ

６Ｃ クメール 隋

７Ｃ ヴァルダナ朝 シュリヴィジャヤ朝 唐

８Ｃ

９Ｃ アンコール朝 シャイレンドラ朝

１０Ｃ 北宋

１１Ｃ ガズナ朝 パガン朝 李朝

１２Ｃ ゴール朝 南宋

１３Ｃ 奴隷王朝 スコタイ朝 陳朝 マジャパヒト王国 元

１４Ｃ アユタヤ朝 マラッカ王国 明

１５Ｃ 黎朝 アチェ王国 マタラム王国

１６Ｃ ムガル帝国 トゥングー朝

１７Ｃ 阮氏 鄭氏 清

１８Ｃ アラウンパヤ朝 バンコク朝 西山朝

１９Ｃ インド帝国 阮朝 蘭領東インド

仏領インドシナ連邦

２０Ｃ ビルマ連邦 マライ連邦・蘭領東インド

インド連邦 ミャンマー連邦 カンボジア王国 南ベトナム 北ベトナム マレーシア王国・インドネシア共和国 中華民国



よく出る世界史 Ｃｈａｐｔｅｒ．９ 『世界大戦の時代』

９．１ 第一次世界大戦とロシア革命

＜今回扱う時代について（１９１３～１９２０）＞

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

６．２８

７

８

９

１

２

５

６

２

３

４

１１

１１．７

１

３

１１

１

３

６．２８

９

ウィルソン大統領（民）

サラエボ事件

第一次世界大戦勃発

タンネンベルクの戦い

マルヌの戦い

パナマ運河開通

対華２１か条の要求

フサイン＝マクマホン協定

ベルダン要塞の戦い

ユトラント沖海戦

ソンムの戦い

ロイド＝ジョージ内閣（英）

サイクス＝ピコ協定

独無制限潜水艦作戦

ロシア三月革命（ケレンスキー内閣）

米、対独宣戦

石井＝ランシング協定

ロシア十一月革命

バルフォア宣言

１４か条の平和原則（米）

ブレスト＝リトフスク条約

ドイツ革命 → １１．１１ コンピエーニュ休戦条約

パリ講和条約

第三インターナショナル（コミンテルン）結成

ヴェルサイユ条約

スパルタクス団の暴動

独、エーベルト政権発足

サン=ジェルマン条約
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１ 第一次大戦前の列強

ａ）大英帝国

＜イギリス帝国主義政策拠点＞

・・・ジブラルタル→マルタ→キプロス→スエズ→インド

⇔仏、アフリカ縦断政策

⇒ファショダ事件

☆＿＿＿＿＿＿＿＿帝国の発展

【指導者】

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿首相（保守党）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿植民地相（統一党）

１８７５ スエズ運河株買収

７７ インド帝国

７８ 第２次アフガン戦争 → ８１ アフガニスタン保護国化

８２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の乱を鎮圧し、エジプトを保護国化

【背景】 国内社会主義運動を植民地政策により減退させる

１８８４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿協会

【設立人】 ＿＿＿＿＿＿＿＿夫妻、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・漸進的社会改革（議会や選挙で実現）を主張

⇒＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿委員会へ発展

⇒＿＿＿＿＿＿＿＿党（１９０６）

・・・労働者の最低生活保障、基礎産業の国有化

１９１１ ＿＿＿＿＿＿＿＿法

・・・下院の優越が規定

１４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿自治法成立

２０

１

８

ソ連＝ポーランド戦争

国際連盟発足

セーヴル条約
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ｂ）フランス第三共和制

１８８７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件

・・・対独報復主義の右翼クーデター

９４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件

・・・反ユダヤ主義の排他的ナショナリズム

← ゾラ 「私は弾劾する」 ＜自然主義作家＞

ｃｆ； 反ユダヤ主義に対し、ヘルツェルの「＿＿＿＿＿＿＿＿＿運動」

１９０５ ＿＿＿＿＿＿＿＿党結成（ジョレス）

０６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿党

【指導者】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿首相

→帝国主義政策へ

ｃｆ；サンディカリスム

・・・議会主義を否定。労働組合の直接行動によって社会改革を達成しようとする。

ｃ）ドイツ

「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿内閣」 ユンカー＝大ブルジョワの提携

７８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿法

・・・社会保障政策（アメ）に対するムチの政策。これによってドイツ社会主義労働者党が

弾圧される。

７９ ＿＿＿＿＿＿＿関税法

「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿親政」

９０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿失脚

←国内恐慌打破、ロシア・イギリスとの有効嫌い

→帝国主義政策

・・・「世界政策」、艦隊建設

＜＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿党＞

【党綱領】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿綱領

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿による＿＿＿＿＿＿＿＿＿主義

・・・議会闘争と社会改良によって社会主義を実現
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２ 第一次世界大戦

ａ）背景

（ア）列強の国際関係

①独；ビスマルク体制（７１～９０）

・・・ ＿＿＿＿の孤立化（復讐に備える）

→７３＿＿＿＿＿＿＿＿同盟（→８７＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿同盟）

→８２＿＿＿＿＿＿＿＿同盟

②独；ヴィルヘルム２世の親政（９０～）

→バルカン進出企図→＿＿＿＿＿との同盟破棄

→９１＿＿＿＿＿＿同盟の成立
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③三国協商ＶＳ三国同盟（０７～１４）

→＿＿＿＿＿＿＿包囲網の成立

＜０７＿＿＿＿＿＿＿＿＞ ＜＿＿＿＿＿＿＿＿＿＞

☆勢力均衡・・・軍事バランスが崩れると戦争が発生。

（イ）バルカン問題・・・ バルカン半島＝「＿＿＿＿＿＿＿＿」

ロシアの＿＿＿＿政策 ドイツの＿＿＿＿政策

＆ 対立 ＆

＿＿＿＿＿＿＿主義 ⇔ ＿＿＿＿＿＿＿主義

↓

０５ 日露戦争 → ０８ ＿＿＿＿＿＿＿革命 （アブデュル＝ハミト２世廃位）

↓

墺；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿併合

大セルビア主義台頭

ブルガリア独立宣言

伊土戦争

１２ ＿＿＿＿＿＿同盟結成

【構成国】＿＿＿＿＿＿＿・＿＿＿＿＿＿・＿＿＿＿＿＿＿＿＿・＿＿＿＿＿＿＿＿＿

↓
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＜第１次＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争＞（１９１２～１３）

ロシア（＿＿＿＿＿＿＿＿＿主義） オーストリア（＿＿＿＿＿＿＿＿＿主義）

＿＿＿＿＿＿＿＿同盟 ⇔ オスマン＝トルコ

【結果】トルコはヨーロッパ大陸の領土及びクレタ島を喪失

↓

＜第２次＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争＞（１９１３）

ロシア（＿＿＿＿＿＿＿＿＿主義）

セルビア・モンテネグロ ⇔ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ギリシア・ルーマニア・トルコ

［結果］＿＿＿＿＿＿＿＿＿領縮小

ブルガリア・トルコ・・・＿＿＿＿＿＿＿＿に接近

墺・・・セルビアを威圧

１９１４．６．２８ ＿＿＿＿＿事件

７． オーストリアがセルビアに宣戦布告（第一次世界大戦勃発）

→ 独が露・仏に宣戦／英が独に宣戦／日が独に宣戦

ｂ）推移

＜同盟国＞＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＋＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＜連合国＞＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿

＋＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿など

１４．８ （東部戦線） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦い

・・・ドイツ軍はロシア軍に大勝

【指揮官】 ヒンデンブルク、ルーデンドルフ

９ （西部戦線） ＿＿＿＿＿＿＿＿の戦い → 膠着 → 塹壕線

・・・独は中立国ベルギーを通過

ｃｆ；新兵器投入

・・・毒ガス（１５、独がイープルの戦いで初使用）、戦車、飛行機
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＊＿＿＿＿＿＿戦

・・・経済統制、徴兵制、挙国一致内閣

←植民地人口の動員

ｅｇ；インドに対しては自治の約束と引き換えに参戦（英）＜ラクナウ協定＞

＊＿＿＿＿＿＿外交

＊１５ ロンドン秘密条約により＿＿＿＿＿＿＿＿＿が連合国側で参戦

【背景】 『＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿』

＊三枚舌外交（英）

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿協定（アラブへの独立約束）

２．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿宣言（ユダヤ人への国家建設を約束）

３．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿協定（列強植民地区画策定）

・・・互いに矛盾

＊米、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権は中立を宣言

＊日本参戦

・・・＿＿＿＿＿＿同盟による

→中国の山東省（青島）、膠州湾に出兵し、ドイツ軍を攻略

→袁世凱政府に対し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の要求

ｃｆ；石井＝ランシング協定

・・・アメリカが中国における日本の権益を認め、日本がアメリカへの機会均等を認める。

１６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿要塞攻防戦

・・・仏が独の攻撃から死守

ユトラント沖海戦

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦い

・・・連合国の反撃を独が食い止める

１７．４ 米、参戦

【理由】

１．独、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿作戦

ｅｇ；ルシタンシア号事件

２．連合国への債権回収面
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１１ ロシア＿＿＿＿＿＿＿＿＿革命

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が政権を獲得

レーニン 「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」を発表

・・・無併合、無賠償、民族自決

１８．１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿による＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿原則

①秘密外交の禁止

②海洋の自由

③関税障壁の撤廃

④軍備縮小

⑤植民地問題の公正な解決

⑥民族自決

・ ・・民族が、それぞれの判断に基づき、自主的に決定できる

⑦国際平和機構の設立

“新外交・集団安全保障体制”

３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・同盟国とロシアとの単独講和

１１．３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿反乱 → ＿＿＿＿＿＿＿＿革命

９ 独、皇帝がオランダへ亡命し、共和制成立

● ＳＰＤ（社会民主党） ・・・ 主流派

● ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿団（極左）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿などが指導

◎ 第一次世界大戦の性格（まとめ）

①帝国主義の総決算 ②新兵器の登場

③国家総力戦 ｅｇ；経済統制、女性の軍需工場への徴用（→女性の地位向上）

④非戦闘民の犠牲者 （⇔反戦平和運動）

⑤植民地民衆の動員 （⇔民族運動） ⑥二枚舌外交
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３ ロシア革命とソ連の発展

ａ）第一次大戦まで

１８９０年代 蔵相＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿らによる近代化

ｅｇ；９１ ＿＿＿＿＿＿＿＿資本によって＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿鉄道着工

９４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿即位

９８ ロシア＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿党が設立

→０３ 右派；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（指導者；マルトフ、漸進的改革）と、

左派；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（指導者；＿＿＿＿＿＿＿、プレハーノフ）

に分裂

１９０１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿党（エス＝エル）設立

０４ ＿＿＿＿＿＿＿戦争（～０５） →戦況悪化

→ガポン司祭が率いる平和請願デモに発砲（＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件）

→０５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿革命

・・・都市労働者の暴動（→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を設立）と軍隊の反乱

→＿＿＿＿＿＿＿勅令によって＿＿＿＿＿＿＿（国会）、憲法の設立を約束

０６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿首相による反動政治

【政党】 立憲民主党（ブルジョワ政党）

ｅｇ；ラスプーチン

ｂ）大戦と帝政崩壊

１４ 第一次大戦勃発 → 戦況悪化

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（労働者、兵士）や国会（ブルジョワジー）も帝政打倒を考える

１７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿で暴動が発生し、全国へ拡大
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→．３ ＿＿＿＿＿＿＿＿革命勃発

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿は退位し、ロマノフ朝滅亡

→議会を中心とする＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿と同時に＿＿＿＿＿＿＿＿＿が並立

☆ 二重権力状態 → 戦争続行

．４ レーニンが帰国し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を発表

・・・“全ての権力を＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿へ”（即時停戦）

ｃｆ；コロニーロフによるクーデター失敗

．１１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿革命勃発

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿首相）を打倒

【政策】

①“＿＿＿＿＿＿＿に関する布告”

②“＿＿＿＿＿＿＿に関する布告”（無併合、無賠償、民族自決）

③ロシア諸民族の権利に関する宣言（民族自決権＝分離の自由）

１８．１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿議会（普通選挙で選出）

→ボリシェヴィキは武力で議会を解散

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿独裁が完成

．３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約で単独講和

・・・ポーランド、ウクライナ、フィンランドなどを失う

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿党に改称

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に首都移転

．４ 連合国が対ソ干渉戦争（～２２） 日本は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を実施

【名目】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿救出

・・・反革命軍を援助

⇔ソヴィエト政権の反応

① ＿＿＿＿＿＿＿＿軍によって抵抗（指導者；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（非常委員会）の起動

③ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿主義

・・・土地の国有化、工業の国有化、労働義務、食糧徴発・配給などの経済統制

→生産意欲減退
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１９．３ 第３インターナショナル（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）を設立

・・・中央集権的体制、各国の共産主義運動を指導

【影響】

１９ 五・四運動（中国）

２０ インドネシア共産党結成

２２ 日本共産党結成

２４ 中国共産党成立

２５ 五・三〇事件（中国）

３０ インドシナ共産党（ベトナム）

２０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

・・・ワルシャワで敗北

２１ ＿＿＿＿＿＿＿＿（新経済政策）

＜資本主義への譲歩＞

・・・販売・経営の自由、外資、技術の導入

→クラーク（富農）、ネップマン（都市富豪）の出現

２２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が成立

・・・＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿で構成

ｃｆ；

１９ ハンガリーで共産主義政権（バラ＝クン）

←オーストリア＝ハンガリー帝国滅亡

２１ モンゴル人民共和国（活仏→チョイバルサン）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約にてドイツと関係強化

・・・新経済政策への評価もあり、他の資本主義諸国も承認（最後は米の３３年）
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２４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の死

【影響】

① ＿＿＿＿＿＿＿＿＿（世界革命論）を＿＿＿＿＿＿＿＿＿派（一国社会主義

論）が追放

② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿計画（２８～３２）

・・・重工業（基幹産業）優先、農業の機械化・集団化。工業国へ転換。

● ＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・集団農場

● ＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・国営農場

【悪影響】 重工業に対して農業・軽工業の比重が著しく低い

３０年代以降 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿による独裁

→大粛清の開始

３３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿計画（～３７）

・・・社会主義社会の建設（消費財増産による国民生活向上）。軽工業も振興。

３４ 国際連盟加入

３６ 『＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿憲法』制定
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４ ヴェルサイユ＝ワシントン体制

ヴェルサイユ条約

↓

（欧州）ヴェルサイユ＝ロカルノ体制＜西洋の没落＞

（米州・大洋州）ヴェルサイユ＝ワシントン体制＜米トップ／日本抑制＞

ａ）ヴェルサイユ体制

【特色】 英仏中心

１．ドイツが再び脅威となることを阻止

２．反共産主義（反ソ連）

３．植民地の現状維持

４．議会主義化の促進

１９１９．１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議

【仏】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 【英】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 【米】 ＿＿＿＿＿＿＿＿

ｃｆ；日本は西園寺公望を派遣

．６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約（対独）

【内容】

● ドイツの処遇

① 植民地放棄

② アルザス＝ロレーヌ、ポーランド回廊などを喪失（ザールは住民投票で帰属）

③ １３２０億金マルクの賠償金

④ 軍備制限

⑤ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を非武装とする

● 東欧諸国の独立（民族自決主義）

⇔その他の地域には適用されず

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿制度

ｅｇ；中東

イラク、パレスチナ、トランスヨルダン→＿＿＿＿

シリア、レバノン→＿＿＿＿＿
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● ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の設立（１９２０）

【本部】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

【総会】 ＿＿＿＿＿＿＿＿を原則とする

【常任理事国】

＿＿＿、＿＿＿、＿＿＿、＿＿＿に、

＿＿＿＿が加わる。

・・・＿＿＿＿は不参加（孤立主義）

【その他】 ハーグに国際司法裁判所を設置

＜他の敗戦国の講和条約＞

● オーストリア；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・ポーランド、チェコ、ユーゴスラヴィア（セルブ＝クロアート＝スロヴェーヌ王国）、ハンガリー

が独立

ｃｆ；帝国の解体は１８年の１０月

● ハンガリー；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・ルーマニア、チェコ、ユーゴに領土割譲

１８ 共和政

１９ ハンガリー革命により共産党らによるソヴィエト政権成立

２０ 王政に戻る

・・・国王不在で＿＿＿＿＿＿＿＿が摂政として独裁政治

● トルコ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・アラブ人居住域を喪失→英仏の信託統治領へ

● ブルガリア；＿＿＿＿＿＿＿＿条約

２５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・西欧の安全保障条約。現状維持、相互不侵略（ラインラントの現状維持）、ドイツの連盟

加盟

→緊張緩和を目指す＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿体制
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２８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・紛争解決の手段として戦争を用いない

● 米；＿＿＿＿＿＿＿＿国務長官

● 仏；＿＿＿＿＿＿＿＿外務大臣（後に首相）

ｂ）ワシントン体制

【特色】 国連不参加の米中心（発言力増大）

２１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議

● ＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約（２１）

・・・米・英・日・仏による。＿＿＿＿＿＿＿＿破棄。諸島嶼の非軍事化。

● ＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約（２２）

・・・中国の主権尊重、領土保全

→日本は対華２１か条要求の一部を撤回

① 顧問要求撤回

② 投資優先権放棄

③ 膠州湾返還

④ 山東沿線からの撤兵

● ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿制約条約

・・・主力艦保有比を 米：英：日：仏：伊 ＝ ５：５：３：１.６７：１．６７ とする。

２７ ジュネーヴ軍縮会議

３０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議

・・・補助艦保有比を 米：英：日 ＝ １０：１０：７ とする。
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５ 第一次大戦後の欧米

ａ）アメリカの繁栄

① 世界経済の中心地が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿街から＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿街へ

・・・連合国への兵器売買により債務国から債権国へ。戦後の政治経済を主導。

② 都市化の進展

③ サービス業の発展／消費社会の発展

・・・信用販売（クレジット）、広告産業、レジャー

“Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｗａｙ ｏｆ Ｌｉｆｅ”

● ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿による自動車大量生産

④ アメリカニズム＝＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿による支配

ｃｆ；サッコ＝ヴァンゼッティ事件

・・・アナーキストが証拠不十分のまま処刑される

● ＿＿＿＿＿＿＿＿制限（←２４ ＿＿＿＿＿＿＿＿法）

・・・特にアジア人対策

● ＿＿＿＿＿＿＿＿の活動活発化

・・・黒人迫害

⑤ 共和党政権＜経済的自由放任主義／小さな政府（夜警国家）＞

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・ワシントン会議と汚職

２．＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・ジュネーヴ軍縮会議

３．＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・“永遠の繁栄”を主張するも、世界恐慌発生

ｃｆ１；中南米

・・・アメリカ資本投入による経済支配

ｃｆ２；＿＿＿＿＿＿＿＿＿法（１９～３３）
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ｂ）イギリス

１６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿挙国一致内閣（～２２）＜＿＿＿＿＿＿党＞

２２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国（後の＿＿＿＿＿＿＿＿共和国）が独立

ｃｆ；１６ ＿＿＿＿＿＿＿＿による復活祭蜂起

←＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿党が支援

２４ 第一次＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権発足＜＿＿＿＿＿＿＿党＞

・・・ソ連を承認

【背景】 １８ 第４回選挙法改正

・・・成年男子と３０才以上の女性に選挙権拡大

２５ 第５回選挙法改正

・・・完全普通選挙制へ

２６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿連邦成立

・・・大英帝国各植民地の自治権獲得による

２９ 第二次＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権発足＜＿＿＿＿＿＿＿党＞

３１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿憲章制定

ｃ）ドイツ

＜＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿共和国＞

【初代大統領】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（＿＿＿＿＿＿＿＿党）

１９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿憲法

・・・世界で最も民主的な憲法

【特徴】 社会権を規定（ｅｇ；団結権・団体交渉権）

２２ ＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・対ソ

２３ 仏・ベルギー軍による＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿占領→インフレーション
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２４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿案

・・・支払い方法と期限の緩和

→ドル借款によるアメリカ資本導入

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿内閣＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿外相による協調外交

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿発行によりインフレ終結

２５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が大統領に就任

２９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿案

・・・賠償額の減額と年限の延長

６ 第一次大戦後のアジア

ａ）朝鮮

＿＿＿＿＿＿＿＿政治（１９１０）

・・・朝鮮統監府→朝鮮＿＿＿＿＿府

＊集会・結社・会社設立の自由なし

↓

パリ講和会議で＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が提唱される

→１９ ＿＿＿＿＿＿＿＿運動

【影響】 中国の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿運動

↓

＿＿＿＿＿＿＿＿政治

・・・限られた範囲で自由を拡大

＊土地調査令→農民が土地を失う→労働者層の誕生→更なる運動

ｃｆ；東亜日報、朝鮮日報
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３１ 北朝鮮の重工業化

３７ 皇民化政策

３９ 創始改名

４１ 徴兵制度 強制連行

ｂ）中国

＜文化活動＞ 中国文学の創始 市民生活を題材に

【拠点】 北京大学など

● 陳独秀 『新青年』

● 胡適 白話文学（話し言葉を導入） “文学革命”

● 魯迅 『阿Ｑ正伝』 『狂人日記』

＊パリ講和会議で段祺瑞政権が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を容認

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿運動

・・・北京の学生運動が全国へ拡大。反帝国主義・反封建主義の愛国運動

→ヴェルサイユ条約調印拒否

１９ 孫文が袁世凱に弾圧されて解散させられた＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を再建

２１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を設立

→ ２４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

“連ソ・容共・扶助工農” ← ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の指導

ｃｆ；ヨッフェによる＿＿＿＿＿＿＿＿＿宣言

→対露不平等条約を破棄

２５ 孫文病死

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件

・・・上海で中国人労働者のストライキ・デモに対し日英軍が発砲

→全国的反帝国主義運動へ

２６ 国民革命軍（指揮；＿＿＿＿＿＿＿＿＿）が広東より＿＿＿＿＿＿＿を開始

→＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿を占領
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２７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿反動（＿＿＿＿＿＿＿クーデター）

・・・反共クーデター。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が崩壊。

ｃｆ；浙江財閥

→＿＿＿＿＿＿に＿＿＿＿＿＿＿＿＿政府統合（武漢政府崩壊）

（＿＿＿＿＿＿＿＿、汪兆銘による）

２８ ＿＿＿＿＿＿＿による通過を懸念して、日本による＿＿＿＿＿＿＿出兵

→済南事件発生（中国居留民保護を目的）

国民革命軍が＿＿＿＿＿＿＿＿を占領（全国統一）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿は奉天への撤退中に日本軍によって爆殺（奉天事件）

→子；＿＿＿＿＿＿＿＿＿は国民政府に合流

３１ ＿＿＿＿＿＿を拠点として＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿共和国設立

ｃ）インド

（戦後） 民族資本の成長

１６ ラクナウ協定 → 戦後、英は守らず

１９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿法により民族運動を弾圧

・・・礼状なしの逮捕・裁判なしの投獄

＿＿＿＿＿＿＿＿＿が帰国

＊＿＿＿＿＿＿＿・＿＿＿＿＿＿＿＿（抵抗）運動（１９～３４）

ｃｆ；塩の行進

・・・各層の支持。ヒンドゥー教徒、イスラム教徒ともに協力

☆ “サーティヤーグラハ”

・・・非暴力抵抗という意味の造語

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件

・・・抗議集会に英軍発砲
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２９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・“＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（完全独立）”を主張

【中核的存在】 ＿＿＿＿＿＿＿

３０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議

３５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿制定

・・・州の自治開始を制定（英連邦内での自治、未発効）

４７ 戦後、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿と＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に分離

ｄ）東南アジア

＜インドネシア＞

１１ サレカット＝イスラム

２０ インドネシア共産党

２７ スカルノがインドネシア国民党を設立

・・・ともに抑圧される

＜ベトナム＞

０５ ファン＝ボイ＝チャウなどの東遊運動

３０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿がインドシナ共産党を設立

＜ビルマ＞

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿によるタキン党の活動

３７ インド帝国から分離

＜タイ＞

３２ 立憲革命

・・・国号が＿＿＿＿＿＿＿からタイに変更

＜フィリピン＞

・・・アメリカによる独立約束
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ｅ）中東

①トルコ

☆宗教国家から近代国家への転換

２０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・亡国的条約

＿＿＿＿＿＿＿＿＿に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権（トルコ国民党）が成立

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿撃退（ギリシア＝トルコ戦争）

２２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿制（イスタンブール）廃止 → 共和国成立

２３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・領土（イズミルなど）を若干回復、治外法権撤廃

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が大統領に就任

２４ 憲法制定により＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿制廃止

【近代化政策】

・・・女性解放（チャドル禁止）、イスラム暦廃止、文字改革（ローマ字へ）、政教分離
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②イラン

２１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿によるクーデター

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝滅亡

２５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿朝成立

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿は＿＿＿＿＿＿＿と名乗り皇帝に就任

◎ 国号に「＿＿＿＿＿＿＿」を採用

【近代化政策】

・・・女性解放（チャドル禁止）、不平等条約撤廃、近代的軍隊創設

③サウジアラビア・イラク・ヨルダン

１．メッカのヒジャーズ王国（＿＿＿＿＿＿＿＿家、＿＿＿＿＿＿＿＿）を、リヤドの＿＿＿

＿＿＿＿＿＿派（＿＿＿＿＿＿＿家、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）が併合

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王国成立

→原理主義的改革を実施

２．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿家の子供がアラブ諸国の王へ

（三男）＿＿＿＿＿＿＿＿→イラク王国

（二男）アブドゥーラ→トランス＝ヨルダン王国

ｃｆ；アラビアのローレンス

・・・アラブ人国家の夢

＊クルド人について

④エジプト

１８ ＿＿＿＿＿＿＿＿党設立

・・・反英民族主義

２２ 一方的な“独立宣言”（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿王家）

←英と＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿共地（スエズ運河除く）

３６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿同盟条約

・・・スーダンとスエズ運河に英軍駐留
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９．２ 世界恐慌と第二次世界大戦

１ 世界恐慌

ａ）アメリカ発

２９．１０ アメリカの＿＿＿＿＿＿＿＿＿街で株価暴落

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の始まり

【背景】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

生産の合理化によって“２０年代”の高度成長をもたらし、大衆消費社会に至ったが、そ

れに対して、農業不況など購買力の伸びが少ない事態が生じる。そんな中、投機的投資

で株価は高騰（バブル）したが、消費の低落を懸念して、売りが進み、下落→暴落となった。

【対策】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿大統領（＿＿＿＿＿＿党）

・・・自由放任型経済政策、夜警国家・小さな政府

● 生産調整、価格や賃金の維持

● 国際経済協力（賠償問題などに対し）

２９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿案（恐慌前）

３１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・支払猶予

３２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議

・・・賠償額の更なる減額と支払猶予

３３ ロンドン世界経済会議

⇒効力乏しい

↓

ドイツ（アメリカ資本を導入していた）→フランス→・・・・・と世界不況へ発展

ｃｆ；オーストリア中央銀行破産（→金融恐慌発生）
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◎ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政策

３３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿大統領が就任＜＿＿＿＿＿＿党＞

【経済政策】 ～福祉国家・大きな政府～

● 赤字予算で＿＿＿＿＿＿＿＿を増加

・・・有効需要の創出（失業対策）

ｅｇ；

① ＿＿＿＿＿＿＿＿＿法（ＡＡＡ）

・・・補助金を与えて減作を推進し、価格を安定させる。

② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿法（ＮＩＲＡ）

・・・生産調整、協力体制（対企業）

③ ＿＿＿＿＿＿＿法（全国労働関係法）

→労働関係法（団結権、団体交渉権）

④ ＿＿＿＿＿＿＿（テネシー河開発公社）

・・・公共事業の一環。農業用水、水力発電に利用するダムの建設。

ｃｆ；労働運動

ＡＦＬ（アメリカ労働総同盟）・・・熟練工による労働組織

＋ＣＩＯ（産業別組織会議）

・・・鉄鋼・自動車産業の労働者の組織化

【外交政策】

● ＿＿＿＿＿＿＿外交

・・・対中南米に対して。＿＿＿＿＿＿＿ブロックの建設。

● 中国では＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権を支援

● ３３年に、＿＿＿＿＿＿＿を承認

● 中立法
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ｂ）イギリスの＿＿＿＿＿＿＿＿経済化

２９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿内閣成立＜＿＿＿＿＿＿＿党＞（恐慌発生後）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の削減

→首相は与党を除名される。

３１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿内閣

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の停止（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿銀行）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿憲章を制定

・・・イギリス連邦加盟国に対して王冠への忠誠を誓わせる

３２ 連邦経済会議（オタワ連邦会議）

・・・連携を図らんとする。

→特恵関税を規定＝＿＿＿＿＿＿＿経済（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）化

・・・他の＿＿＿＿＿＿＿＿の国を排除

☆ 広大な植民地を持つ英仏はそのまま＿＿＿＿＿＿＿経済を作ることができたが、持

たざる国である日独伊は侵略によって形成しようとした。

ｃｆ；３７ アイルランド自由国が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿へと解消

・・・連邦脱退

◎ その他のブロック経済

① ＿＿＿＿＿＿＿＿＿ブロック・・・仏、ベルギー、オランダ、イタリア

② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿ブロック・・・独、墺、東欧など（ヒトラー政権による）

ｃｆ；ソ連など社会主義政権では恐慌の影響受けず
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２ ファシズムの成長と動向

ａ）ドイツ

①ミュンヘン一揆まで

１８ 第一次世界大戦終結

１９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約 ワイマール憲法成立

→海外領土を全て喪失し、軍備を大幅に制限され、莫大な賠償金を請求される

→極度のインフレ、極左・極右勢力の攻撃によって政情不安定

ヒトラーがドイツ労働者党に入党

→反ブルジョワ主義・反ユダヤ・国粋主義などの２５か条綱領を作成

２０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿党（ナチス）に改称

２１ ヒトラー、党首に就任

突撃隊（ＳＡ）創設

２３．１ フランス・ベルギーによるルール占領→破局的インフレ

→ナショナリズムと対外強硬運動が結びつき、反ヴェルサイユの風潮

→ナチス、ＳＡによる＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・ルーデンドルフ参加

→失敗し、ヒトラーは、投獄され、ナチスは解散を余儀なくされる

→ヒトラー大衆政党への変質の必要性を悟り、合法路線へ転換

②合法路線下での小康期

２３．１１ レンテンマルク発行

２４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿案

２５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

＿＿＿＿＿＿＿＿＿、大統領に就任

ヒトラー、釈放され、党再建 親衛隊（ＳＳ）創設（長官；ヒムラー、２９～）

２６ 国際連盟加盟
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③大恐慌とナチス政権獲得

２９ 世界恐慌開始

３０．１ ＿＿＿＿＿＿＿案調印

・・・賠償金額は制限するが賠償義務年限を延長。国民の政府への反発が拡大する。

３０．９ ナチスの反＿＿＿＿＿＿＿案闘争により、総選挙で大量進出（第２党）

【ナチスへの支持（議席）拡大の背景】

①ナチスの政策による中間層の支持

＊資本主義批判、ヴェルサイユ体制破棄、対外膨張、秩序修正、マルクス主義（社

会主義、産業の国有化）、福祉政策の推進、ユダヤ人排斥、

→大恐慌以後に没落した中間層の支持を得る

②敗戦の理由を一部のユダヤ人への裏切りに求める保守層

③ドイツ全体において戦争責任への自覚も希薄

④左派勢力である社会民主党と共産党の反ナチス連合が成立しなかったこと

⑤ＳＳ・ＳＡを中心とする大衆動員と暴力運動

⑥ゲッベルスが演出する巧みな選挙戦術

・・・理性ではなく感情や視覚的イメージに訴える

（例）莫大な量のビラ・ポスター、ネガティブ・キャンペーン、政見放送（ラジオ）、ＳＡの

行進による宣伝

３１．５ オーストリア中央銀行が破産し、金融恐慌が起きる

３１．７ 金融恐慌がドイツに到達

３２．７ 総選挙でナチス第１党となる

３２．１１ ナチスの議席減 共産党の躍進

→共産党の台頭を嫌う資本家がナチス支持を決意

３３．１ ヒトラー、ヒンデンブルク大統領に＿＿＿＿＿＿＿に任命され、ナチス政権成立

→直ちに下院を解散し総選挙

３３．２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件

・・・共産党の弾圧に利用
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３３．３ 総選挙勝利

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿法（授権法）成立

・・・国会・大統領などの承認なしに、政府が立法権を行使できることを定めたもの

ｃｆ；国家人民党

３３．７ ナチス一党独裁完成

・・・他の政党を禁止。以後、党と政府の同一化が進む

＜参考 ナチスと共産党の議席数の割合の変化＞
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ナチス

共産党

その他

④戦争まで

３３．１２ 国際連盟脱退

→ヴェルサイユ条約を破棄し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿宣言

３４．８ ヒンデンブルク大統領死去 ヒトラー、大統領を兼ね、＿＿＿＿＿＿となる

→“第三帝国”成立

３５ ＿＿＿＿＿＿＿___＿併合

→仏伊、対独ステレーザ戦線

再軍備宣言 義務兵役復活

→英独海軍協定＜宥和外交＞

→仏ソ相互援助条約
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＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿法

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿を迫害

ｅｇ；強制収容所／アウシュビッツ

３６ 四ヵ年計画

・・・アウトバーン、国内生産の奨励 → 失業率減少

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約を破棄 ラインラント進駐

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿枢軸の成立

←独伊両国の国際的孤立

＿＿＿＿＿＿＿＿＿内乱が開始され、イタリアとともに反乱軍を支援

☆ 人民戦線政権

・・・反ファシズム人民統一戦線

【背景】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の活動方針

・・・各国共産党は他のファシズム反対の民主主義政党と結集してファシズムに抵抗

３５ 仏；＿＿＿＿＿＿＿人民戦線内閣→３８年崩壊

【政策】

週４０時間労働、有給休暇制、団体協約

３６ 西；＿＿＿＿＿＿＿人民戦線内閣→内乱

３７ 中；第二次国共合作

＜＿＿＿＿＿＿＿＿＿内乱＞

３１ 世界恐慌によりスペイン革命発生。共和制へ。

３６．１ 人民戦線内閣成立

・・・土地改革や協会の特権剥奪を開始

３６．７ 内乱開始

・・・軍部・地主・教会が支援して軍人＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿がモロッコで挙兵

独、伊 → ＿＿＿＿＿＿＿＿＿軍支援

英、仏 → ＿＿＿＿＿＿＿＿＿政策

ソ、コミンテルン → ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿軍支援

・・・本気ではない（共産党以外の勢力を弾圧）

ｃｆ；国際義勇軍

・・・ヘミングウェー（米）、オーウェル（英）
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３９．３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿側の敗戦で終結

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿はファランヘ党によるファシズム政権を開始（～１９７５）

ｃｆ；サラザール

３７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿協定

・・・反共・反ソを表明することで資本主義諸国の歓心を得ようとする。

３８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿併合

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会談により＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿地方獲得

←英仏の＿＿＿＿＿＿＿＿政策

【参加者】

（英） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＜保守党＞

（仏） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

（独） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿ （伊） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

３９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿解体

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を併合し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を保護国とする

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿侵攻（第２次世界大戦勃発）

ｂ）イタリア

１９ 勝戦国にもかかわらず、ヴェルサイユ条約で「未回収のイタリア」を回復できず

ムッソリーニ、「戦闘者ファッショ」を結成 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿を占領

２０ 北イタリアでストライキ多発←ロシア革命の影響

→ファシズム成長

２１ イタリア共産党成立

＿＿＿＿＿＿＿＿党成立

・・・中産階級に支持され、社会主義勢力の伸張を恐れる資本家・地主・軍人の支

援と社会安定を実現する権力の出現を期待する空気を受けて党勢を拡大
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２２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

→ムッソリーニ、国王から組閣命令を受けて、＿＿＿＿＿＿＿＿党政権誕生

２４ ファシスト党、総選挙で第１党に躍進

＿＿＿＿＿＿＿＿＿併合

２６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿党一党独裁完成

・・・他の政党を解散

２７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を保護国化

２８ ファシズム大評議会が最高機関（ファシスト党が、正式に国家の一機関となる）

２９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・教皇庁と和解し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿成立を認める

３５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（皇帝；ハイレ＝セラシエ）侵入

→翌年、併合→国際連盟脱退

３６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿枢軸

＜ナチス・ドイツとファシスト党イタリアの比較＞

◎共通点

①対外膨張の動き

【背景】 ドイツはヴェルサイユ条約により全ての海外領土を失い、イタリアは後発帝国

主義国として植民地の獲得に遅れていた。

②過去に市民革命が失敗に終わり、民主政治の伝統が根付いていない。

③共産主義の拡張に対し、中間層、保守層（資本家・軍部）がファシズムを支えた

◎ 相違点

①ドイツが政権獲得から２年以内に独裁体制を固めたのに対して、イタリアでは数年

もかかった。

②ドイツではヒトラーが総統として国家の最高位に君臨できたが、イタリアでは独裁体

制完成後も強権を有する国王が存在した。
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３ 日本の対中侵略

３１ 中華ソビエト共和国瑞金政府

＿＿＿＿＿＿＿＿事件

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿勃発

国際連盟から＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を

派遣され調査 →日本、連盟脱退（３３年）

３４ 瑞金が陥落し、中共は＿＿＿＿＿＿を開始

ｅｇ；遵義会議

・・・毛沢東派の実権獲得とゲリラ戦術採用

３５ 中共、＿＿＿＿＿＿＿政府を設立

→＿＿＿＿＿＿＿＿宣言

・・・日本の侵略に対し、民族統一戦線

幣制改革

・・・蒋介石独裁を強化

３６ それに呼応し、国民党軍の＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿＿事件を起こす

・・・蒋介石は監禁され、中共の＿＿＿＿＿＿＿＿と会談し和解

【背景】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の人民戦線戦術

３７ ＿＿＿＿＿＿＿＿事件

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿勃発

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の成立

・・・紅軍（中共の軍隊）は八路軍・新四軍として国民党の指揮下に組み込まれる。

日本、快進撃を続け、＿＿＿＿＿＿占領

→国民政府は＿＿＿＿＿＿＿＿に遷都

４０ 日本、＿＿＿＿＿＿＿＿を使って南京国民政府を樹立

・・・日本による傀儡政権

ｃｆ；援蒋ルート
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４ 第二次世界大戦

（欧州戦線） ～ドイツの生存権拡大～

３９．３ ポーランドへ＿＿＿＿＿＿＿＿割譲要求

８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

９．１ ポーランド侵攻（ソ連も参加） → 解体

→英仏、宣戦布告

ｃｆ１；ソ連によるカチンの森虐殺事件

ｃｆ２；２０ フィンランド＝ソ連戦争 カーゾン線

ｃｆ３；独による“＿＿＿＿＿＿作戦”

冬 ソ連、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿侵攻 → 国際連盟を除名される

↓

“奇妙な戦争”・・・対戦国が直接交戦しない

↓
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４０．４ 独、＿＿＿＿＿＿＿＿＿・＿＿＿＿＿＿＿＿＿を占領

５ 中立国である＿＿＿＿＿＿＿＿＿・＿＿＿＿＿＿＿＿＿を占領

６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿侵攻

→快進撃を続け、＿＿＿＿＿＿＿＿＿占領

＊ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権成立

⇔ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿亡命政権（自由フランス）

＊ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿抵抗運動

＊ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿内閣＜保守党→挙国一致内閣＞（英） 上陸阻止

・・・独によるロンドン空襲に耐える（バトル・オブ・ブリテン）

４０．９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿同盟

独、バルカンへ進出 → 独ソの対立

４１．６ 独ソ開戦

→独、電撃作戦（バルバロッサ作戦）により快進撃、＿＿＿＿＿＿＿＿＿に迫るが

冬将軍により後退

４１．８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿憲章（米・ルーズベルト、英・チャーチル）

ｃｆ；Ｆ＝ルーズベルト 「４つの自由」

４１．１２ 太平洋戦争開始により、米国参戦

４２．８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦い開始

４３ 連合国、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会談（英、米）

・・・イタリア上陸について討議

４３．２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦い敗北 → 以後、後退を続ける

＊クルスクの戦いでソ連軍圧勝。以後、ドイツ方面へ侵攻開始

．９ 連合軍、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿島上陸

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権崩壊

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権が無条件降伏

．１１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会談（米・英・中）

・・・対日問題討議（無条件降伏を求めることを決定） 中国は蒋介石が参加

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会談（米・英・ソ）

・・・ソ連が米英に第二戦線形成を要求

４４．６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿上陸（米・英・自由フランス）

・・・第二戦線形成。

．８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿解放（自力解放←レジスタンスによる）
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＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議

・・・連合国が国際連合設立を討議

＊ ワルシャワの攻防

☆ 大戦中の抵抗

ユーゴ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（ティトーによる）

仏・伊；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＊ ワルシャワ蜂起

＜抗日組織＞

朝鮮；朝鮮人民革命軍（金日成）

ベトナム；ベトナム独立同盟（ホー＝チ＝ミン） など

４５．２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会談

・・・ソ連対日参戦を決定

（米）Ｆ＝ルーズベルト

（英）チャーチル

（ソ）スターリン

．５ ドイツ降伏

・・・ソ連軍がベルリンを陥落

．７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会談

・・・対独処理、日本へのポツダム宣言（無条件降伏勧告）

（米）トルーマン

（英）チャーチル＜保守党＞→アトリー＜労働党＞

◎アトリーの政策

・福祉国家論 『ゆりかごから墓場まで』

（ソ）スターリン



- 244 -

（太平洋戦争） ～日本の資源確保→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿圏～

３９．５ 満州・モンゴル国境で＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件

・・・日本の関東軍（中国東北部進駐軍）とソ連軍が交戦

→日本の大敗北→日本、北進はあきらめ、南進へ

４０．９ フランス・ペタン政権の許可をとって北部仏印（仏領インドシナ）に進駐

４１．４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

４１．７ 南部仏印に進出→米を刺激

→石油禁輸・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ライン（経済制裁）

・・・アメリカ、イギリス、中国、オランダ

４１．１２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿奇襲→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争開始

・・・東南アジアを進撃、マレー半島（英）、インドネシア（蘭）、フィリピン（米）を占領

４２．６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿海戦で米に敗北（以後、後退が続く）

４３．１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿島の戦いで日本敗北

４４．７ 米、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿島占領

→以後、空襲が日常化する。

４５．４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿上陸

４５．８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（６日）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（９日）に原爆投下

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（８日） 日本降伏（＿＿＿日）
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よく出る世界史 Ｃｈａｐｔｅｒ．１０ 『現代社会』

１ 戦後処理と国際連合の成立

＜戦後処理＞

《ドイツ》

←＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会談によって分割占領･管理

■＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿線の東側の領土をポーランドに割譲

＊オーストリア １９５５ オーストリア国家条約

→永世中立国

＊＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿裁判 １２名死刑

←国際軍事法権、ファシズム･軍国主義一掃

＊ 西側３国 ⇔ ソ連

資本主義復興 独占資本解体、賠償取りたて

《日本》

…無条件降伏

＊＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿裁判

＊連合国軍最高指令部（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＊＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿元帥

①軍国主義一掃 ②非武力化 ③財閥解体 ④農地改革 ⑤教育改革

＊天皇 不起訴

ｃｆ；朝鮮

･カイロ会談…国家約束

…米ソ、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿で分割

北･＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

南･＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

⇔金九…統一派
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《欧米》

＊アメリカ

･ドル支配強化、核兵器による体制維持

･＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿大統領

…反共体制強化、パックス＝アメリカーナ

･赤狩り

･＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿法…労働運動規制

･＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿創設→スパイ

＊イギリス

･＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権＜＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿党＞

…国有化政策 福祉政策「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

＊イベリア（独裁政権）

･スペイン：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

･ポルトガル：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＊フランス

･ド＝ゴール 臨時共和国

･４６～５８ 第四共和政

＊ソ連

･＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿で復興

･東欧→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿誕生→ソ連の＿＿＿＿＿＿＿＿国化

･＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、ユーゴスラビア自主路線

←＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿追放
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《国際連合の成立》

◎特色

…多数決、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会が中心、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国に拒否権（米英

仏中ソ）、国連軍の武力行使

４１.大西洋会談 「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿憲章」

４４. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議…成立原案

４５. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議 「国際連合憲章」

＊事務局…ＮｅｗＹｏｒｋ

＊４４. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿協定

→国際通貨基金（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

国際復興開発銀行（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

２ 冷戦の開始

＜資本主義（米中心の西側陣営） ｖｓ 社会主義（ソ連中心の東側陣営）＞

―――――――――――――――――――――――――――――――――

【概略】

冷戦の開始（1945 年-）

＊トルーマン＝ドクトリン

＊ベルリン封鎖

＊封じ込め政策

冷戦の拡大（1949 年-）

＊朝鮮戦争

＊ソ連原爆開発

＊巻き返し政策
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雪どけ（1953 年-1960 年）

＊スターリンの死

＊フルシチョフの平和共存、スターリン批判 → 中ソ対立

＊ジュネーブ４巨頭会談 ← 第三世界成長

＊米ソ首脳会談

危機の時代（1960 年-1962 年）

＊ベルリンの壁

＊キューバ危機

多極化（1963 年-1968 年）

＊中ソ対立激化

＊米仏対立、中仏接近

＊ＥＣ成立

＊第三世界、非同盟諸国会議

デタント（1969 年-1979 年）

＊軍縮

＊ベトナム戦争終結

＊ブラント東方外交

＊米中国交正常化

新冷戦（1979 年-1985 年）

＊ブレジネフ＝ドクトリン、アフガニスタン侵攻

＊モスクワ五輪、ロサンゼルス五輪ボイコット

＊レーガノミックス

冷戦の終結（1985 年-1991 年）

＊ゴルバショフ政権、ペレストロイカ、新思考外交、グラスノスチ

＊東欧革命、ベルリンの壁崩壊

＊マルタ会談

――――――――――――――――――――――――――――――――
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４６ チャーチル、アメリカのフルトンでの講演会で 『＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿』演説

・・・バルト海の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿からアドリア海＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を結ぶ線

【背景】 ソ連は占領下の東欧各国に共産政権を立ち上げ、人民共和国を建設

米、ウォルター＝リップマン 「冷たい戦争」

４７ 米、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

『＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政策』

【背景】 ギリシア（王政復活） トルコ反共化

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国務長官 『＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿』

・・・欧州諸国への戦後復興支援

・・・共産圏の東欧は拒否

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（～５０年代） 『赤狩り』

４８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（ティトー政権） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿受け入れ

→コミンフォルム（共産党情報局）を除名される

ｃｆ；チェコスロバキア

→マーシャル＝プラン受け入れ是非で、ソ連介入、共産クーデター

英、仏、ベネルクス三国が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約で＿＿＿＿＿＿＿＿＿建設

⇒４９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に発展

＜ドイツ問題＞

４８．６ 西側占領地区・・・通過改革

→ ソ連、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ → 空輸作戦

４９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿解除

４９．１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（東欧経済相互援助会議）

←ソ連の経済援助 ⇔ マーシャル＝プラン

＊ ６２ アルバニアが＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に反して脱退

４９．４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 「北大西洋条約機構」

・・・ブリュッセル条約国＋米、加、伊など。西側諸国の軍事同盟

４９．９ 西ドイツ 「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿共和国」 首都；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

東ドイツ 「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿共和国」 首都；＿＿＿＿＿＿＿＿＿が成立
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（西ドイツ）

キリスト教民主・社会同盟 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿首相による“奇蹟”の経済復興

ｖｓ エアハルトＳＰＤ

５４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿協定（米、英、仏、西独）

・・・西独の主権回復と再軍備

５５ 西独、ＮＡＴＯに加盟

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・東独の主権回復。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（ＷＴＯ）を設立。

・・・東欧諸国の軍事同盟 ⇔ ＮＡＴＯ

＜中華人民共和国の成立＞

民族独立と社会主義革命の同時進行 ⇔ 帝国主義

《第２次国共合作》

○ 連合国諸国；１９４２ 不平等条約撤廃

○ 戦中；紅軍（戦後、人民解放軍）・・・＿＿＿＿＿＿＿軍、＿＿＿＿＿＿＿軍

⇒解放区の形成

司令官＞＿＿＿＿＿＿＿

○ １９４５ 中ソ友好同盟条約（※“中”＝中華民国）

○ 戦後；国連中軸国へ

○ 蒋介石政府

・・・独裁的、腐敗

４５ 双十協定

４６ 政治協商会議・・・全民主主義団体による会議 ⇒ 国共停戦協定

↓

内戦勃発（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

・・・国民党は共産党の本拠地である＿＿＿＿＿＿＿を占領。しかし、腐敗する国民党から

人民の心は離れてゆき、米の援助も減少し、共産党が健闘。４８年１２月には共産党が北京

を占領する。

↓
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国民政府（中華民国）、台湾（台北）へ

↓

４９．９ 政治協商会議

．１０ 毛沢東、国家主席に就任 首相は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

⇒＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿建国

《新民主主義》 ⇔ ブルジョワ民主主義（国民党反動派、浙江財閥）

毛沢東の思想の一つ

・・・労働者、農民の同盟に基づく人民独裁。これに、少数民族や民族資本家が加わ

る。

５０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

＜朝鮮戦争＞

４８．８ 南：＿＿＿＿＿＿＿大統領／＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国／都；＿＿＿＿＿＿

．９ 北：＿＿＿＿＿＿＿首相／＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国／都；＿＿＿＿＿＿

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿で分断

５０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿勃発

１．北が南下。ソウルを攻略し、南を＿＿＿＿＿＿まで追いやる。

２．米が国連安保理で北朝鮮の侵略行為を訴え、軍事制裁（国連軍）が開始

ｃｆ；ソ連は中国の代表権問題で欠席中

３．米主導の国連軍が＿＿＿＿＿＿上陸作戦に成功する。

４．北を中国国境付近まで追いやる

５．＿＿＿＿＿＿＿が義勇軍の大軍を北に送り込み、再び３８°線の南まで前進

６．その後、南側が盛り返し、膠着化。

＊ トルーマンがマッカーサー元帥を罷免

＊ ソ連代表マリクの提案で、休戦交渉が開始

＊ ５２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が米大統領に当選 ＜＿＿＿＿＿党＞

＊ ５３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の死

＊ ５３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿（パンムンジョム）にて休戦協定

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の付近が停戦ライン
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【日本への影響】

① 特需景気

② ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

【反共組織の整備】

① 太平洋安全保障条約（ＡＮＺＵＳ）

・・・米、豪、ニュージーランド

② 東南アジア条約機構（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

・・・インドネシア（民主共和国）共産化に対して

３ アジア諸国の独立

＜南アジア＞

◎ 英領インド帝国・・・第２次大戦にも協力

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿連盟；＿＿＿＿＿＿＿の指導

４４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・統一インドを主張 （４８年、暗殺される）

戦後、

４６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿水兵反乱

・・・アトリー英首相＜労働党＞ インド独立許容宣言

（分離独立）

・・・インド、パキスタン、セイロン（７２～ スリランカ）

◎ インド

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿首相；カースト制廃止 ５０年、共和制（英王を元首としない）

◎ パキスタン＝イスラム共和国

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿首相。

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿問題

藩王＞ヒンドゥー

住民＞イスラム ⇒ 帰属をめぐって第一次印パ戦争
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＜東南アジア＞

◎ フィリピン

４６ ＿＿＿＿＿＿＿＿より独立

・・・経済・軍事はアメリカの影響下

ｃｆ；反政府活動

共産党・・・フク団

イスラム教・・・モロ族（モロ解放戦線）。ミンダナオ島を本拠地。

◎ ビルマ

戦前；＿＿＿＿＿＿＿＿党、アウン＝サンの活動

戦中；反ファシスト民族解放連盟、アウン＝サンとウー＝ヌー

４８ 独立

６２ ネー＝ウィン、クーデター ⇒ 社会主義化（軍政）

＊ アウン＝サン＝スー＝チーの運動

◎ マレー半島

５７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿連邦

６３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿連邦

６５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿分離

◎ タイ

ピブン政権（反共親米路線）→タノム軍事政権

◎ インドネシア

《＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権》

４９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿協定により、オランダは独立を承認

（５４ オランダとの連合も解消）

● ナサコム体制

・・・民族主義、共産主義、イスラム教の両立

６５ ９・３０事件で軍部の影響力拡大

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権へ
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◎ ベトナム

４１ 戦中； ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿のベトナム民族同盟

４５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿建国（都；＿＿＿＿＿＿＿）

→仏は再支配をもくろみ派軍。インドシナ戦争に突入。

仏は＿＿＿＿＿＿＿＿＿国（元首；＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・・阮朝最後の王）を立て

る

５４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の戦いで仏軍降伏

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿協定

・・・米とベトナム国は調印せず、＿＿＿＿＿＿＿＿＿の軍事境界線で南北ベトナム

に分裂

ｃｆ；５４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（東南アジア条約機構：反共軍事同盟）

【参加国】 英、仏、豪、ニュージーランド、フィリピン、タイ、パキスタン
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＜西アジア＞

◎ イラン

５１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿首相による＿＿＿＿＿＿＿国有化（アングロ＝イランア

ン石油会社を国有化）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

⇒アメリカの圧力でクーデター発生

→５３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿親政

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（バグダット条約機構：反共軍事同盟）を結成

◎ イラク

２０ ＿＿＿＿＿＿＿＿家の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が王国建設

５８ ＿＿＿＿＿＿＿＿革命

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿が王制打倒。＿＿＿＿＿＿＿＿＿を脱退。

→（＿＿＿＿＿＿＿＿＿に改組）

◎ エジプト

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿革命

・・・王政打倒。自由将校団の＿＿＿＿＿＿＿＿や＿＿＿＿＿＿＿＿が実権を握る。

２．第２次中東戦争（＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿＿＿が＿＿＿＿＿＿＿＿国有化を宣言

→英・仏・イスラエルと交戦

→国際的非難により英仏軍退却
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４ アフリカ諸国・その他国々の独立

【キーワード】

１．民族形成未完了→部族対立

２．モノカルチャー経済

３．政治と宗教の未分化

ａ）リビア

５１ 独立（王国として）

６９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿革命

ｂ）スーダン

５６ 独立

北：＿＿＿＿＿＿＿＿＿系（白色人種）

南：＿＿＿＿＿＿＿＿＿人 が対立

ｃ）アフリカの年

５６ チュニジア、モロッコ 独立

５７ ガーナ、独立（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿；全アフリカ人民会議）

５８ ギニア、独立（セクトゥーレ）

６０ 「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の年」

・・・独立国多数。国連加盟国も増加（→採決の問題）

ｃｆ；６７～７０ ナイジェリアで＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争
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６５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿動乱

ムルンバ首相 ← ソ連が支援

ＶＳ

モブツ将軍 ← アメリカが支援

１．独立したコンゴに対し、ベルギーがカタンガ州を狙い侵攻

２．ムルンバ首相が、ソ連に接近

３．アメリカが支持するモブツがムルンバを処刑

４．モブツがカタンガ州を制圧

５．モブツが独裁。国名を「ザイール」に変更

７４ エチオピア革命

・・・帝政崩壊、社会主義化

７５ ポルトガル本国で＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿革命。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿引退。

・・・アンゴラ、モザンビーク独立

８０ ジンバブエ独立

ｄ）アルジェリア

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の時よりフランス領

５４ 民族解放戦線が結成

５８ フランス第五共和制 ド＝ゴール政権

６２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿協定により独立承認

ｅ）南アフリカ（旧英領）

１２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（ＡＮＣ）

５６ 「自由の憲章」

６１ 南アフリカ、英連邦を脱退
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☆＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿５法

①人口登録法 ②集団地域法（居住・営業の制限）

③原住民土地法 ④公共施設分離 ⑤通婚禁止法

８０ 南アフリカ経済制裁

・・・日本は消極的

＊ジンバブエ、ナミビアの独立

・・・白人による黒人差別の限界

９０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の釈放

９１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権がアパルトヘイト撤廃

９４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権

☆アフリカの民族主義的組織

←ヨーロッパ在住（またはヨーロッパ帰り）の黒人エリートによって結成

１２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議（南アフリカ）

５７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議（カイロ）

５８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議（ガーナ）

６３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿機構[ＯＡＵ]（エチオピアが本部）

ｆ）キューバ

●アメリカ資本が砂糖産業を支配 →アメリカを盾に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が独裁

５９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、ゲバラとともにキューバ革命

・・・農地改革、大企業国有化

６１ アメリカとの対立の結果、「社会主義宣言」

６２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿危機
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５ 第三世界の台頭（多極化）

【象徴】

インドネシア戦争の終結、ジュネーヴ会議、Ａ・Ａ会議 → 第三勢力・第三世界の成立

⇔ 米ソ、二極対立に微妙な影響

（例）５３以降 非スターリン化、平和共存路線、中ソ対立

ａ）Ａ・Ａ会議へ

５４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議（インド・インドネシア・セイロンなど）

・・・朝鮮問題、核、Ａ・Ａ会議など

●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（ネル、周）

・・・主権、相互不可侵、平等互恵、内政不干渉、平和共存

５５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿にて、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議

・・・インドネシアのスカルノも参加

●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・平和五原則が発展。反帝国主義、反植民地主義が追加

→アルジェリア、ガーナへの独立に影響を与える。

６１ 第一回＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議（開催地；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

ｂ）ジュネーヴ精神

５２～５３ 米ソが水爆を完成

５３ スターリンの死

５４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿水爆実験

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿が被爆
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５５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿宣言

広島、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿大会

「雪どけ」 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議 ← Ａ・Ａ会議が影響を与えた

６ 中東問題

（トルコ領）

１８９７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の本格化

・・・ユダヤ人のパレスチナ帰還運動

＊第一回シオニスト大会

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿主催

（第１次世界大戦～）

１５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿協定（英・アラブ）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿宣言（英・ユダヤ）

→イギリスによる＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

→ユダヤ人入植

（第２次世界大戦～）

４７ 国連パレスチナ分割案可決

・・・ユダヤ人地区とアラブ人地区に分割

４８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿建国 →アラブ拒否

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

→イスラエル勝利、領土拡大。エジプト、レバノンもアラブ人地区を併合し領土拡大

→パレスチナ難民発生

５６ 第二次中東戦争（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

← エジプトのナセルの＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿宣言

→エジプト勝利、英仏イスラエル敗北

６４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（パレスチナ解放機構）創設
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６７ 第三次中東戦争

・・・イスラエル圧勝。＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿地区、＿＿＿＿＿＿＿＿＿併合

→パレスチナ難民発生

７３ 第四次中東戦争

・・・アラブ諸国は石油戦略 → 西側先進各国の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

７８ エジプト、イスラエル首脳による＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿合意（カーター仲介）

→翌年、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・シナイ半島をエジプトに返還、エジプトはイスラエルを承認

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿暗殺

８７～ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿激化（反イスラエル蜂起）

９３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿協定

・・・イスラエルの＿＿＿＿＿＿＿＿＿首相とパレスチナの＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿による（クリントン仲介）。イスラエルがパレスチナ人の自治容認

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿暗殺
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７ 冷戦の進展と終結

ａ）西側陣営の動向

５３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政策 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿米政権成立

・・・国務長官に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を起用。対共産圏強硬路線

５５ ＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会談

・・・米英仏ソの首脳が会談

６０年代 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 米仏対立、中仏接近

ｂ）東側陣営の動向と中ソ対立

５０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿￥条約

５３ スターリン死去

・・・フルシチョフが第１書記へ

５４ 東ベルリン騒動

５６．２ ソ連共産党第２０回大会

●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿批判・・・個人崇拝は誤り

●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿解散

→中国との対立（これも多極化の一環）

５６．６ ポーランド、＿＿＿＿＿＿＿＿＿で待遇改善要求

→反ソ暴動

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿第１書記の自主収拾

５６．１０ ハンガリー、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿首相

→自由化路線、ワルシャワ条約機構脱退

→ソ連軍介入→首相処刑
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５８ 中国、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿計画、「＿＿＿＿＿＿＿＿＿政策」

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（政社合一）の設立、農業の集団化

→大失敗、＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿の台頭

５９ ソ連、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿協定破棄

６０～ 中ソ論争

・・・「アメリカ帝国主義」のみならず、ソ連の「平和共存」も批判

６４ 中国、原爆開発

６９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿島（珍宝島）事件

ｃ）フルシチョフ体制からブレジネフ体制へ

【ソ連の優越】

（例）大陸弾道弾、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿打ち上げ

→「平和共存」：フルシチョフ＝アイゼンハウアー

６０ ＿＿＿＿＿＿＿＿事件

６２ ＿＿＿＿＿＿＿＿危機

→軍縮へ

６３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

６８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

６４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿体制（≒スターリン体制）

６５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争開始

＊ブレジネフ＝ドクトリン

・・・社会主義世界の共同体制を守ることはここの社会主義の国の主権に優先する。

→自由主義運動を弾圧

１．６８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（＿＿＿＿＿＿＿＿による自由化・民主化）を弾圧

２．８０ ポーランド、ワレサ「連帯」（自主管理労組）を非合法化
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＊ブレジネフによる文化人抑圧

（例）サハロフ（核兵器反対）、ソルジェーツィン（スターリン体制批判）

６９～７９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

【背景】

＜米＞ ベトナム戦争、ドル＝ショック

＜ソ＞ 軍事費超過

７９～８５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

７９ ソ連、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿介入

ｃｆ；

７３ 王制打倒

７８ （左派）人民民主党に対し、イスラム保守派武装闘争が開始

８０ 西側諸国、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿・オリンピックをボイコット

８４ 東側諸国、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿・オリンピックをボイコット
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ｄ）ベトナム戦争

５４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿協定

・・・アメリカと南ベトナムは調印せず、５６年の統一選挙も行われない。

南（首都サイゴン）：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権・・・腐敗

←北側の＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿がゲリラ活動

６５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿湾事件によりベトナム戦争開始

→アメリカ軍による＿＿＿＿＿＿開始

→エスカレートし、＿＿＿＿＿＿作戦も

６８ ＿＿＿＿＿＿＿＿攻勢で北側が盛り返し

７１ ドル＝ショック

７３ ＿＿＿＿＿＿＿＿協定

アメリカ軍撤退

７５ ＿＿＿＿＿＿＿＿陥落

７６ 南北ベトナムが統一し、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿共和国成立

【アメリカ敗北の理由】

１．ベトナム民族の不屈

２．国際的＿＿＿＿＿＿＿＿運動（→キング牧師の公民権運動）

【影響（特にアメリカへの）】

１．道徳の荒廃（麻薬、銃社会）

２．旧秩序、旧文化への反発

（例）フォークソング、五月革命（フランス）、学園紛争
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ｅ）社会主義世界の破局

◎ ７０年代～８５頃

＊アメリカ

１．ベトナム戦争敗北

２．ドル＝ショック 債権国から債務国への転落

３．「強いアメリカ」 レーガノミックス、ＳＤＩ（戦略防衛構想、軍拡路線）

＊ヨーロッパ

・・・オイルショックによる不況

→保守政権による新保守主義（構造改革路線）、「小さな政府」

＊ソ連（ブレジネフ体制）

１．輸出依存

２．生産技術の遅れ

３．軍需最優先（平和産業の不振） ←アメリカとの軍拡競争

４．産業効率・生産性の悪化（労働者の腐敗）

５．必要物資不足

６．物価高

７．党幹部・官僚の腐敗（ノーメンクラトゥーラ“赤い貴族”）

８．官僚制の硬直化

⇒ 国民の不満、経済衰退

＊東欧諸国

◎衛星国経済

・・・累積債務、生産技術の遅れ、非効率、物資不足

→政治経済に対する国民の不満

ｃｆ；自主管理型社会主義

・・・それぞれの企業の労働者が経営決定
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８５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権成立

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿外交

・・・西側との強調、中ソ対立解消、東側諸国の自由化、核軍縮促進

（例１） ８８ アフガニスタン撤退

（例２） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（ＩＮＦ）全廃条約

２．８６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事故

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（情報公開）

・・・カチンの森虐殺事件、ナジ＝イムレ処刑を謝罪

３．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（改革）

←経済・社会体制の停滞

４．トロツキ名誉回復

５．反体制知識人釈放

＜＿＿＿＿＿＿＿＿＿革命（８９）＞

① 東ドイツ

８９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権崩壊

＿＿＿＿＿＿＿＿＿崩壊

９０ 西ドイツに編入される

② ポーランド

８１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権 → 戒厳令布告

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿による自主管理労組「＿＿＿＿＿＿＿＿」の活動

８９ 共産党政権崩壊

９０ ワレサ政権
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③ チェコスロバキア

７７ ハベルらの「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」で自由化要求

８９ 共産党政権崩壊

９３ チェコ、スロバキアに分離

④ ハンガリー

８９ 自由化

⑤ ルーマニア

８９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿処刑

９０ 共産党一党独裁崩壊

＜冷戦の終結とソ連崩壊＞

８７ ソ連国内の市場経済化

→財政混乱、インフレ、物資不足、東欧民主化

→各民族独立要求

８９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿宣言

・・・米；＿＿＿＿＿＿＿＿＿大統領と冷戦終結を発表

→ＷＴＯ解体

９０ 大統領制に移行

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が独立宣言

９１ コメコン、ＷＴＯ解散

反ゴルバチョフ＝クーデター（改革反対派による） → 共産党解散

ソ連加盟国が次々離脱、＿＿＿＿＿＿（独立国家共同体）創設 → ソ連消滅
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８ 各国の情勢

ａ）第３世界の変貌

● 南北の経済格差（南北問題）

＊ 資源ナショナリズム

＊ 対外累積債務

＊ 南南問題（産油国⇔非産油国）

コラム 東～南アジアの国際関係

中華人民共和国

ソ連

北朝鮮

韓国

中華民国

日本

�
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�
�
合
衆
国
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ソン＝サン

フン＝セン

カンボジア

中ソ対立

国共内戦

朝鮮戦争

ベトナム戦争

中
越
戦
争

インド

国境紛争

支援 同盟 対立

パキスタン国境紛争
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① インドネシア

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿協定により、オランダは独立承認。親中路線。

２．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権（６６～９８）

・・・反共に転じる。親米＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権。

ｃｆ；東ティモール独立

② ベトナム

７５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿陥落（ベトナム戦争に勝利）

７６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿共和国成立（南北ベトナム統一）

７９ カンボジア侵攻（～８９）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争に勝利

◎ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿政策

・・・経済開発の遅れを取り戻すため、外国資本を導入。市場開放政策。

③ カンボジア

１．シアヌーク政権（国王）

２．ロン＝ノル政権（アメリカ支援）

３．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権（中国支援）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を建国。大量虐殺を敢行。

↓

虐殺に対して見かねた共産ベトナムが侵攻

↓

４．ヘン＝サムリン政権（ベトナム支援）

・・・７９年、成立。同年、中国がベトナムに侵攻。

↓

１～３ ｖｓ ４ の内戦

↓

９１年、和平協定。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の統治下へ。＿＿＿＿＿＿＿＿＿が国王に。
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④ フィリピン

＊＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権

・・・親米の開発独裁政権。

ｃｆ；抗日活動をしていたフク軍が人民軍に変化。（共産派）

＊＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権

・・・８６年、民主化運動の高まりを受け、マルコスがアメリカに逃亡。

ｃｆ；モロ解放戦線

・・・ミンダナオ島のイスラム勢力。

⑤ シンガポール・マレーシア

６３ マレーシア連邦成立（独立）

６５ シンガポール分離

◎ マレーシア；＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権による経済成長

・・・ルックイースト政策（・・・日本の経済成長をお手本）

◎ シンガポール；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権（開発独裁）による高度経済成長

→アジアＮＩＥＳの一角へ

ｃｆ；アジアＮＩＥＳ（新興工業経済地域）

・・・韓国、シンガポール、台湾、香港。



- 272 -

⑥ インド

４６ パキスタンと分離して独立

５０ 共和制

７１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争（＿＿＿＿＿戦争）

→インドを味方につけた＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿(旧西パ

キスタン)がパキスタンから分離独立。

ｃｆ；～９１ ネルー家の首相独占（＿＿＿＿＿＿派政権）

ネルー → インディーラ＝ガンディー

→ ラジブ＝ガンディー

ｃｆ；スリランカの民族紛争

北部；タミル人（ドラヴィダ系）

・・・インド南部から移住。

南部；シンハリ人（印欧系）

⑦ イラン

５１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿首相による石油国有化

５３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿親政開始

・・・親米。イスラム勢力・共産勢力弾圧（＿＿＿＿＿＿＿＿＿革命）

←シーア派イスラム学者ウレマーの反発

７９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿革命

・・・帝政打倒。ホメイニ復活。反米色を強める。 → 第二次石油危機

８０～８８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

・・・ティグリス川とユーフラテス川が合流するシャトルアラブ川をめぐる争い。イスラム原理主

義勢力でもあり反共産主義でもあるイランと敵対するイラクをアメリカ、ソ連が支援。
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⑧ イラク

５８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿革命

６３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿党革命

・・・後に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が政権獲得

８０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

９０ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿侵攻

９１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

←国連議決に基づく多国籍軍の侵攻

０３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿戦争

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権崩壊

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿人（インド＝ヨーロッパ語族）

・・・イラク北部の少数民族。トルコ東部、イラン北西部にも分布。各地で少数民族となってい

るが、合計で２０００万人いる。アイユーブ朝のサラディンもこの民族。

⑨ エジプト

１．エジプト革命→＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権

２．＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権→スエズ動乱

３．＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権→エジプト・イスラエル平和条約

４．＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権
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⑩ 南米

＜左翼革命政権の続出と、アメリカの介入による敗北＞

◎ チリ

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿社会主義政権 → ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿軍事独裁政権

◎ アルゼンチン

国家主義者＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿およびペロニスト

・・・国有化政策を実施。二度に渡り親米軍事クーデターによって打倒される。

ｃｆ；８２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿紛争に敗北

◎ ニカラグア

８４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿民族解放戦線による左翼政権誕生

９０ アメリカの介入により親米政権

ｂ）西側諸国の動向

① アメリカ合衆国

１） ４５～５３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＜＿＿＿＿＿党＞（国務長官；マーシャル）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿政策（トルーマン＝ドクトリン）、マーシャル＝プラン、朝鮮戦争

２） ５３～６１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＜＿＿＿＿＿党＞（国務長官；ダレス）

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿政策

３） ６１～６３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＜＿＿＿＿＿党＞

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政策、キューバ危機、部分的核実験停止条約、アポロ計画

ｃｆ；「国が何をしてくれるかを問うのではなく、国のために自分は何ができるのかを問うべきだ。」

ｃｆ；キング牧師によるワシントン大行進（黒人による公民権運動）

４） ６３～６９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＜＿＿＿＿＿党＞

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿法成立、ベトナム戦争に介入（←反戦運動）
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５） ６９～７４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＜＿＿＿＿＿党＞

（国務長官、大統領補佐官；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

・・・アポロ１１号月面着陸、ドル＝ショック（債権国から債務国へ）、中華人民共和国訪問、ベ

トナム撤兵、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件で辞任

６） ７４～７７ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＜＿＿＿＿＿党＞

７） ７７～８１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＜＿＿＿＿＿党＞

・・・＿＿＿＿＿＿＿外交、エジプト＝イスラエル平和条約（キャンプ＝デーヴィット会談）、米

中国交正常化 ｃｆ；スリーマイル島原発事故

８） ８１～８９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＜＿＿＿＿＿党＞

・・・「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」、“強いアメリカ”を提唱。スペースシャトル打ち上げ成功。

（例）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿侵攻、軍備拡張、スターウォーズ計画（＿＿＿＿＿＿）

→国家支出増大（不況を軍需予算拡大で克服しようとする。）

→『＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿』（財政赤字、貿易赤字）

→国際協調路線、平和外交へ変更

（例）プラザ合意、中距離核戦力（ＩＮＦ）全廃条約、米ソ戦略兵器削減交渉（＿＿＿＿＿）

ｃｆ；８７ ブラックマンデー

９） ８９～９３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＜＿＿＿＿＿党＞

・・・＿＿＿＿＿＿＿会談（冷戦の終結）、パナマ侵攻、湾岸戦争、ＳＴＡＲＴⅠ・Ⅱに調印

１０）９３～０１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＜＿＿＿＿＿党＞

・・・パレスチナ暫定自治協定調印、ＩＴ革命による好景気

１１）０１～ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＜＿＿＿＿＿党＞

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿テロ、＿＿＿＿＿＿＿＿侵攻、＿＿＿＿＿＿＿＿＿侵攻



- 276 -

② イギリス

１） ４５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿党政権

・・・国有化政策、“ゆりかごから墓場まで”、中華人民共和国を承認

２） ５１ 第２次＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿党政権

３） ５５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿党政権

・・・第２次中東戦争（スエズ動乱）撤退

４） 停滞期

・・・植民地喪失、経済衰退（英国病）

ｃｆ；北アイルランド問題 ← ＿＿＿＿＿＿＿＿＿（アイルランド共和軍）のテロ

５） ７９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿党政権 “鉄の女”

・・・緊縮財政、構造改革（“小さな政府”を目指す）、フォークランド紛争に勝利

６） ９０ メジャー保守党政権

７） ９７ ブレアー労働党政権

・・・“New Labour”、好景気
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③ フランス

４６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（フランス連合）成立

５４ インドシナ休戦協定

５６ スエズ撤退

５８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権（～６９）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（フランス共同体）発足

６０ 核実験実施

６２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿独立承認

６４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国承認

・・・中仏接近

ｃｆ；イギリスのＥＣ加盟反対

６６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿脱退

・・・米仏対立（独自路線、多極化）

６８ ＿＿＿＿＿＿＿革命

・・・労働者・学生による反政権デモ

６９ ド＝ゴール辞任

８１ ミッテラン社会党政権（保革連合）

９５ シラク政権

・・・ムルロワ環礁で核実験強行
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④ ドイツ

４８ ソ連、ベルリン封鎖

４９ 西ドイツ 「ドイツ＿＿＿＿＿＿＿共和国」 首都；＿＿＿＿＿＿＿＿

【政党】

右派；ＣＤＵ・ＣＳＵ（キリスト教民主・社会同盟） ← 中央党が発展

・・・アデナウアー政権による高度経済成長（ＧＤＰ世界第３位へ）

左派；ＳＤＰ（社会民主党）

・・・脱マルクス主義。社会民主主義を実践。

東ドイツ 「ドイツ＿＿＿＿＿＿＿共和国」 首都；＿＿＿＿＿＿＿＿

【政党】 社会主義統一党によるヘゲモニー政党制

５４ ＿＿＿＿＿＿＿協定・・・西独の主権回復

５５ 西独、ＮＡＴＯに加盟

＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・東独の主権回復。ＷＴＯを設立。

６１ フルシチョフの指示で＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿建設

６９ 西独、＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿政権が成立

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿外交（東側諸国との関係改善）

７０ 東西独首脳会談

西独＝ポーランド条約

・・・二次大戦での侵略を謝罪。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿線の承認。

７２ 東西ドイツ基本条約

・・・双方の主権確認。翌年、国連に同時加盟。

８２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権

８９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権崩壊

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿崩壊

９０ ドイツ統一

９８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権



- 279 -

⑤ 日本

４６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿憲法公布

４８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿裁判判決

４９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿による経済救済

５１ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・西側諸国との講和

＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

５６ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿宣言 → 国連加盟

５０年代後半～７３ 高度経済成長期

６５ 日韓＿＿＿＿＿＿＿条約

６８ 小笠原諸島返還

７２ 沖縄本土復帰

日中＿＿＿＿＿＿＿＿宣言

７３～９０年代前半 安定成長期

７８ 日中平和友好条約

ｃｆ；ロシアとの北方領土問題

・・・択捉、国後、色丹、歯舞

９０年代前半～ 平成不況
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⑥韓国

４８ 大韓民国建国（＿＿＿＿＿＿大統領）

５０～５３ 朝鮮戦争

６０ ＿＿＿＿＿＿＿＿政権崩壊 ← 民主化運動

６１ クーデターにより＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権成立

６５ 日韓＿＿＿＿＿＿＿＿条約（国交正常化）

＊１９７０年代、高度経済成長。アジアＮＩＥＳの一角へ。

＊オイルショック（７３、７９年）→政治混乱

７３ 金大中事件

７９ 朴正煕暗殺

８０ ＿＿＿＿＿＿＿＿政権

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿事件で民主化運動を弾圧。

ｃｆ；東側諸国によるテロ

８３ 大韓航空機撃墜事件

８３ ビルマ閣僚数名が爆殺

８７ 大韓航空機爆破事件

８８ ソウルオリンピック

８８ ＿＿＿＿＿＿＿＿政権

・・・北方外交（東側諸国との関係改善）。韓ソ・中韓国交正常化。

→９１、南北朝鮮 国連加盟

ｃｆ；韓国の東西対立

＊ 百済側：慶尚道

＊ 新羅側：全羅道

９３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権

９８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権

・・・南北首脳会談

０３ 盧武鉉政権

http://www.tbs.co.jp/skorea_president/
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⑦台湾

７１ 国連脱退

～７５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権

↓

西側諸国と断行、経済発展

↓

～８８ 蒋経国政権（開発独裁）

８８～ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権

ｃ）東側諸国の動向

① 中国

１．＿＿＿＿＿＿＿＿＿政策大失敗 ← ５９ 中ソ技術協定破棄

・・・数千万人餓死。

２．＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権・・・自力更正、市場原理の一部投入

３．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿革命（６６～７６）

・・・政治・経済大混乱。虐殺者多数。

[1] 毛沢東崇拝

・・・毛沢東によるこの近衛兵・学生を使った権力闘争。劉少奇や鄧小平らは実権派（走

資派）とされ追放される。

[2] 毛沢東・林彪体制

[3] 林彪クーデター →失敗、失脚

ｃｆ；７１ 中華人民共和国国連加盟（常任理事国） 中華民国脱退

・・・周恩来・キッシンジャー会談

[4] ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・毛沢東の夫人の江青ら。周恩来の死去に際し、第一次天安門事件を起こす（批林

批孔運動）。
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４．７６ 毛沢東死去 → ＿＿＿＿＿＿＿＿政権

・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿逮捕。＿＿＿＿＿＿＿＿復権。

５．経済開放路線（鄧小平理論）

◎「＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

・・・国防、工業、農業、科学技術

・ 政治面；社会主義体制維持

・ 経済面；資本主義的市場原理導入

（例）企業自主経営、海外技術・資本導入、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿区

【影響】経済格差（都市・農村）、民工潮（都市への人口流入）

６．８９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事件 ← ゴルバチョフ訪中

７．９０～ 高度経済成長。現在、ＧＤＰ世界第４位

ｃｆ；９７ ＿＿＿＿＿＿＿返還

９８ ＿＿＿＿＿＿＿返還

② 北朝鮮

４８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿国建国（＿＿＿＿＿＿＿＿首相）

５０～５３ 朝鮮戦争

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿党／＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿主席の政策

１．千里馬（チョンリマ）・・・大衆動員

２．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿思想（チェチェ）・・・自立化

９４ 金日成死去 → ＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権へ

・・・核疑惑、大凶作による飢餓、経済危機
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③ ロシア、ＣＩＳ

＊経済混乱継続、民族紛争

９１ ロシア連邦（大統領＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）、ＣＩＳ成立

９３ ＳＴＡＲＴⅡに調印

９５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿侵攻

９８ 経済危機（ルーブル急落）

９９ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿政権成立

ｃｆ；民族紛争

・ アルメニア 印欧系 キリスト教徒

・ アゼルバイジャン トルコ系 イスラム教徒

・・・自治州、自治国をめぐった争い
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④ ユーゴスラビア（南スラヴ）

１８７７ 露土戦争でトルコ敗北

→サンステファノ条約、ベルリン条約

・・・セルビア、モンテネグロ、ルーマニア独立、ボスニア＝ヘルツェゴビナがオーストリアの支

配下へ

１９０８ 青年トルコ革命

オーストリアがボスニア＝ヘルツェゴビナを併合

＜第一次世界大戦後＞

＊サンジェルマン条約（連合軍とオーストリア）

→セルブ＝クロアート＝スロヴェーヌ王国（ユーゴスラビア王国）建国

→ナチス進出

→ティトーがレジスタン闘争

→自力解放、ユーゴスラビア連邦人民共和国建国

＜第二次世界大戦後＞

＊ティトーの指導（～８０）

・スターリン路線を取らず → コミンフォルム除名

・非同盟諸国の中心

８０ ティトー死去、経済不況 → 混乱

９２ 内戦勃発

・ クロアチア、スロベニア → 独立宣言

←セルビアが軍事侵攻

・ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿独立

→三民族間で内戦

・ セルビア、モンテネグロが新ユーゴスラビア連邦建国

・・・アルバニア系＿＿＿＿＿＿＿＿自治州で、セルビア人がアルバニア人を迫害

→ＮＡＴＯによるユーゴ空爆
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ｄ）現代国際社会史

◎ 軍縮の流れ

＊軍事大国（核保有国）の主張

・・・自衛、平和維持

４９ ソ連、原爆完成

５０ ストックホルム＝アピール

５２ イギリスが核実験

５３ ソ連が水爆完成

５４ アメリカ、ビキニ環礁で核実験

５５ ラッセル＝アインシュタイン宣言

原水爆禁止世界大会

５７ パグ＝ウォッシュ会議

５９ ジュネーヴ軍縮会議

６０ フランスが核実験

６２ キューバ危機

６３ 米英ソ、部分的核実験停止条約（ＰＴＢＴ）

６４ 中国、原爆完成

６８ 核拡散防止条約（ＮＰＴ）

・・・核保有国のエゴと非難される

７０ 米ソ戦略兵器制限交渉（ＳＡＬＴ） → ７２、ＳＡＬＴⅠ ７９、ＳＡＬＴⅡ 成立

７８ 国連核軍縮特別総会

８７ 中距離核戦力（ＩＮＦ）全廃条約

８２ 米ソ戦略兵器削減条約（ＳＴＡＲＴ） → ９１、ＳＴＡＲＴⅠ ９４、ＳＴＡＲＴⅡ

９６ 包括的核実験禁止条約（ＣＴＢＴ）

・・・国連総会で採択

９８ インド、パキスタンが核実験
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◎ 国際金融史

２９ 世界恐慌

→＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿制崩壊、経済のブロック経済化

４４ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿会議

・・・米ドルを基準とした固定相場制。＿＿＿＿＿＿＿＿＿（長期融資）と＿＿＿＿＿＿＿（短

期融資）が中心組織。

７１．８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・ドル＝金の交換停止（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿体制崩壊）。

７１．１２ スミソニアン協定

・・・固定相場制を維持

７３ 主要先進国は変動相場制へ

７６ キングストン協定

・・・変動為替制の導入。ＳＤＲ（通貨取引権）の創設。

８５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿合意

・・・ドル安誘導→日本では円高が進行。円高不況を経てバブル景気へ。

◎国際貿易史

４８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（関税と貿易に関する一般協定）

１．６４～６７ ケネディー＝ラウンド

・・・関税引き下げ

２．７３～７９ 東京ラウンド

・・・関税引き下げ、非関税障壁の撤廃

３．８６～９４ ウルグアイ＝ラウンド

・・・農産物自由化、知的所有権の保護

９５ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（世界貿易機関）

・・・ＧＡＴＴが改組。
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◎ 地域経済統合

＜ヨーロッパ＞

第２次世界大戦→戦災、植民地喪失→西欧諸国の経済力低下→経済統合の進展

１．５２ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（欧州石炭鉄鋼共同体）

←フランスのアルザス＝ロレーヌ（鉄鉱石）、ドイツのザール（石炭）の共同管理

・・・加盟国；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

２．５８ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（欧州経済共同体） ← ローマ条約

３．５８ ＥＵＲＡＴＯＭ（欧州原子力共同体）

４．６７ 上の１～３が統合して、＿＿＿＿＿＿＿＿＿（ヨーロッパ共同体）が成立

[1] 域内関税撤廃

[2] 域外共通関税

[3] 資本・労働力の移動自由

[4] 共通経済政策

７３ イギリス、アイルランド、デンマーク加盟

８１ ギリシア加盟

８６ スペイン、ポルトガル加盟

→市場統合へ

６．９３ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（ヨーロッパ連合）発足 ← ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿条約

・・・さらに通貨統合、政治統合を目指す

９５ スウェーデン、フィンランド、オーストリア加盟

９９ 単一通貨＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿導入

０４ 東欧１０カ国が新規加盟

ｃｆ；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（欧州自由貿易協定）

・・・ＥＥＣに対抗するためイギリスによって結成。しかし加盟国がＥＣ・ＥＵに参加し弱体化。
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＜その他＞

★＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（東南アジア諸国連合）

★＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（アジア太平洋経済協力会議）

★＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（北米自由貿易協定）

・・・アメリカ、カナダ、メキシコ
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付録

世界史入門講座 Ｎｏ．１ 『人種と民族』

１ 人種とは？

◎生物学的分類・・・＿＿＿＿＿＿＿

◎文化的な分類・・・＿＿＿＿＿＿＿

＜補足＞

①

②

③

④

人種

① ② ③ ④

特徴

分布
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２ 世界の多様な言語

親との生活の中で習得される言語＝＿＿＿＿＿＿＿＿の分布は、その言語を使用する

民族の成立、移動、定着だけでなく他民族への不休などの歴史を反映している。

◎＿＿＿＿＿＿＿とは？

・・・同じひとつの言語を起源とし、そこから分化したと想定される言語群である。それらは互い

に親縁関係にあるという。

☆ 主な言語の分類

＜補足＞

① 漢字文化圏

中国（大陸）・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ｃｆ；中国語は存在しない

台湾・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

香港・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

日本・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、カタカナ、ひらがな

韓国・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿（ハングル）

その他、ベトナム北部や西域方面など

② アラム文字とフェニキア文字

語族 語派・言語

その他
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３ 世界の宗教

☆世界の主な宗教

☆世界の宗教分布

宗教

開祖

成立

神

経典

特色
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宗教におけるタブー

１．イスラム教

・・・＿＿＿＿＿、＿＿＿＿肉の飲食禁止。左手は不浄の手。

２．ヒンドゥー教

・・・＿＿＿＿肉の飲食禁止

☆ 世界の宗教人口（単位は億人）

①, 10.4,
17%

②, 3.8, 6%

③, 1.7, 3%

④, 10.1,
17%

⑤, 7.5,
13%

⑥, 3.3, 6%

その他,
23.2, 38%

☆ 宗教の発展と起源
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世界史入門講座 Ｎｏ．２ 『東アジア（中国）』

１ 東アジア世界の位置付け

２ 少数民族の分布

北アジア

西アジア 東アジア

南アジア

＿＿＿＿＿文化圏

＿＿＿＿＿文化圏 ＿＿＿＿＿文化圏

＿＿＿＿＿文化圏
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４ 華僑の歴史

明・清代

１８６０年

１９Ｃ後半～２０Ｃ初頭

２０Ｃ前半
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５ 歴代王朝の変遷

本土 北方



- 296 -

世界史入門講座 Ｎｏ．３ 『南アジア（インド）』

１ 南アジアの大地理

２ ヒンドゥー教とカースト制度

ヒンドゥー教は、インダス文明の末期にインドに侵入したアーリア人が信仰した＿＿＿＿＿

＿＿＿教を基盤として成立した。特定の開祖や聖典はなく、多神教で教義も多数ある。

教義の大筋は、カーストに属する人が守るべき義務や法を守った生活をする、ということに

なる。

☆ カースト制度について

・ 階層区分を＿＿＿＿＿＿＿＿と呼ぶ
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３ 世界で活躍する＿＿＿＿＿＿



- 298 -

世界史入門講座 Ｎｏ．４ 『西アジア（中東）』

１ 西アジア世界の大地理

２ 西アジアの３大勢力と言語

民族 アラブ系 イラン系 トルコ系

人種 人種 人種 人種

語族 語族 語族 語族

言語 語 語 語

特徴

【地域】

【説明】

【地域】

【説明】

【地域】

【説明】
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３ イスラム教について

ａ）創始

・ 最後の預言者；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・ 時期；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・ 舞台；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・ 経典；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・ 神；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ｂ）イスラムの五行（守るべきつとめ）

１．信仰の告白 「アッラーの他に神はなく、ムハンマドはアッラーの使徒である。」

２．礼拝 １日５回、メッカの方角にお祈り

３．＿＿＿＿＿＿ イスラム暦のラマダンの月に日の出から日没まで食事をしない

４．喜捨（＿＿＿＿＿＿） 貧しい人々への施し

５．＿＿＿＿＿＿ 一生に一度メッカに巡礼する

ｃ）その他

・ 女の人は＿＿＿＿＿＿＿＿を着て肌を見せない

・ 教会＝＿＿＿＿＿＿＿＿

・ 偶像崇拝禁止

・ 豚は不浄な動物で食べてはならず、左手も不浄なので使ってはならない。
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・ 宗派

宗派 ＿＿＿＿＿＿＿＿派 ＿＿＿＿＿＿＿＿派 ワッハーブ派

地域

特徴

・ 少数派

・ 原理主義的傾向

・ アリーの子孫のみカ

リフと認める

・ 女性抑圧

・ 多数派

・ 世俗化
・原理主義的傾向
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世界史入門講座 Ｎｏ．５ 『ヨーロッパ（欧州）』

１ 東アジア、西アジアに対するヨーロッパの風土

☆ 和辻哲郎の「風土論」

２ 民族移動

ａ）ゲルマン民族の大移動とその後

地域 ヨーロッパ 西アジア 東アジア

分類 「牧場型」 「砂漠型」 「モンスーン型」

気候
・湿潤と乾燥の結合

・自然は人間に対し従順

・極度の乾燥

・厳しい自然条件

・夏季は「高温多湿」

・自然の豊かな恵み

態度
・自然をいつでも活用

・合理的思考

・人々は団結

・対抗的・戦闘的態度

・人々は受容的

・自然に従って生きる

文化

・自然科学の発展

・キリスト教が愛の宗教

・人々に絶対服従を求

める一神教が成立→

＿＿＿教、＿＿＿＿教

・全てのものに神を認め

る汎神論→＿＿＿教、

＿＿＿＿＿教
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ｂ）世界への拡大（＿＿＿Ｃ末～）

ｃ）フランク王国分裂による独仏伊の成立
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ｄ）ゲルマン系について

１．イギリス

①フランスの影響

ｅｇ；ノルマン朝

②連合王国

③アメリカ合衆国のＷＡＳＰ

２．ドイツ

東フランク王国→神聖ローマ帝国（分裂期）

→プロイセン、オーストリア（現在のドイツには含まず）

→（ドイツ連邦）→北ドイツ連邦→ドイツ帝国

→ドイツ共和国（ワイマール共和国、第３帝国）

→東西ドイツ（ドイツ民主共和国、ドイツ連邦共和国）→統一ドイツ（ドイツ連邦共和国）

２．北欧

・ バイキングとデーン人の活動

・ 現在では経済力高し
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ｄ）ラテン系について

１．ラテンアメリカでの混血

２．植民活動における北米との対比

アングロアメリカ ラテンアメリカ

開発主体

先住民

利用

【当初の産業】

狩猟→大規模土地経営

【労働力】

白人主体

→白人が黒人奴隷を酷使

【当初の産業】

鉱山開発→大規模土地経営

【労働力】

白人が原住民を酷使

→疲労・疫病などで原住民激減

→黒人労働力を追加

→白人も労働

経済力
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ｅ）スラヴ系について

１．３つに分類されるスラヴ民族

３．西スラヴ

【影響】 ＿＿＿＿＿＿＿の影響を受ける

【宗教】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

４．南スラヴ

【影響】 ビザンツ帝国 → 自立

【中心国家】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

☆ 一つの国家、二つの文字、三つの宗教、四つの言語、五つの民族、六つの共和国

←加えて、コソボ自治州（アルバニア人／イスラム教）

５．東スラヴ

【影響】 バイキング→自立→モンゴル→自立（ビザンツ帝国の影響）

【中心国家】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・・・ソ連崩壊により、分裂
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６．２０Ｃの共産化

・・・現在では民主化

☆ 共産主義と社会主義の違い

◎ 社会民主主義に着目！
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～世界史に使う常識的地理問題 （ヨーロッパ編） ～

以下の地図について、問１～３に答えよ

問１ ①～⑲までの国家の国名と首都名を答えよ。

問２ Ａ～Ｍまでの国家の国名を答えよ。

問３ ①～⑲とＡ～Ｍの国家の民族系統をいずれかに分類せよ。（記号で答えればよい。）

（ア） ほぼゲルマン系のみ （イ） ほぼラテン系のみ （ウ） ほぼスラヴ系のみ

（エ） ゲルマン系とラテン系の混在 （オ）アジア系 （カ） 上のいずれにも属さない
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～世界史に使う常識的地理問題 （東洋編） ～

次の問１～２に答えよ

問１ 中国とその周辺に関する問題

（a） ①～⑥までの国家または地域の名称を答えよ。また、その首都もそれぞれ答えよ。

（b） 地域 J,K,M,R,T,U の名称を答えよ。

（c） 高原 L の名称を答えよ。

（d） 山脈 O,P,Q,N の名称を答えよ。

（e） 河川 A,E,S の名称を答えよ。

（f） 海洋 B,F,G,H,I の名称を答えよ。
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（g） 半島 C,D の名称を答えよ。

（h） 都市ａ,ｂ,ｃ,d,e,f を答えよ。

※ヒント

１．ｃ：首都の外港である。

２．ｄ：中国経済の中心地。次回の万国博覧会の開催地。

３．ｅ：旧英領植民地。

４．ｆ：中国南部の中心地。

問２ 中国に関する問題
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（a） ①～⑰までの省の名称を以下から選んで、記号で答えなさい。

（b） Ａ,B の地域としての名称を答えよ。

（c） Ｃに住んでいる民族を答えよ。

（d） Ａ,Ｂ,Ｃに広がっている民族は、同一の語族である。それを、答えよ。

（e） それらに対し、中国本土のいわゆる中国人の民族を答え、また、その語族を答えよ。

＜１＞ 河北 ＜１０＞ 陝西 ＜１８＞ 湖南

＜２＞ 江蘇 ＜１１＞ 甘粛 ＜１９＞ 安徽

＜３＞ 浙江 ＜１２＞ 新疆 ＜２０＞ 山東

＜４＞ 遼寧 ＜１３＞ 四川 ＜２１＞ 河南

＜５＞ 吉林 ＜１４＞ 雲南 ＜２２＞ 山西

＜６＞ 黒龍江 ＜１５＞ 貴州 ＜２３＞ 福建

＜７＞ 広東 ＜１６＞ 湖北 ＜２４＞ 台湾

＜８＞ 広西 ＜１７＞ 江西 ＜２５＞ 青海

＜９＞ 海南
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～世界史に使う常識的地理問題 （アジア編） ～

次の問１～４に答えよ

問１ 中東に関する問題

（ａ） ①～⑨までの国家の国名を答えよ。

（ｂ） ①、④、⑦、⑨の首都名を答えよ。

（ｃ） 河川Ａ、Ｂ、Ｃの名前を答えよ。

（ｄ） 地域Ｄの名称を答えよ。
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問２ 中央アジアに関する問題

（ａ） ②～④までの国家の国名を答えよ。

（ｂ） 地域Ｂ一帯の名前を答えよ

（ｃ） 湖Ａに注ぐ２つの河川の名前を答えよ。

（ｄ） 中国の①の地域の名前を答えよ。
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問３ 東南アジア及び中国南部に関する問題

（ａ） ①～⑧までの国家の国名を答えよ。

（ｂ） ④、⑥、⑧の首都名を答えよ。

（ｃ） 河川Ｂの名前を答えよ。

（ｄ） 中国南部を指す地域Ｆの名前を答えよ。

（ｅ） 都市Ａ、Ｃ、Ｅ、Ｄの名前を答えよ。

（ｆ） 河川Ｂ以北を指す地域名を答えよ。

（ｇ） 中国の首都を答えよ。

（ｈ） 河川Ｂ以北に存在し、かつて古代文明の舞台となった河川名を答えよ。

（ｉ） その河川の支流のほとりに存在する古都を２つ答えよ。
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問４ 南アジアに関する問題

（ａ） ①～③までの国家の国名を答えよ。

（ｂ） 地域Ａ一帯の名前を答えよ

（ｃ） ①を通る河川の名前を答えよ。

（ｄ） ②の国沿岸を河口とする河川の名前を答えよ。
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～世界史に使う常識的地理問題 （南北アメリカ大陸・アフリカ大陸編） ～

次の問１～３に答えよ

問１ 北アメリカ大陸に関する問題

（ａ） ①～③までの国家の国名を答えよ。

（ｂ） 地域Ａ及びＦの名前を答えよ。

（ｃ） 河川Ｈの名前を答えよ。

（ｄ） 半島Ｉ及びＫの名前を答えよ。

（ｅ） 海洋Ｂ及びＤ、Ｇ、Ｌの名前を答えよ。

（ｆ） 山脈Ｅの名前を答えよ。

（ｇ） Ｃの付近に存在する湖を合わせて何と呼ばれるか答えなさい。

（ｈ） ②の国家を代表する国際的にも著名な大都市ａ、ｂ、ｃ、ｄの名称を答えよ。

（ｉ） ①、②の国家を、③以南の国々に対して、何と呼ばれるか答えなさい。
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問２ 南アメリカ大陸に関する問題

（ａ） ①～⑦までの国家の国名を答えよ。

（ｂ） 山脈Ａの名前を答えよ。

（ｃ） Ｂ付近を河口とする、流域面積世界最大の河川名を答えよ。

（ｄ） これらの国に移住してきたヨーロッパ系人種は、ゲルマン系、ラテン系、スラヴ系のうち、

いずれが多いか答えなさい。

（ｅ） ④の国家とそれ以外の国家では使用される言語が異なる。それぞれの言語を答えな

さい。
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問３ アフリカ大陸に関する問題

（ａ） ①～⑥までの国家の国名を答えよ。

（ｂ） 地域Ｂの名前を答えよ。

（ｃ） 河川Ｅの名称とその中流沿岸に存在する古都を答えよ。

（ｄ） Ｃ付近を河口とする世界最長の河川名を答えよ。

（ｅ） 海洋Ｆ及びＩ、Ｈの名前を答えよ。

（ｆ） 山脈Ｄの名称と、そのふもとに暮らす民族の系統及び名称を答えよ。

（ｇ） 砂漠Ａの名称を答えよ。

（ｈ） Ｇ付近を河口とする河川名を答えよ。

（ｉ） ③に約２０００年以上前に存在していた古都と、その都市を建設した民族を答えよ。

（ｊ） 河川Ｃの中流に存在し、約１０００年前に建設された④の国家の首都を答えよ。

（ｋ） 河川Ｃの過去付近に存在し、約２０００年前に建設された都市を答えよ。

（ｌ） 砂漠Ａ以北と以南では、人種、文化などが大きく異なる。それぞれの人種を答えよ。ま

た、特にＡ以北については、特定の民族が多数を占める。その民族の名称及び、信仰さ

れている宗教、言語、語族名も合わせて答えよ。
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